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ことと ひ 

私が 子供の ころ、 露 伴 は 向島に 住んで ねた。 吾妻橋から 言問團 子まで 一 錢蒸汽 に 

のり、 さらに 土手 を 白 鬚の はう へ 三 四 町 ほど 歩いて 右へ おりる と、 まもなく 左側に 

「幸 田 成 行」 の 標札 を だした 門 構へ があった。 家 はごく ふつうの 小 住宅ながら、 敷 

地が ひろく、 池 も あり、 別棟の 書庫 もた つて ゐた やうに 記憶して ぬる。 いま 地圖で 

.  しんで 人 . 

みると、 寺島ム 丁目の 見當 になる が、 當時， の 地名 は 寺 島 新田と いったので 私たち 

は 露 伴 を 「新田の 伯父さん」 とよんだ。 露 伴 は 私の 母み 實 兄で、 すな はち 私に は 母 

方の 伯父に あたる。 

十二 三 歳の ころから、 私 は每年 正月、 この 向島の 家へ 年始の 挨拶に いくや ラ にな 

つたが、 それょりもま へ小學生の^Jろは、 母方 祖母、 すな はち 幸 田き やう だい を 生 

んだ 老母が 居た 麴町紀 尾 井町の 家で、 私 は 「新田の 伯父さん」 をい くた びか n 化かけ 

た ことがある。 當. 時 幸 田 一 門の 人々 は、 每年 十二月 下旬に 「クリス マ ス」 と稱 する 
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親睦 會を ひらき、 各 家た が ひに 子供ら に 玩具 や 文房具な ど 贈りあった ものである。 

季節と、 この 贈り物と からお そらく 「クリス ァス」 の 名が 生じた ので、 キリスト 敎 

的な もの は 全然なかった。 當時も 今 も、 幸 田の 各 家 はすべ て 日蓮 宗 であ. o、 私ら の 

家 だけ は禪宗 である。 この 一門 圑欒の 忘年 會 的な 集まり は、 大正 大震災で 中絕 され 

るまでお そらく 前後 十回 ほど 催された が、 ご馳走が あり、 くつろぎが あり、 遊戯 や 

笑 ひが あら、 ことに 私たち 子供ら にと つて は 例の 贈り物が あるので、 一年中で もも 

つと も 偸し い 日であった。 母方の き やう だい、 すな はち 露 伴の 兄弟 姉妹が まだ 六 人 

そろって ゐ たが、 男 兄弟 四 人の なかで も 露 俘 はこと に體格 も，^ 色 もよ く、 私たち 子 

供ら の自 にも、 他の 伯父た ちに くらべて 「新田の 伯父さん」 は その 赤ら顔と あかる 

い 笑ひ聲 とで 一段と 明朗な 性格の やうに 思 はれた。 少年の 私が、 小石 川から はるば 

る 向 ft まで 年賀に いくやう になった の は、 パ乂 が留學 して 不在に なった ためと、 私が 

中學に はいった ためとの やうに 思 はれる。 露 伴 は、 少年の. 私にたい しても、 いつも 

正式に 屠蘇 を 祝って くれたが、 伯父の 文名 を 知り はじめた 私 は、 この 偉い 伯父と 對 
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^^することがなんとなく窮屈でぁった。 この 向島 時代 は、 私の 知る かぎりで は、 露 

伴が 家庭的に もつ とも 惠ま れて ゐ た 時代 だ つ たやう である。 後妻の 伯母 も 居た し、 

娘の オルガンが きこえたり、 息子が 犬と ふざけた りして ゐて、 たしかに 明るさが あ 

つた。 中學 三年 ごろの 正月、 私 は 生れ. てはじめて 一圓の 小 遣 ひ を 母から もらって、 

露 伴の 家で いつもの 年賀 をす ませた のち、 露 伴の 息子、 私の 従兄弟に あたる 同い年 

の 成豊、 通稱 「一. 郞 さん」 を映畫 見物に さそつ. た。 ー郞君 (成 豐) は その 姉 (文. I 

子) とともに 映 畫雜誌 をた くさん もちだし てきて 私に みせた。 私^ 非常識に も 映甞ー 9 

俳優 を ただのひとり も 知らす、 はづ かしい 思 ひ をした。 ー郞 君と いっしょ、 に淺 草の / 

電氣 館へ はいって、 チヤ ァ ダス • レイと いふ 當 時の スタァ の 名と 顏を おぼえた が、 

一郎？！；^ が 小 遣 ひとして 十 圓札を もってね たの を 羨ましく おもった。 これらの こと 

は、 伯父 露 伴の、 子供にたい する 態度 を 窺 はせ るに たりる と 思 ふ。 

大正 大震災の 翌年、 露 伴 一家 は 向島から 小石 川 表 町の 假寓 にうつつ た。 いまの 傳 . 

通會 館の 左 裏 あたりに 當る。 》 ^がい あ ひだ 私 は、 震災で 家が いたんだ ためとば かり 


思って なた が、 きの ふ (四 七-、 八、 五) 露 伴の 初七日に、 從 姉の 文 子から きいた と 

ころに よれば、 某 出版社が 向島の 家 を 買 ひとって、 手 きびしい 追 ひ 立て をく はせ た 

ためだ さう である。 ジャ アナ リズム は、 露 伴にたい しても、 この 程度に 苛酷で あり 

うるの だと 私 は 思った。 こ， の 假寓に 三年 ほど ゐ てから、 昭和の 初期に 同じ 表 町の、 

, つい さきごろまで ゐた 大稷の そばの 家に うつった。 - 

「稷ッ ていふ 木ァ、 つれづれ 草に も ある やうに、 さつば. 0 役に立た ねえ 木 だ。 鼠が 

かじれば、 齒の はう が 減る ッ ていふ やつ だ。 だから これで 米倉 を. つく， りゃァ いい か 

. つてい ふと、 まづ 鋸の 目が いたん ぢ まふ。 つと 切って 組み あは せても、 こんど：/ 

反る からせつ かくの 組みが ねぢれ ちま ふ。 箱なん かつく つても、 ひとりで にこ はれ 

て. ズ 

る。 不材の 木の 大將 だな。 だから 大きく 育 つんで、 一里 探なん かに ゃァ もってこい 

だ。 ところで この 『木』 へんに 『夏』 つてい ふ 字 は、 日本 流の 使 ひかた だから、 じ 

つ はたし かぢ やねえ な。 實は 小鳥 がくふが、 まへ に 花が さいても、 松の 花た ァ ちが 

ふから、 花粉 を 味 はふ わけに もい かねえ …… 」 と 露 伴 は 語った ことがある。 (四 
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set 

-ー、 四、 三) 露 伴の 娘 文 子 も 「花粉で 緣 側が 黄色くなる のよ」 といった。 皮肉に も 

この 大複 の實 は、 露 伴の 庭先に も こぼれお ちて、 すでに 若木に さへ なって ねた。 

傳 通院 前から 小石 川柳 町へ ぬける ダラ ダラ 坂 は、 この 大稷の はえた 小さい 廣 場よ 

ら 下の 部分 を 「善 光寺 坂」 とよぶ が、 坂 上の 大禝 界隈 は、 じつは 露 俘の Dig 住 以前 か 

ら、 われわれに は緣の ふかい 土地であった。 露 伴の 家 は復廣 場に 面した 角 家で ある 

が、 その 横町の 一 軒-^ いた 隣り に、 私ら 一 家 は ほとんど 大正の 間ぢ ゆう 住んで ね 

た。 しかも 私ら の 前に は 伯母 (幸 田延) が、 又 私ら の あとに は從 兄政吉 (幸 田 本 

家) の 一家が こんどの 戰災 まで 同じ 家に 住んだ。 明治時代から 昭和 二十 年まで、 わ 

れ われに 緣の ふかい、 變 化の すぐない 古風な 住宅地. であった。 露 伴の 梗 廣場轉 居に 

ょク て、 露 伴 一 家と、 なか 一 軒お いて 幸 田 本家と、 幸 田 姓の 家が 二 軒な らんで ゐた 

わけで ある。 どちらも 借家であった。 

露 伴が 表 町の 最. 初の 假寓 へうつつ たころ、 私 は 一高の 寮に はいって ゐ たが、 その 

ころから 露 俘の 小說を あさりよ む やうに なり、 大學の 文科 生に なつてから は、 圆寄 
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館で 鷀 外の 藏書 印の ある 露 伴の 作品 を 借り だして は 次々 に むさぼりよんだ。 一 方、 

岩波 文庫が 创刊 されたり、 いは ゆる 圆 本が 出 はじめたり したので、 ジャ アナ リズム 

はふた たび 露 俘に 接近 を もとめ、 露 伴 も 「觀 畫談」 や 「蘆 聲」 など； 5 さびさに 小說 

の 筆 をと つた。 私 は 露 伴の 健在 を よろこん だが、 じつは 小石 川 ® 假寓 にうつつ たこ 

ろから、 露 伴の 家庭 は 急に さぴ しくな り はじめた。 まづ鍾 愛した 長男 (成 豐) が 死 

んだ。 娘 (文 子) は 結婚して 家 を はなれた。 妻 (後妻) も 病氣靜 養の ため 不在が ち 

になった。  • . , 

私 は 露 伴.^ 接して 直接 物 をき く 偸し さや 味 は ひが やう やく わかる 年 ご ろに なつ 

た。 露 伴の、 家庭に おける さぴ しさ や 無聊 を なぐさめる ため、 私 は 弟と ともに、 援 

廣 場の 角 家 を 折に ふれて たづね た。 一 軒お いた 隣り の 本家 從 兄の 息子た ち もよ く 出 

入した。 私ら は將 祺を敎 はったり 釣りの 話 をき いたりし たが、 たと へば 釣りの 話に 

しても 露 伴の 談話 は、 ふかい 經驗 とひろ い 知識に よって 裏づ けられて ゐ るので、 何 

といった らいい か、 泉の 水面が も. 0 あがって 水が ム クム ク 湧きで る やうな、 たうて 
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いわれ われに は 受け きれない やうな ゆたか さが あつ た。 しかもす きな 酒盃を 手に し 

てゐ ると き は、 日ごろの 江戶ッ 子 言葉が また 一段と べらんめえ 的な 暢達 さ をお ぴ 

て、 じつにえ もい はれない 調子と 味が あった。 面と 向って ノオトつ-とる わけに もい 

かや、 また ノオト は 伯父 もこの まなかつ たが、 たと ひとら うとしても こちらが 菲才 

すぎる ためにと. 0 やうがない もの も 多かった。 釣， りに しても、 かって 露 伴 はみ づか 

ら 釣船 を もち、 專屬の 船頭に こがせて 龜柬の 諳川を はじめ 各所 を 釣り ま はった 時代 

が 1^ るので、 竿、 糸、 鈎な どの 道具から、 餌、 魚の 種類から、 さらに 川. や 水質 や、 

季節 や 天候 や 潮 や、 そ れら 多面的な 大 うんちくが あとからあとからと 語られても、 

私な どた だ 茫然と きいて ゐ るより ほかはなかった。 釣. 0 やきの 弟 はさて おいて、 釣 

りに 緣 のない 私 は、 ゎづ かに 「まぎる」 とか 「いなす」 とかい ふ 言葉 を おぼえた 

り、 「居ね えと こぢや 釣れね え」 とい ふ 11 具理に 今やら の やうに ハツ と氣づ いたりす 

る r らゐが せいぜいで、 そのほか は、 藝 者が 船への ると きの 心得 だと か、 婦人が 船 

から 放尿 するとき. の、 方法 だと か、 餘談 中の 餘談 しか 耳に はいらなかった。 一言 敷衍 
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すれば、 昔の 藝者は 船の 屋 形に 手 を かけて 足から 踏み だして 乘 つたので 腰が 後方に 

出つ ばる やうな ことが なく、 すがたが 美しかった が、 いまの 藝者 P 船の 乘 りかた も 

知らね え、 といった たぐ ひの 話で ある。 釣りの. 話に は少々 まゐ つたが、 將拱は 私 も 

弟と 同檬 横好きで はあり、 ことにそのころ木^：^^雄前名人がぃくたぴか伯父を訪ね 

て こられた ので いろいろな 思 ひ 出 を もちえ た。 このたびの 告別式 (四 七、 八、 二) 

で、 私 は 親戚の 列に 立ちながら ひさびさに 木 村 義雄氏 をみ かけた が、 十 餘年前 われ 

われが 露 伴の 家で 會 つたころ にくらべて、 おも ひ^し か、 白い 洋服の 小柄な 姿が う 

ら さびしく みえた。 ひと 昔 あまり 前の 木 村 八 段 は、 もっと 若い カづ よい 感じで あ 

り、 しかも その 若さに も かか はら や 露 伴にたい しても ゆったり と 落ちついた 態度 を 

みせ、 對局 後に 多少 酒 ザ はいっ^り すると、 われ こそ は赏カ 日本一と いふ n:;E の ほ 

どが、 言葉め はしばし にも それとなく うかが は. れた。 露 伴 は關根 名人の まへの 小 野 

名人 時代の 四 段で あるが、 木 村 八 段 は 角 をび いて 露 伴と 對 局した。 私が 觀戰 した か 

ぎりで は、 一勝 一敗の 戰績 であった が、 もちろん 花相撲であった らう。 對 局.？ の 木 
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村 八 段の 悠然た る 身 構へ は、 たと へ ば 駒 臺に駒 をお くだけで も 露 伴が 雜 然とお いた 

のに くらべて 同氏 は 整然とお きなら ベ、 指し手 を 案 やる にも 露 伴が 盤面お 凝視す る 

のと ぢ. がって 木 村 氏は數 瞬間 瞑 & したりす るな ど、 まことに 心に くいば，. かりの もの 

があった。 あるとき 伯父の 醉 奥で、 私 は 弟 を あ ひて に 木 村 八 段の まへ で 御前 試合 を 

させられた ことがあ るが、 こ" れ ほどつ らい 將祺は 生涯もう 二度と さす 機會が ある ま 

i と 思 ふ。 われわれ は 露 伴に， 二 枚 落で も齒が 立たない へボ だった ので ある。 

へボ といへば、 われわれ 兄弟 は、 敗 局が 明白な 終盤で なほ かつ 投げ ださ やにねば る 

こと を 鶏が 首 を しめられて 羽 をば たばた させる ことにた とへ、 しばしば 深更 ま. V 愚 

かしい 勝負 をしながら、 相手の 窮境 をみ ては兩 手で 羽ばたきの 眞似 をして たが ひに 

揶拖 しあった もの だが、 ある 日、 露 俘 宅に 木 村 八 段が 來 あはせ てゐ たと き、 ^が こ 

のこと を 話す と、 微醺 をお ぴてゐ た 伯父 は呵々 大笑して おもしろがり、 手 をう つて 

ぐ き  けんてつ しめ  ^  ： -  , 

筆墨 をと りよせ る や 「愚 棋を嘲 力、 賢垤に 似す」 とい ふ 諧謔 的な 卽典詩 を かいた。 

姪 はもち ろん 甥の ことで、 われわれ を さす。 かりに、 かなまじり 文に かきな ほせば 
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左の ごとくで ある。 

ただ 雄を稱 せんと 欲す、 あに 雌 を 守らん や、 

-n んこ し せき きつち ゆう 

- 金 鼓 矢 石、 橘 中に したが ふ。  、 

戰 ひ鶴嗚 にいたり、 天色 白し、 

まさに 休む、 ふく はく 一び やうの， 其。 

-  购鶴麵 露 俘 老人 

「橘 中」 と は 幽怪錄 に 出て ゐる碁 をう つたの しみ をい ひ、 「i ！賻 (又 ひよく はく)」 

は の 羽ばたきの-せ、 「一 枰」 と は 一面 または 一局の 意で、 鶏から 思 ひついた 即興 

の 揶揄 詩で ある。 これ を かいた 筆が また 穗 さき 二分 ほどの 鳥の 羽の もので、 墨が す 

ぐ 枯れ やすい 筆で あるた め、 おの づ から 文字が 力 をぬ いたど こか 飄 逸な おもむきと 

なり、 じつにす ばらしい ものであった。 弟が 表装 させて 軸に. し、 ひじ やうにたい， y 

つに してね たが、 例の さきごろの 大空 襲に ens に 灰に してし まった の は、 惜しんで 
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も あまり ある ことで ある。 

たしか 去年の 冬 か、 ことしの 正月 ごろで あつたが 露 伴 は 病床に 眠られ ない まま 

に 初 盤の 新 趣向 を考 へだして 弟に かたった ことがあり、 弟 は 私と いっしょに それ を 

實驗 してみ たが、 どうも 趣向お ふれの やうに われわれに は 思 はれた。 病床に あった 

伯父の、 さいごの ころの、 最大 關 心事 は、 きの ふの 初七日に 從 姉の 文 子が われわれ 

に 語った ところに よれば、 何よりも 將棋の 名人 戰で あつたと いふ。 木 村 名人が 塚 田 

八 段に つ ひに 敗れ 去った ときいた とき、 伯父 は 病床で、 とつぜん 「馬鹿野郎！」 と 

大喝した さう である。 木 村 氏への 愛情、 さう して その 一方、 自分の 老衰 を もふくめ 

て 不動の ものが つ ひに 搖ら いだ ことへの 何 か名狀 しがたい 焦慮 や 憤懣、 そ れらが 

「馬鹿野郎！」 となって 爆發 したので あらう。 病床に はべる 人々 はふる へあがった 

とい ふ。  .  * 

-■ 露 伴の 無聊 を 慰め かたがた、 親戚が いつ ともなく 日 を さだめて 露 伴の 宅に あつま 

り、 露 伴から いろいろ 物を敎 はると. いふ 一種の. なら はしが 生じた の は、 釣り や 博^ 
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の 話が 終った ころから であった。 さいしょ は 周易の 講義、 つぎは 書道と その 稽古で 

あつたが、 この 書道のと き は 私 は 水 戶の學 校に 轉 任して ねたので、 ざんねんながら 

わ うぎ し  ら よす ゐ.： r  -: ラ 

參加 しえ や、 ときたま歸京しては^^たちゃ老母までが王義之がどぅの裙遂良がどぅ 

のとい ふの を 羨ましく 思った ものである。 比較的ち かくは 四十 年 (昭 十五) トニ 月 

から 四十 二 年 十 一 月.^ かけての、 斷績 的と はい へ滿ニ 年に もお よ ぷ徘諧 講義で あつ 

た。 聽き手 は、 露 伴の 妹で ある 私の 母 や 伯母た ち、 七十 老婆から 若い 金 ボタンの 學 

生に いたる まで 十二 三 名、 そ- れに 未亡人と なった 露 伴 娘 文 子、 孫の 玉子ら で、 文字 

ど ほり 老若男女の 一 むれであった。 これら まったくの 初心者に 對 して、 露 伴 は 懇切 

に 講義して くれたう へ. に、 われわれの 駄句に 朱まで 入れて くれた。 しかも. &譯 ない 

ことに、 われわれ は、 . 親戚の ありがた さに 狎れ て、 さの すばらしい 俳諧 講義に 對し 

て必 すし もつ. ねに 熱心と はいへ なかった。 私 は 俳句の 才能 は 甚だ 乏しい が、 しかも 

. なほ 努力が たりなかった こと はかへ りみ て慚愧 にたへ ない。 露 伴の 俳 話 をき くこと 

は 、しかし 私に はこのう へな くた のしかった。 露 伴 は、 缺席 者が 多かったり、 われ 
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われの 句が 通步 しなかった. o すると 不機嫌で あつたが、 しかも その 不機嫌 をお さ へ 

ながら、 いつも 二 時間 あまりに も わたって、 手 をと つて 導く やうに 敎 へて くれ、 誰 

かが 一 句で も 多少^り とも 形の ついた 句 をよ みだす とたち まち 上機嫌に， なって ほめ 

て くれた。 われわれが 句 をつ くるのに 手 まどった りして ゐ ると、 露 伴 はじれ つたが 

つて、 いろいろ 示唆 を あたへ たり、 また 場つな ぎの 雜談 をして くれたり したが、 私 

には俳話とともに雜談が又^J のう へ なくお もしろ く、 下手な 句な どつ くるよりも、 

日ごろ 面と むかって はとれ ない 雜談 ノオト を、 俳句 ノオトの 整理に まぎら はせ つ つ 

懸命に とった。 さきの 槓の話 も その 一 つで ある.。 しかも 全體の 何分. の 一 しか 筆記し 

え や？ また 筆記した もの も、 こちらが 淺學 のた め すこぶるお ぼっかな いところ も少 

なくない が、 數 tn まへ 二三の 新聞に 露 伴の 思 ひ 出 を 寄せた とき、 私 はこの、 露 伴の 

雜談を 主として 紹介した ので、 ここで もさい ごに それらの 拔萃を かかげて おかう と 

思 ふ。 露 伴の いろいろな 面 を じつによ く あら はして ゐ ると 思 ふからで あ る。 文責 

はもと より 私に ある。 なほ 露 伴 は、 \J れらを かたった とき、 しらふの ときと 一杯 機 
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嫌のと きとあった。 

「菊 は 日本で は 芽から だが、 西洋で は 種から そだてる。 その 種から そだてた 菊 を 逆 

輸入した のが、 何 玉と いふ やつで、 玉の 字の ついた の は みんな それ だ。 三辦 具足し 

てゐ るの が 日本の 菊で はいいので、 大菊 はさし わたし 二 尺 も ある やうな のが それ 

だ。 三瓣 具足？ まんなかの 瓣が將 軍で、， あとの 二つが 左右 大臣 だな。 つぎに 中 菊 

とい ふの は いてから 藝が 要る。 右 や 左に 狂ふ藝 だから、 狂 ひ 菊と もい ふ。 作る に 

はこの 中 菊が いちばんむ づ かしい。 咲いた ときを 『ふッ きり』 といって、 それから 

先が 藝だ。 それから 小 菊 だが、 これ ァ數 無し だから、 たくさん…… 三百も^.^ せた 

りする。 野路 菊 また 山路 菊な どいつて B 然 的な 原始的な つりく かた をす るので、 

隱 ゃ富士 の大宮 あたりに ある。 

『ふじの 雲散って 据 野の 小 菊 かな』 (露 伴の 句 か) 

いや、 ただ 懸崖 づ くり ぢ やい けね え、 菊の 懸崖 づ くりとい はなく ちゃ あ。 あれ ァ 

素人く ひっきの もの だ。 俳諧の 百 菊と いふの は 百 鉢 菊 をつ くるんだ が 『け ふに なつ 
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て 菊つ くらう と 思 ひけ. oj 人情の 句 だが 惡 くない。 『黄菊 白菊 そのほかの 名 はなく 

もがな』 (嵐 雪) いい 句 だ。 『菊の 香ゃ奈 良に は 古き 佛 たち』 (ほ蕉) これ はよ そ 

，へがうまい ので、 べつに 奈 rt^ にいい 菊が ある わけ ぢ やない。 陶淵 明が めでた 菊は大 

きな もん ぢ やない。 中國の 詩の はさう だつ こんにち 俳諧で 作らう つ て の は. 大 菊お 

が、 平安朝， のころ ァ、 菊に 綿 をつ けて 顏を なすった りして？ 美顔術に もした。 紫 式 

部なん ざァ、 これ を やった かもしれ ねえね。 ハ 、ノ  "0 菊は每 年お なじと ころに つく 

. 'やち 

れ》^^ 嫌 地に なって 消えち まふ。 大 菊の 菊の 親木 を とって 有性 繁殖 を させよう とし 

た ことがある。 三千の 種から 八つい いのが できれば 上々 で、 メンデ〃 の 法則で わる 

くな るんだ な」 (菊の 話 はな 3J の 倍ぐ らゐ ある。 —四 一、、 一 〇、 二 九) 

「いまの 世界 (五月) は 銃後の 者 は 餓鬼道、 戰 地の 者 は 修羅道 だ。 飢餓 感を へらす 

人-き If す り  0 

に は 松脂が いいさう だが、 ハハハ 。世界情勢が 雁木 鑪で よくな り やい い 力 ィ タリ 

ャは； ffs はげね えの を ドイツが かけえ てるんだ からてえ へんだ ね」 (四 一、 玉、 一 

〇) 「音 は 人口 性で ねえ ものに はった はって こねえ。 地球の 自轉の 音 はき こえね え。 
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音聲常 在 論を考 へて みたが。 ：：： わ. 0 算 とかけ 算の論 だ、 二で 割る の も 五 を 掛ける 

の も おんな じで、 片っ 方ば か， 0 ぢ やどう かね …… 。 アルミに アルファ 線 を かける と 

燐になる が、 ふつうの 憐 とちが つて やがて 硅素と なる。 岩の たねで、 泥 だね。 こ 

の、 憐に 途中で なる つてえ のが を かしい」 (四 二、 四、 三) 

「『ひる 寢 して 虻のう なり をき きに けり』 (伯母の 句) か。 わざわざ 寢る やうで を か 

しいし、 ききに け， 0 ァ いらね え。 うう む、 『まどろめば 寢 させぬ 虻のう なり かな』 

とで もす るか」 (同 右)  . . • 

「柳 はすつ かり 黄色くな つてから 散る つて わけの もん ぢ やねえ。 『散る ものに 極ま 

る 秋の 柳 かな J ッ ていふ ふうに、 上から 流しても いいが、 やっぱり、 何が 何とかし 

て 柳 散る、 とやった ほうが ふつう 無難 だな。 橋の 欄干なん どに 散る よりも、 ただ 板 

橋に 散づ たはう がいいね。 (四 一、 一 〇、 一一)  . 

「世の中が へ ん になる と返步 した はう が あたりめ えに なって くるから、 陶器 も 漆器 

もお ちて くる。 漆 は， 日本の ^氣と あ ふから、 ドイツの 研究 もまに あはね えときく。 
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日本の 漆 を ドイツ あたりに おくと 古物の やうに 時代が つくらし い。 漆器 は 空 氣を漆 

に ふれさせる ときの 空 氣の溫 度が 祕傳 だね」 (同 右) 

「今の 世 ほど、 ぶちこ はし 道具が 發 達して ぬる こと ァ ねえ 『微妙なる』 もの ァ、 今 

の 世で は ほろびる ほかば ねえ やう だな。 人間 は破壞 の競爭 がすき な もの。 デ ツギ ス 

汗と いや ァ破壞 の 王み. てえ だが、 じつ ァ懷柔 しちや ァ， 進んだ から 進めた の. で、 西洋 

の歷 史書に ある やうに、 やた^に 壊しち ゃァ 進める もん ぢ やねえ、、 智慧 者の 耶律楚 

材 がそば にゐ たからよ かったんで、 今の 日本が 中國で やる こた ァ この 耶律楚 材がゐ 

ねえから、 まるで：！^ で 水 をく む やうな もんだ」 - (同 右) 、 ， 

「黃 色い タン ポポは にげえ が、 白い タンボ。 ホは にがぐ ねえ、 白 いのは 奥州に ある。 

野の草はたぃてぃにげへ？^ね。」 (四 一 、 四、 三) . - 

ノ  初七日の 翌日 (四 七、 八、 六) 愚 姪 誌 「群像」 
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露 伴が なくなった 市 川 市ず 野の 家 は、 八疊、 四疊 半、 二 疊の三 間し かない 小さい 

家であった。 小石 川 表 町の 戰災 跡に おそらく 印稅 でた ちかけ て. ゐた家 は、 普請が お 

くれてつ ひに 間に あはなかった。 「お父さん は、 生涯、， 家お， は緣 がう すかった わ」 

と * 私の 從姉、 露 伴の 娘 幸 田 文 子 は、 初七日のと きかたった。 「ここで も 私ち つと 

も恥づ かしい と はお も はない。 だけどお 父さん ほんと にお 氣の 毒だった わ」 

庭 もな く、 南む きの 緣 先から 二 間 ほどの 距離に、 隣家の 裏側. の 羽目板 を 見る やう . 

になって ゐた。 その か はう 東が 四 ッ目垣 ごしに 陸稻ゃ 茄子の 畑に なって ゐて、 風と 7 

-  2 

ほしの いいのが せめても の 取 柄であった。 そ. れ にしても 葬儀のと き 親戚た ちが 坐る 一 

餘地 さへ， も ほ. とん どなく、 われわれ^ 姪 ども は、 靴 や 草履ば きの まま、 緣侧 どひの . 

ベンチに 目白押しに 並ばなければ ならな；^ つた。 . 

戰 爭で燒 けた 表 町の 家 は、 有名な 大稷の はえた 廣 場に そった 角 家で、 さいごまで， 

借家の はやであった。 露 伴が 越して くるまへ に、 私 は 一 軒お いた 隣家に ながく 住ん 

でゐた ことがあ るので、 露 伴の 角 家の 前 住人た ちの 名前. や、 家の 模樣 がへの ことな- 


ど， .. い まだに おぼえて ゐる。 門 はは じめ 南の 榻廣 場に 面して ゐ たが、 露 伴が 移って 

きた ころ は、 横町 どひの 西向きと な 6/ 板媒も 新しくな つて ゐた。 . 大正 大震災に も 

堪 へたし、 ことに 前 住人が 二階へ ビア ノを あげた ほど ゆ ゑ、 古い 家な が. らしつ かり 

して ゐ たはす である。 家賃 は、 物價が やすい ころ 百十圓 ぐらな ときいて なた が、 せ 

ぃぜぃ 五六 十圓 程度に しかみ えなかった。 . ■ 

家に 蓮が わるかった やうに、 露 件 は、 家庭的に も惠 まれた はう ではなかった。 つ 

とに 妻 を 失 ひ、 つづいて 長女、 のちに 長男 をう しな ひ、 後妻と も 別居し、 晚年 は、 

寡婦と なった 次女 文 子、 その子の 孫娘 玉子との 三人ぐ らしであった。 その さびし^ 

を 慰める 意 * も かねて、 すでに 昭和 七 八 年 ごろから、 親戚の 有志た ちが 露 待の 家 を 

たづね て は、 將 釣， 0 や、 周易 や 書道 や 俳諧な どの 話 をき くやう になった。 俳諧. 

の 話 は、 昭和 十五 年 十二月、 私が たまたま 七 年間の 水戶 勤めから 歸 京した ころに は 

，じ まり、 斷續 的ながら 十七 年 十一月まで ほぼ 滿ニ年 ほど つづいた。 露 伴の 妹で ある 

私の 母 や 伯母ら 七十 老婆た ちから、 金 ボタン 服の 豫科 生や 中學 生に いたる まで、 老 
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* 若 男女の、 しかも まったく 初心者ば かりの 聽き手 を あ ひて に、 露 伴 は よろこんで 龍 

義 して くれたう へに、 聽き 手た ちの 駄句に 加 朱まで して くれた。 親戚 なれば こその. 

あらが たさで あつたが、 しかも その ありがた さに 狎れ て、 われわれ、 否、 私が 俳句 

の 勉强が 十分でなかった こと は、 いま 恩っても 慚愧 にたへ ない ことで ある。 私 は 俳 

句 素 H がと ぼしく、 そのうべ 先入主 もあって、 つ ひに さいごまで 俳諧に 沒頭 する こ 

とがで きなかった。 しかし 俳 話 そのもの はじつ にお もしろ くきいた。 さらに 俳話以 

外の 雜談も 又 じつに 偸し かった。 雜談 はたと へば、  • 

「菊 は 新種 をつ くら なきや ァ、 よその 人の 苗 を もら ふわけ にい かねえ のが、 昔から 

の 言 律 だ。 親木に な 菊に、 每年 ほぼ 同じ やうな 花が^ くやう になった とき、 は 

じめ て 名 もっけ、 ひとに 頒 ける こと も^きる。 いい 菊で も 、，つくりかた がま づけ. 0 

ゃァ片 へお きに. なる。 中心から 左右への 長さが ちがって くるの だ。 ふつう 苗から そだ 

てるが、 種からの とき ァ、 花 を かげぼし にして 來年 まく。 種 は ほとんど 目に 見えね 

え。 菊 は， いくらでも 變 種が できる もの だから、 いま は 五 千 種 も あらう か。 つくる 
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のに 人を延 三千 人から つか ふ 者 も あるし、 費用 だけで もたい へんだ な。 ところで、 

け ふ は 誰も， 菊に 市松の 油 障子 をた てた の ゃ輪臺 など も 詠んで ねえの は： どうしたの 

か。 ん？ 花瓣の ほそい の 伊勢 性で、 色が か はって るの は 錦 物 だ。 何 錦な どと い 

つて 菊 あはせ に 出す。 支 考の菊 は、 いまの 者に や ァむづ かしいだ らう。 菊 枕た ァ菊 

の ほした の を 枕に 入れる の だ。 いつたい 菊 は、 うるさく いや ァ r きく (菊)』 と 『よ 

く (惹 )』 と ある。 くさかんむりに こころの 意の 字で、 ョクは 味が にがい。 酒 をに が 

ふくべ の 中に 入れる とに がくなる が、 菊に もに が 菊と あま 菊が ある。. 食 ふの は 小 菊 

ひさぎ 

で、 大きい 菊 はめった に 食 はねえ。 牡丹 色の 赤 いのも あるが、 ふつう 食 ふの は濡鷺 

とい つて 白い のがい い。 菊はハ 4! 間に さいて ると きその 水 をのむ と 長生き するとい ふ 

し、 被 綿なん かのこと も ある。 食って あたる わけが ねえ。 菊 をつ くるのに じゃまな 

虫の 菊 吸 は、 蜘蛛み てえ なやつ だ。 うん、 除虫菊 はまた 別 もの だな。 菊 は 蕾め と 

き、 ま は， 9 を 摘ま なきや， ァだ めだが、 舰芽 といって 柳み てえ な 芽の あるの を、 うつ 

か， 0 育てる ことがある。 懸崖 づ くりの 菊 は、 俳諧に r けんがい』 ぢゃァ 言葉から い 
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けね え。 あれ はもと に 花 を^ かせる のが 素人に や ァむづ かしい。 『つくりつ くり、 

つくらぬ 誇る 小 菊，^ な』 大菊 つくりが いつのまにか 小 菊 あ ひて になり、 ことし は ひ 

とりで に^いた 小 菊 を 自慢した とい ふこ ころ だが、 いい 句ぢ やねえ」 (四 一、 一 〇 

二 九) 

この やうな 雜談 は、 俳 話 ノオトに まぎら はして 取った ので、 じつに 多岐 多樣 にわ 

たって ゐた。 ことに 一杯機嫌の ときこん こんと 湧きで る 談話 は、 その 口調と いひ 味 

は. ひとい ひ、 まったく 名人 藝と いった 感じであった。 こちらに 素養がない のと、 露 

伴が ノオト を 好まない のとで、 あつ たら 大部分 をい たづら に聽 きす ごした こ とが 殘 

念 至極で ある。 しかも、 取った ノオト もな ほ確實 さは 保し がたい。 

「おれ ァ 伊東の 湯の なかで うたって みたが じっさい 下手 だね。 ちがつ てるのが よく 

わかる。 耳と 咽喉が 彗星と 地球み てえ だ。 『思へば すまぬ ことば かり (紙 治)』 とう 

たって まったく さう 思った。 彗星の 軌道が ゆがんで るの は 地球 を もとにす るから な 

ので、 人に ァ みんな 腦髓 のむ きむ きがある。 給に 向きが ねえ 者 は、 かけさうな：；. 颯で 
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も できねえ。 右手の 左 文字 は橫 にかくと かきい い。 頭の むき を かへ ると でき るんだ 

な。 暗闇の なかで 前の はう を考 へる の は、 心理 學 ぢゃァ どうい ふか、 ともかく 頭が 

前にむ いてね るから をお も ふんだ なゥ 眞 空の こと も考 へた。 氣は 『空』， と 一 氣 

體』 のま じった もの. われわれの 身 體 にも 木の やうに 『签』 が ある はやで、 それ だか 

ら 舌に 藥 をのせ うや ァ、 血管と かさう いふ もので なぐ、 つた はって 治る ところが あ 

るの は、 空が あつ. て 通る からだ。 空 は排 する ことが ないから。 いまの 科學 は、 地球 

上の 高さ ニナ 里ぐ らゐ からさき は あまり 論じね え やう だが、 はるかに 大きな 『無の 

世界』 を， みや、 有無の 交 涉を科 學が极 はねえ の は 物たり ねえ。 仁 科と いふ 人が 谷川 

嶽の トン ネ〃 のなかで 研究し. てる さう だが、 宇宙線が とほるの は、 地球に 空が ある 

ためと 考 へられね えもの か」 (四 一、 一二、  ニー) ， 

このと き は、 つづいて 音 聲常在 論、 嫁の 話、 さらに 化學 ゃ醫學 ゃ薬學 の 話 をし 

た。 水素と 同位元素で 別物で ある 水素-のこと、 重水の こと、 窒素から 水素が とれる 

ことな ど は、 私の ノオト もき はめて おぼつかな いが、 「昔と ちがって 窒素が 窒素 ぢ 
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やすまね え」 とか 「T  (藥 名) は雞 のめん ざいだ。 藥は インチキ なのが 多い」. など 

とい ふ 繋ぎの 言葉が まざって ねた。 -. 

墨 や 石 をみ せて もらった こと も ある。 圓 形の 墨で 表に 山水 畫、 ー畏に 「御題 關槐山 

水」 「臣 關槐敬 書」 と あり、 厚さと いはう が 緣に 「乾隆 三十 年 造」 の 文字が あ 

り、 それらの 緒 や 字 は 型， に 入れて 浮かび ださせる こと や、 そのつ いでに 李 廷琏、 程 

くん ** う はう う ろ  てい は、 

君 房、 方 于魯ら の 墨の こと もき いた。 「程 様 博に やっつ^られた 方 氏が やっぱりお 

ん なじ やうな 墨譜を 出して る。 この 方 氏の 墨 譜の繪 が、 九谷燒 の下綺 になって ゐる 

ので さう おもへば、 九 谷なん かはく だら ねえ もの だ" この 墨 譜にァ 西洋の 銅 版畫み 

てえ な 木版が ある。 李 廷珪の 墨 は、 . 水に 一 年 ひたしても ムニ 然く づれ す、 すって 稜を 

つくれば 木が けづれ る。 刀なら 正宗 だ。 いい 墨 は墨氣 がちが ふ。 墨 はすって、 つか ふ 

もので、 やたらに 貯. へる の は東坡 の， 『墨、 人 をす る』 で、 心ない わざ だ。 駿馬で な 

きァ 宇治川 § 先陣 はでき ねえ、 墨が わるくち や 墨氣が 出ね え」 (四 一、 九、 二 七) 

私 は 人の 名 さ へ ろくに 知ら や、 まして 文字 を 露 伴に きくこと など S ひも よら や、 
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-び そかに ノオトに とる のが、 偸し い 反面に つらかった。 

「颜せ 柳 筋と いふ ことばが ある。 颜興卿 は 骨つ ぼく、 柳公權 はす ぢ ばって ねる。 や 

は. り處世 南、 これ は 綿 禅 針で、 針 を 綿で つつんだ やう だ。 ^遂^2-は、 うつくし 

くと との つて 美人が 立って 待って る やう だから 舉ぴ にくい。 tl? いとき の^ 遂.： ^は歐 

陽詢に 似た ものが ある。 歐陽詢 は 中央 ス テェシ 3 ンで、 誰でもい くと ころ だな。 蘭 

亭は 太宗が 墓の なかへ もちこんで しまったが、 のちの 蘭亭は 二百 種 もあって、 なか I 

にァ s^, と 烏み てえ なの も ある。 字 は、 力が ついた ところで やめち ゃァ奴 性になる。 ^ 

奴餘の 字に とどまる。 米元^！！^て 元來 うまい ひとで、 ^^！^良でもなんでもそっくり 一 

にかき、 快 馬、 陣を 切る といった それほど 上手な 男 だのに、 奴 性に な. 0 たくな さに 

へんな. {: ナを かきだした。 つかみ どこがなくて、 どこが 米 元 章 だか わからね え。 日本 

では、 弘法大師ゃ逸勢はぇらぃ^^ぅだが、 行成 卿から くだつ ちゃ ァ、 いい もの はね 

え。 墨 をす るに ァ、 いい 说にァ まづ滴 をたら し、 すって は 水 をく はへ ていく ので、 

水の はう を こき だすの はいけ ねえ。 いい tSi は、 おの づ から 不らに すれる もので * 小 


さくな つたと き 他の 堪 とすり 门を あはせ ると ちゃんと つく。 又い いおば ま 洗 \ 一 

てきた 手 を こすっても、 招が すれて しま ふ ものお。 ただ つるつるして ねる だけが 能 

； T ゃァ ねえ」 r 四 二、 五、 一 〇) 。(この あとの 啓蒙 的な 俳談 は、 今回 稀訂 して 次章 

「お 伴の 徘話」 の はう へく り いれた。)  , 

老若s^^の初心者に、 露 伴 は、 この やうな 心づ かひ をみ せて くれたの である。 人 

問お 作 は、 多分に 悲^ 性 をお びて ねた やうに 私 は 思 ふが、 この ことに ついては 又べ 

つの 機に のべる ことにしたい。 I 四 七、 八、 1 一 (「光」 ) I 
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露 伴の 俳 話 


〇 昭和 十五 年 ( 一 九 四 〇 年) 十二月 一日 

「徘諧 はもと 形容の ことばで、 異 つた ものの"〃 モ -1 ィ、 これが とりもな ほさす 俳 

諧だ。 わが 阈の 俳諧 は 古今 集の 俳諧 歌から 出て ゐ るが、 すでに 萬 葉 集に 戯笑 歌 も あ 

る。  一 

連歌 はべつ だ。 これ はちが. つた 人の 句と 句の gK" がお もしろ いので、 甲 人の 句に ^ 

乙 人の 句 をつ ける と 別な 味が 出て くる、 それ を 三 句 四 句、 五 句 十 句と つづけ、 百 句 一 

からさら に それ以上の も ある。 和歌の 獨り だち なのと ちがって、 連歌なる 所以 だ 

が、 しかし もともと 和歌に 始まって ねる から、 連歌の なかには 古句 も. 多い。 したが 

.  ノ 

つてい は ゆる ピンと こない もの も 少なくな いわけ だ。 

さて 述 歌の 席の あとで、 たは むれに 當世 風に よんだ のが、 すな はち 俳諧 連歌 だ b 

だから 俳諧 述歌は 連歌より 新しく、 連歌 は 和歌よりも 新しい。 すな はち 和歌、 連歌、 


徘諧^？^歌の顺序となるが、 この 俳諧 連歌よりも 俳諧 はさら に 新しい。 さう してす ぢ 

からい つても もとは 戯れの 意味 を ふくんで ゐる。 い つ たい 俳諧. 連歌 は 連作 ゆ ゑに 

すべ てが 揃ってみ な 立派と いふ こと は あ. 0 えない、 そこで 獨 As で 立派に よんで たの 

しんで 而も 同時に やはり 人に も 0^ せよう、 とい ふやうな ところから 發句 だけ をつ く 1 

る ことが おこな はれ だした。 發句 も、 ュ凯述 の やうに もとは 戯れの 句だった が、 e 蕉 

のときになって戯れをゃめて詩のここ^9を重んゃるにぃたった。 それから は 俳諧と I 

いへ. ば 何よりも 發 句の ことにな， o、 發句を 俳句と もよ ぷゃ うにな つた。 もちろん 戯 S 

れを ふくめた 俳- 諧遵歌 もべ つに 殘 つて ねたので、 芭蕉の ころに はこれ もさかん にお 一 

こな はれた。 しかし この 俳諧 連歌 は 規則が なかなか やかましい。 だから さう いふと 

ヽ 

ころから 發 句の 獨 うだち が 促され もした の だ。 

發句 はもと もと 連歌の 頭に あたる もの ゆ ゑ、 格 を そな へて ねなければ ならない。 - 

. のちの 俳句と いふよ t5 かた だが、 「俳」 の 字 は元來 不正の 意味です な はち 戯れの こ 

ころ を ふくんで ゐ るから、 さう いへば 芭蕉 さへ. 始めは 戯れて ねた。 つま， 0 もともと 


ぞくだんへ い r 一-..  き ぎん 

悱諧は 俗談 平語 を 主と する から 芭蕉の 師季吟 も  . 

『， 一 僕と ぼく ぼく 步く 花見 かな i  .  、 

の やうに ふざけて ゐ たので、 かう いふ 戯れ をのち に 芭蕉が，， ^り どける やうに な つ 

たわけ だ。  ， ，  ノ. 

『白露 や 無分別なる 置き どころ』 

こ れは 6k 因の 句 だが、 おとへ ば 稻の穗 の やうな きれいな もののう へ にも、 さう で 

ないきたない もののう へに も 同じく 白露が おくのが おもしろい、 とい ふので、 . 

『夕立 や 細 首 宙に大 井川 『 (宗 因)  ， • 

これ は大 井川の 連臺 わたしで、 『白露 や』 もこれ もどつ ち もい い 句に はいい 句 だ 

が、 かう いふ 戯れ ふざけた 調子の 句 は 芭蕉に はま づ 無い。 もっとも 芭蕉 は 俳諧 連歌 

にも や ゐぷん 骨 を 折つ. てゐ るが この こと は 又べ つに 話さう。  . 

俳諧の、 發句を 一 つよんで たのしむ とい ふ慣 はし は、 歷 史的に みれば 本道から 離 

れ たものと もい へ ようが、 詩の 本質から いへば 一 句 だけの はう が 却って 願 はしい わ 
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けだ。 それに 俳諧 連歌 は 例の 規則 も あり、 よほど 手 だれの 者で なければ よめない や 

うにな つてき たのに、 發句 ひとつの 俳諧 は そこ へいく と 先達 も 规則も いらない から 

ますます 盛んになった、 といっても 俳諧 は、 だから 自己流に かってに よんでも い 

い、 とい ふわけ ではけ つして ない。  - 

いい 句 か、 わるい 句 か、 これ をみ るの も そもそも 人々 それ どれの 觀點が あるから 

1 槪に はい ひえない が、 ともかく 俳句 は ややもすれば 形式 を 重んじす ぎる ことに 倾 I 

きやすい。 形式ば か. 0 に 傾けば 俳句 は衰 へる もので、 たと へば 明治時代の 前な どが 5^ 

それ だ。 句 をみ る 宗匠 は 判者 または 點 者で、 この 宗匠が もっとも いい 句 だとみ とめ 一 

たの を 一 卷の奧 にかき、 かかれた 句の 作者が この ー卷を 頂戴す る わけ だが、 じつは *  . 

しばしば 宗匠が 存外 まづ いこと も ある。 へたな 句 を 「點 者吟」 などと ふざけて よぶ 

の もこれ からく るの だ。 べつに 衆議に よる 判定 もあって これ は 衆議 判と いふ。 ：•：• 

即席で よむ のが 當座吟 だが、 この 當座吟 に は遲吟 はよ くねえ。 また、 持ちよ， 9 だ 

からといって 一 句 だけし か 持って こねえ の は、 那須與 市み てえ に 一 本 だけで 當 てよ 


う. とい ふんで、 よからざる 心が まへ だな。 • こ，. V に 初心者 はと かくさう だ。 ラん？ 

句に ァ もちろん 季が 要る。 それ ァ森羅 萬 象が おの づ から 季にふ くまれ、 季を ふくん 

でもなる からだ。 もっとも 季 なしの 句 もな く はない が、 季が なくち や あ 神武 天皇に 

ァ ならね え。 さう さ、 平 句と 發 句との 差 も わからな くち ゃァ 連歌 はでき ない。 • …： 

うむ、 むかしの 歌 を ひいても いい、 さう いふの を 古歌 取りの 句と いふので、 ♦ 

『秋來 ぬと 目に さやまめ (鞘 豆) の ふと， 9 かな』 、 . 

だ f かう いふ 古歌 取り はむ づ かしい。 …… 」 一 I  i  -  . 

露 伴 はぞれ から われわれ 聽き 手が 持ちよ つた 句の 批評に うつった。 親戚の 老若 男 

女の 聽き 手が いかに 初心者で あり、 いかに でたらめの 句 をよ み、 また 露 伴が それに 

も かか はらす いかにい ちいち 相手に なって ぐれ たかは、 つぎの 幾つ.^ の 例で も わか， 

るで あらう。 課題 は 「冬季 雜吟」 でで もあった らう。 露 伴 は 微醺 をお ぴてゐ たが、 

句 評のと き は、 必ゃ しもべらん めえば かり は 使 はない のが 例であった。 —— 

「『末 枯の 郊外に 來 て富士 見たり』 (聽き 手の 句、 以下 同じ)  、 
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さしつ かへ ない。 本來 は、 求たら 見えたり の はや だが これで もい い、 幼稚 だが か 

ま はない。 

『流 れ木ゃ 凡 面に 白く とこ ろ どころ』 

季が 不十分な ので 景色が はっきりし てこない。 『冬 川の 流木 白し ところどころ』 

とで も すれば まだいいだ らう。 

『寺の 庭 落葉 かさかさ 冬の 風』  - 

季が 重なるの は必 やし も わる かァ ねえが、 かう いふの は 重複 感 がつ よいし、 さい 

ごも、 「か はき 風」 「から ッ風」 など もってくる ところ だ。 

『落葉 かく 乙女の 顔 やかが やかし』 

もっと 工夫 をして、 奉戴 日なら 奉戴 日ら しく はっきり レ なきやい けね え。 . 

『除夜の 鐘 繭玉 賣も 耳に とめ』 ■  - 

繭玉 は 春の 感じ だから へんだ、 わからね え。 - 

.『 門松 も 打ちつ け をへ て 暮れに けり』 


けっかう だが 「も」 がいけ ねえ、 「を」 だ。 

『鈴蘭 の赏 ひとつ あかし 冬の， 庭』 

冬の 庭が 重複 「寮の 庭」 とで もす るか。 

『新兵の 眼 は 何となく かがやけ り』 

工夫が ないし 季 もない やう だな、 新しい 歲時記 か。 

『紙芝居 落 鼠の 庭の 集 ひかな』  . 

庭 は 「街」 あるひ は r 迂」 だ。 、  、 

『初雪に 《^ 「赤く せる 童 かな』 -..  - 

初雪が へんだ、 また わらべた ァ かぎらね え。 -  一 

『冬空に 浮 びいで けり 富士の 山』 

秋と も 冬と もとれる。 「浮びいで たり」 だな、。 うかぶ もま づ、 いが。 - 

『うす 氷 われ 目に 跳. ねて 緋鯉 かな』 

一茶ば， 0 で毀譽 褒貶な かばす る 句 だ。 われた 所ではね たの か、 われさうな 所では 


一 45  —  ノ 


ねたの かわからない。 あぶね え 句 だが おもしろ いに ァ おもしろい。 ， 

『かきたてる 襟の すきまに 牡丹雪』，  . 

ぼたん 雪 は 春が ちかい 雪 だから、 襟 を 「かきたてる」 が あはね え。 

『雪女郎 かげ もお ぼろの 吹雪 かな』 

. これ はもつ と缺 如しない やうに すれば 味 も ふえる が、 このまま でもい い。 

『下駄 うらな ひ當、 リて 降る か ぼたん 雪』 

また 牡丹雪 か。 「淡雪」 同樣 これ は 春の 雪 だ。 

『羽根の さき. とひの なかよりの どきけ， 9』  . 

羽根 は. 「羽 子」 だ、 季も春 だし 冬の 句ぢ やねえ。」 I 

聽き 手の 駄句 を この やうに 數 多く 羅列. する こと は、 私 はこの 後 さう，^ ぴたぴ はく 

りか へさない であらう。 ただ 以上の 例によって もい かに われわれ 聽き 手が 駄句 を、 

否、 それ どころ か 俳句と 川柳の 區別 さへ も わき まへ てゐ や、 しかも 露 伴が それほど 

でたらめな 初心者た ち. に對 しても、 いかに 懇切に 心 こまかく 指導して くれた かが 推 
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察せられる であらう。 露 伴 は、 たださへ 血色の いい 顔 を 微醺に 一 そう 赤く してと き 

どき 偸し さう に カラカラ とわら ひながら 敎へ、 聽き 手の われわれ も 又とき に 多少と 

くいの 北叟 ゑみ を もらしたり、 又より 多く は 苦笑 裡に 4^ て れ にな つた ものである。 

いづれ にせよ、 まことに なごやかな 空 氣 ではあった。 ——  . 

「ぢゃ あ 一つ 問題 を 出して みる か。  ，  . 

『應々 と 云 ふ も 叩く や 雪の 門』  、  ♦ 一 

ちらが 返事 をしても 相手が 叩く のお、 嵐 雪の 句 を ちょっと 變 へたの だが、 さあ が 

これ を 直 すんだ」. ——  一 

誰^ わからす、 露 伴 はみ づ からな ほして  ， 

「『云へ ど』 とすれば いい。 ぢゃ あ、 これ ァ どうお。. 

『鯛 も 花 も 見ぬ 里 はありけ ふの 月』 

观ゃ花 は 見た ことのない 里が あるが け ふの 明月 はすべ ての 人々 が あまねく 仰ぎみ 

る、 といぶ こころで 西 鶴の 句 だが、 さあ これ ァ どうな^す」  


やはり 誰も わからなかった。 . 

「 『鯛 は 花 は』 とする の だ。 …… それ ぢゃ あ、 ェ ェ これ は 誰でも 知って ゐ るが、 

『朝顔に つるべ とられて もら ひ 水』 

これに 採點す るんだ な。 

さう、 これ ァ つくりもの だから、 零 點 でもし かたがない。 この 句に、 なるほどな 

どと 感心して はいかん、 かう いふの は、 だま かす 手で、 手妻の 句 だ。 技巧で なく、 

まあ 虛僞 だ。 『秋來 ぬと 目に さや 豆の ふとり かな』 ああい ふの が 技巧 だ。 . 

『龜の 甲 煮ら るるとき はなき もせ fj  .  * 

これ は季 なしの 句の 例 だが、 さあ これ ァ どう 採點 する。 …… わけがわからない や 

うな 句 だ。 さう、 おれ も零點 だが、. しかし 芭蕉 は 買って ねる。 これが 發句 とされた 

の も 認めて ねる くら ゐだ。 一見 季 はな， ベても 發句 にもされ た ほど だから、 何 か 故事 

が ある はすと 思 ふべき だが、 元祿の 者に ァ 通じたら うが、 いまの 者に ァ 通じね え。 

かう いふ 技巧 もどう か と 思 ふ。 だいたい 初心者 はは じめ は寫赏 か ら 行く のがい いの 
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で 『朝顔に つるべ とられて』 など は、 技巧と いふより 才氣を 弄する のがよ くないの 

だ。 『龜の 甲』 のつ ぎの 句 は  、 

『た； た 牛 糞 を 風の ふく 音』 

ハ ハ ハむづ かしいだ らう。 技巧 は 又と かく 澤山 もりこもうと レ がちに なって、 い 

き ほひ 象 5 ばりの ひと. 5 合點 になり やすい。 寫實 的に すなほな のがい い。 

うむ、 「け， り」 と 「た. 9」 のちが ひもむ づ かしい な。 抽象 語 もさけ たほうが いい 

「入 營」 など さう だな。 「高 尾」 はいいが、 「新橋 藝者」 はいけ ねえ。. ひとの 名前 

は 具 體性を もつ もので 「次郞 松」 の やうな、 何とい ふこと もな  1 い 名 もときに は 1^ が 

ある。  . 

うむ、 さう いふ ふうに 句 を 集めた の を 世話役が とおて、 袋に 入れて 宗匠に わた 

す。 宗匠が それ を 添削して やはり 袋に 入れて 世話役の 幹事に かへ し、 みんなが あつ 

まった とき 披露す る。 これが 「開 卷」 で、 宗匠 は そのと き 秀句 を 句集の. 奥に かいて 

おく、 これが 「奥 拔」 だ。 奧拔 になった 者が、 師匠から その 句集 を.，？ ら つて 天狗に 
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おきて  ひらく 

なるとい ふわけ だ。 ハ ハハ。 いや 連歌 はま だ 早い、 表 六 句、 平 句 十二 句、 つぎに 又 

十二 句、 それから 六 句で、 あはせ て 三十 六 句、 これが 俳諧 連歌の ふつうの いきかた 

で、 そのと きたと へば 誰かの 長 句に 自分が 短句 をつ ける とき 「頂戴いた します」 と 

いひ、 つま. 0 ありがた うと 受ける わけ だな、 もっとも 句 主が その 附 句に 不滿 なら、 

もうび と 工夫 願 ひます となって 又つ けな ほし だ。 『打 添 ひの 附け』 とい ふの は、 さ 

つきの 紙芝居なら 紙芝居の 句に、 子供の 衆圑 とか 何なり 街頭の 風景 をつ け そへ る わ 一 

けだが、 さう いふの はと かく 小 ざくな つてい けね え。 そり や あ 小さければ 手柄 もた S 

て やすいし、 その 反對に 大きい 句になる と 手柄 はやつ と 立てに くくなる。 故人の 名 - 一 

句を發 句に えらんで 練習す るの もい いが、 古池 やが 發句ぢ や あ 困る。 おなじ 芭蕉で 

も 『枯 枝に 烏のと まりけ り 秋の くれ』 など はや. つと つけいい。 『礫發 句』 といつ 

て、 子供が 石 を 投げる みたい な、 へんな 主題の を 誰かが よみだす 場合 も ある。 つけ 

るに ま- 

『大膽 に 思 ひく づれ ぬ戀 をして』 .  . 


『身 はぬ れ髮 のとり どころ なき』 —— とか 

- しわ，；..  • 

『魚の 骨舐ぷ るまでの 老を 見て』 

『能 登の 七 尾の 冬 は 住み 憂き』 11 とか、  、 

さう い-へば 七 尾な ど邊 鄙な 地名 をよ むの もお もしろ い。 なんでも 月な みは、 いち 

ばんお 艾 しろく ねえ、 德川 末期の 梅 室なん どが さう だ。 技巧で も 妙に こら やに さう 

いへば さっきの 千代女の 4^ でも さらり と、 .  - , 

『ほととぎす ほととぎす とて 明けに けり』 

こ れ なんか は 千代女が 相手に され や ほととぎすの 句 をつ くりつ づけて 夜 を あかし 

たので、 はじめて いい 句に なった の だな」 —— 

昭和 十五 年 (一九 四 〇 年) 十二月 八日 

「なに、 『殘， 0 火 や 赤 さわ ぴ しき 夜 ふけ かな』 か。 「や」 と r かな」 の 重複 はとん 
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でもね え。 「や」 は 「の」 とす るんだ な」 —— 

いかに われわれが 初心者で あつたかが 知られる であらう。 聽き 手の 駄句 をく りか 

へさ やに、 露 伴の 評 だけ をし ばらく あげてみ るなら ば、 

「菊の花 1^ 落ちね えもの だ。 かう いふの を實 相違 背と いふ」 - 

r 鐡 門は營 門の 意味に ァ ならね え」  ， .  ， - 

とま h  - 

「犬 は 戶迷ひ はしね えもの だ」  ， 

f 『からころ と 響く』 ぢゃぁ 重複 だ」 

「『下駄の 齒に 蹴られて 光， る 霜柱』 ぢゃぁ 句の 切れが ないし、 川柳お。 どこかで 『光 

り ぬ』 の やうに 切れて なきや あ」 

「『现 火』 は 『うもれ 火』 より 『うづみ 火』 とよむ のが ふつう だ。 火鉢よ  ,9 もこ こ 

は 火桶 だな。 『思 ふこと 積んで はく づす 炭火 かな』 とい ふ 句が ある」 

「ちゃんちゃんこ は 言葉と して まづ い。 袖な し 羽織、 を 略して 袖な しとで もして み 

るか」 -  ノ  * 
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「しもやけ は 作る もの ぢ やない、 できる もの だ」 

「言葉の 參 酌と いふ ことがある。 緣 起の わるい 言葉 は、 つか ふところ を わき まへ な 

きゃあい けね え」  , 

「f 早 梅の ふと 目に とまるいで 湯 かな』 か、 この 「ふと」 が へんだ」 

, 「一 「や —— けり』 もい けない、 一つの ことが 二つに なりやすい からだ。 『や —— か 

な』 」 や —— けり』 『や —— たり』 みな を かしい。 かう いふ 二 段 切れ は 避ける にこ 

した こと はない。 もっとも 二 段が 三 段 切れに なっても、 それだけ 風情が ゆたかに な 

れば 又べ つ だ」  ， . 

「秀鷹 は 日本に ァ さう ゐ ねえ も の だ」 

, 「冬の 蠅は 『にくまれて 長ら ふる ひと 冬の 蠅』 といぶ 使 ひかた が ある」 

.「 ただ ご 尤もと いふ 句 はい つかう おもしろ くねえ」 

「『手水 鉢 こ ほる 柄^の 引き かげん』。 おもしろ いが、 云 はんと ほっして 云 ふ あた は 

ざると ころが 物た， 0 ない。 引き かげんに とべに 工夫が ほしい」 


「凍った 手拭 ひ を、 はづ すと いふの は を かしい ど」 

「しぐれの 種類 は、 初し ぐれ、 朝し ぐれ、 小夜し ぐれ、 むらしぐれ など いろいろ あ 

る。 かって 日光で  . 

『賢人の 片袖 ぬらす しぐれ かな』 (露 伴)  -  • . 

こ れは陽 明 門の 彫物の 賢人 だ」 11 

「『借金； からぬ け. て 踊. 0 かな』 は、 いかにも 昔の 句ら しい おもしろい 句 だが 

かう いふの が發 句に ならな いのは 格が ひくい からだ」 

「讀 みあやまり は 誰に も ある。 其 角の 『柴 の戶ゃ 錠の さされて 冬の 月』 これ は 『此 

き . ；，  • レろ 

木戶ー すな はち 城の 木戶が 月下に 頑として ねる のがお もしろ いの を、 芭蕉が 「しば 

享 

の戶」 と讀 みあやま つたの だ」 ——  一 

〇f 口和 十五 年 (一九 四 〇 年) 十二月 十六 日  ，  . 
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「いい 句で も 「や」 な， り 「かな」 なり 切れ 字がなければ 雜徘 となって しま ふ。 俳句 

は 維, と はべつ だ。 「きれ 字」 とはい やな 言葉 だが、 そこで 一句が、 ヅ ヤンと なる。， 

き 字 はこ だはる に はおよ ばない が、 やはり 從 ふべき もの だ」 

「『年 くれぬ 數 へたうな き 微かな』 これで は 「ぬ」 と 「かな」 が 例の 二 段 5?^ れ だ。， よ 

ろしくない ，1  _ 

「塵 塚に 一 年の 塵 をす てた とい ふの は 「1 年の 嵐」 が 大げさす ぎる。 處實の 境の 微 

妙 さ を 知ら なきやい けない」  ノ 

「『年の 瀨ゃ琴 をつ まびく 誰が 家』 か。 うむ、 これ は. 「たれが^」 では 小さい から、 

誰さん のお 邸と いふ ふうに して 「たれ 殿の 家」 とすると やっとち がふ。 琴 をつ まり 

く は を かしい、 琴 は ひく かレら ベる か だ。 「年の 瀨」 よりも、 年末 ことに 大晦日の 

.1 ^はおち ついた 家 はめった にないの だから、 そのと きおちつ いて 琴 を ひいて ねる と 

いふ その おもしろさ を あら はすに は、 「年の 夜」 とで もす る はう が はるかに ふくみ 

が ある。 そこで、 
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『誰 どのの 家 ど 琴 ひく 年の 夜』  . 

と、 かう すれば よから う」  

この やうに 露 伴 は、 われわれの 句の 格 や 位 や 調子 を、 しばしば見ちが へ るほど^!^ 

き あげて くれた。 このと き は 奧誊に 「有閑 三 章」 として 「星」 「月」 「日」 の 位の 三 句 

を かき、 私の 弟ゃ從 弟た ちが 拔 かれて 大いに よろこんだ。 私 は 俳句 はへ たで、 この 

とき も その後 も拔 かれた ことの 最も 少ない 一 人であった。. 右の 「誰 殿の」 の 原句 は 

從？^ の 作で-ある。 「誰 殿の」 はこのと き 「月 位」 となり、 「日 位」 になった の は、 

べつな 從 弟の 

『みいく さは 三年つ づきぬ 年の くれ』 

とい ふので あった。 原句の ままで ある。  、 

「KJ れ はおの づ からすな ほに 柄 も 大きく よめた。 かう いふ 句が 出る と 大關が ゆるぎ 

でた やうな もの だ」 

と 露 伴 は 大いに ほめた。 日華 事龜の 三年 目であった。 
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「若 想が いい。 もし 自分. と 同じ やうな 句 を 誰かが よんだら、 さう いふの はい はば 類 

想 だから その 場合 は 自分の 想が 至らない こと を 思 はなき やい けない。 調子と いふ 

もの もたいせ つ だ。 いったい 詩歌 は、 理 るので なく 調べる もの だ。 琴の しらべの、 

あの しらべる の だ。 ：：： 」 

「煤拂 ひの すんだ おとで 花 を 活けた，^ いふ これ はた だ 「花」 では 漠然とし すぎて， Q 

る 一 

る」  -  二 

「福引で 簞笥 をね らふ 連中な ど は 着想が 下品 だ。 雜俳 だ。 それに 福引 はだいたい 春 t;; 

だ」  .  I 

「け ふ は ひとつ 席 題 をして みょう。 もっともた ぶんかう いふ 題が 出る だら うとい ふ 

ので 「孕み 句」 をして いく ことがある。 和歌 も 同じ だが 「はらみ 歌」 とはい はない 

な。 ハハハ 。例の 「歌 害よ にも 軍書に かなし 吉野 山」 わざわざ 吉野 山まで 孕み 句 を 

していつ たやうな もの だから ご 苦 勞な話 だ。 いったい 支考の 句に ァ あんまりい いも- 

の ァ ねえな。  乙 由 もさう だ」   .  . 


卽吟の 題 は 「寒月」 であった。  ： . 

「『^月』 は 『寒の 月』 といっても いい。 『冬の 月』 たァ ちが ふ。 冬の 月 は 三 ヶ月 

にわた るの だ。 

『寒. 月の かけら かじる や 鬼 s』 ，  . 

苡蕉 以前の かう いふ 談林 調の ァ よくね えね」 —— 

露袢が 一 杯 かたむけ てこの やうな 雜談 をす る あ ひだに われわれ 十 人 ほどの 老若 男 

女の 聽き手 は、 何とかい い 句 をつ くりださ うと あれこれ 苦心す るので あつたが、 十 

分、 十五 分 …… と 時ば かりい たづら にす ぎ、， 露 伴 はじれ つたがって 「さあ、， まだ か 

まだ か」 とうな がすめ が 常であった。 われわれ は 細長く 切った 半紙の 短冊 を 手に レ 

て、 つ ひに 半時 間 あまり もす ぎてから やう やく 三 句 か 五 句 を 差し出す のが せいぜい 

であった が、 この 日露 伴 はわれ われに まづ 相互 間で 點を 入れさせ、 その あとで 批評 

をす る ことにな つた。 ，  、  - 

『やれ 寺の 池に 光れり 寒の 月』 
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『わた どの を 行く 僧 もな し 祭の 月』 

とい ふ 二 句が 最高 點と 次點に はい つたが、 この やうに たと ひ 弟子 どうしの 間で も 

私の. li- がいい 點 をと つたこと は その後 一 一. 度と なかった" 

n. やれ 寺の』 はもう 少し 點が とれる 句 だが、 『光れり』 がま づぃ、 だから これ だけ 

で 終って ゐる。 『わた どの を』 は、 寒の 月が ある こと はわ かるが それほどの. もので 

もない。 「もな し」 の 「も」 も、 ぢゃァ ほかに 何が あつたかと 意地 わるく も 出られ 

かねないし 、句作り に はも ゥとェ 41^ が 要る」 

.. ^かの 弟子た ちの 句に ついては .. 

「ふくろ ふが 森に なくと はいかに も 類 想の 句 だ。 猿の 磬も 同樣だ 。 この rKT たませ 

し」 の 「せし」 も、 いま 反響して いると いふ 感じが しない。 なに、 r 大 川に 渡し を 

待つ や 寒の 月」 か、 これ ァ 夏の 月で もよ からう」 —— 

私の 記 錄には 「要ス \  -1 露 翁 ヨリ 見レ パ 高下 ナキ "ズ ナリ」 と ある。 
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〇 昭和 十五 年 (一九 四 〇 年) 十二月 二十四日。 

前後 滿ー ーケ 年に もお よ んだ露 伴の 俳 話 をき く 集まり は、 こ の 最初の こ ろが 最も 規 

則 的に ほぼ 一週間 ごとに おこな はれた。 「冬季 雜吟」 のい はば 宿題に も 少しづつな 

れて くるに したがって、 私ら は、 否、 少く とも 私 は、 多忙な ままに、 又 俳句にたい 

す.. る ある 先入主の ままに、 ちゃう ど 一 夜 づけの 試 驗勉强 の やうな あはた だしい 句作 

り をして は 露 伴 宅に 行った の は、 いま 思っても 丰譯 なく か ク惭愧 にたへ ない ことで 

ある。 私 はま づ拙 句に ついて 露 伴から うけた 二三の 言葉 を あげよう。 . . 

「すきま 風 だけで は季は 十分と はいへ ない。 すきま 風 は 冬の 季に、 もし 入れれば 入 

れられ る 程度の もの だ」  . 

「『坂のう へ 思 はぬ 街の 雪見 かな』 は 工夫 すれば 買へ さ. うな 句 だが、 「坂のう へ」 で 

、 

は、 街が 上に ある やう だ。 「坂に して」 とで もして みる か」 

「雪の 夜に 妾宅の 薪が 蹒 あげられ ると いふの は、 妾宅が 下品 だ。 「よい 家」 とで も 
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した はう がいい」 一  . 

露 伴の 小說 「雪た たき」 を 私 はた ぶん 思って よんだ のであった。 

「着想 は 逆に するとお もしろ い ことがある。 これが 反對 句で、 たと へば 

『風邪 ひきた まふ 聲の うつくし』 (芭蕉) . 

これ はつ まり、 風邪をひけば 聲 がわる くなる はやな のに さう でない ので、 ふだん 

は どんなに 美しい 聲 であらう とい ふところ を祖 つた もの、 反 想と いっても いい。 も 

つと も、 槪 して 反資句 はむ づ かしい もの だが」 —— 

いかに われわれ 初心者た ちがお なじ 誤り をく りか へし たかは、 ふたた ぴニ段 切れ 

を 避くべき こと #r の 注意の 記錄 からだけ でもう かが はれる。 私 は 露 伴 の 言葉 で 耳に 

ついた こと は、 誰彼の 句 をと はや できるだけ 書きつ ける やうに して ゐた。 ノォ， ト整 

理を當 時お こたつ だ. ため、 今と なって は 誰の 句 かわからない もの も 多く、 私自身の 

句 かどう かさへ 判然し ない もの も ある。 

「『わびしら に』 は形狀 のゎぴ しさ をい ひ、 『わ ぴ しげに』 は 心の わびし さ をい 
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ふ」.. 

「『むく』 では 木 か 鳥 かわからない。 鳥なら 「むくどり」 とする こと だ」 

「花柳 街 を 「はなまち」 はいけ ねえ」 ， 

「『冬 ざれ』 はわから ないから 避ける 乙と だ」 

「『初雪 や 盆に もりた る 玉う さぎ』 か、 「もりた る」 では 菓子 か 何 か. の やう だ， 「つく 

れる」 -だ な。 名詞 を 羅列した 句 はだいた いよくね え」 

,  ， ,  9  .  >  ちょうもん 

T 「春 日和 江戶 よら 富士を 眺めけ り』。. 重 韻 もこれ ぢゃ あお. もしろ くねえ。 重 韻 は 詩 

では しばしば おの づから 生やる ことが. る。 そのお もしろ さは ことに 杜甫に みられ 

る」  .  . 

- 「『寒げ いこ 籠手 を とられる 痛 さかな』 これ は 「籠手 とられた る」 だな。 うう む ：… -. 

『雪 はね かへ す 竹の 一 竿 ，ー匚 (露 律の 卽吟附 句 か) 

「『ぬ』 は 否定と 過去と あるから 注意す るが いい」 

「i どり はむ づ かしい。 - 
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『眺 むれ ど 花に もいた し 頸の 骨』 (宗 因)  • 

昔 流の ふざけで、 西 行の 歌 をと つた もの だが、 この 馬鹿にした ところが を かし 

い」 11  - 

この 日露 伴 は聽き 手が 出した 句集の なかから 六 句 をぬ き、 「頂戴」 とし の 下 

に 「耄 六」 と 署名し、 六 位から 一位まで を 並べ かいたが、 うち 三 句 は 露 伴が 加 朱し 

たもので あつた。 

『街の 灯 はみ どれの 舖 道に 光りけ り』 

- といぶ 私の 句 は そのままで 二位に はい つたが、 私 は 一 位に なった >J とはいち ども 

なかった。 一位の 句 は 前に 「みいく さは」 を よんだ 從 弟の 句に 露 伴が 加 朱した も. Q 

で  - 

- -が らし 

枯に椎 の 大木の 黑 みかな』 

とい ぷ のであった。 この 從弟は 正確に い へば 私の 從 兄の 息子で 當時 たしか まだ 早 

稻 田の 理工科 學 生であった が、 老若男女の 聽き 手の なかで ももつ とも 熱心で、 作 句 
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も 誰よりも うまかった。 そのう まさに は 私 も 感心した が、 ひところ 短歌 會 にいく た 

ひか 出席した とき 感じた のと 同樣、 私 は 俳句つ くり を 遊戯と 思 ふこ ころ A*、 つ ひに 

さいごまで 棄 てきれ なかった。 とくに まだ ぃ學 生の、 十 德か何 か を 着 こんだ やう 

な 身ぶ りに は、 どうしても 一緒に なれない もの を おぼえた。 しかし、 それ は それと 

て、 露 伴の 俳 話 そのもの は 私に も ひじ やうに おもしろかった。 それら を ノオトに と 

る ことにつ とめた 所以で ある。 右の 一 位の 句に 露 伴 は 

『雲み な 去って 蓼 廓の 天』  、 

と附 句した。 

しょいちねん -、  - 

「.^ 一  念 (最初の 考へ) はわり あ ひに いい もので、 なほす と 却って わるく なること 

が ある」  • .  や 

「大晦日 は 狂歌に はいいが 俳句で はえ かく 下品に な， 5 がちな もの だ」 

「例の 反 想 はなるべく 避けた はう がいい。 

『どう 見ても、 雪 ほど 黑 いもの はなし』. 
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これ は笆蕉 以前の ふざけた 句で、 なるほど さう いへば さう だが、 うむ？ なぜつ 

て 雪景色の とき はけつ きょく 雪が いちばん 黑 いわけ だから だが、 ともかく かう いふ 

へんな の はよ くない 。すなほに 

『門 を出づ れば霉 山：^ つ』 、 

これなど何でもなぃ句だがょろしぃ*^ …… うむ？ 初雪 か。 さう だな、 

『初雪 や 今年 も f て かへ る』 

か。 遊ばう と 思って 1^ 直 か 何 か を やらされて 家へ 歸 つたの だが、 ちょっと おも 

しろいだ らう。 ハ ハ ハ。 いや、 隣， 9 の 娘さん だって 見 かた 使 ひかた が あるので 

『らう たげ に 物 讀む娘 かし づきて』 

となれば おもし るい。 いやいや、 わからね え 句 はいけ ねえ。 歌に したって 定家ゃ 

家隆 がわから ねえ 歌 は歌ぢ やねえ、 ひとら 合點 だ。 それから 諸君 は 俳句に ふ. 0 が 

を， つける が あれ ァ いけね え」 —— . 
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〇 昭和 十六 年 (一九 四 一年) 一 月 八日 

し ゆんぜい  しょき 

.T 『願 はしからざる 言葉』 つまり 俊 成の いふ 『庶幾すべからざる 言葉』 は、 用 ひち や 

ァ いけね え。 わ，， るく ばない が 決してよ く はない、 さう いふ 言葉 だ。 芭蕉 は 俗談 平語 

を 主張した が、 そこに は 俗談 平語 をた だす やうに とい ふ 含みが ある こと を 忘れない 

し せんじょう i- 一 

ことお。 すがたと いふ ものがた いせつ だ。 「姿 先 情 後」 と 芭蕉 もい つてなる やう 

に、 句の すがたが よろしき 姿になる やうに 注意すべき だ、 さう でない といつ までた 

つても 驅 けだしの 恰好から ぬけ きれね え」 

しゅざ 

「け ふ は 五 句 をぬ いたが 一 點 以上の ものが ないし、 點 者め はう から は 主 座 はき めら 

れ ない。 庶幾すべからざる 倉 葉が どうも 多い やう だ。 「初 結の」 など 今の 歲時 記に 

ァ あるか もしれ ない が、 願 はしからざる 言葉 だな。 

「とぼしき 川」 は 水量がない 川、 あるひ はいつ そ.^ が あるかな いかの 川なら ば 「あ 

りなし 川」 などと いふ 言葉が ある。 
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川が 「さんざめ く」 はまる で 三味線 だな。 水が すくなく 流れる のなら 「さ ざれ」 

とい ふ 言葉が ある。 又 「とぼしき」 は 古く は 「うらやましい」 の. 意味 だから 注意が 

肝要。 これ は- 

『初 東風に ありな レ川 もさ ざれ かな』 

とで もす るの だな。 

「屋根々々 の いら か」 ば 「家々 の」 だ。 京に したければ 「朱 雀路 の」 とで もして み 

るか」 

「やぐら 太鼓が 墨堤 0 春に ひびく は 「大河の 春」 の はう がいい」 

「郊外に 富士山が クッキ リ はまる で地圖 だ。 ただ 「門 を 出 づれば 富士の 山」 でい 

い」.  ，  . 

「『松のう ち 早く もす ぎて』 は 「松のう ち 過ぎて 今年 も」 だ」 —— 

露 伴 はぬ いた 五 首に 「 一花 五瓣」 とかき そ へ た。 まさりお とりがない 意味で あ 

る 0  - 
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「句 は緞鍊 しなけ り や あがらね え。 雜 兵の 矢ば かり 射っても しゃう がね え。 このつ 

ぎ は 一 つ 源平に してみ るか。 甲 君、 乙 君が それぞれ 大將 になって.^ 方 を あつめる と 

いい。 源平 あらそ ひ は點め 合算で、 これ は 奥ぬ きの 勝と はまた 別 だ。 —— へんな 題 

は、 ときに ァ 手柄に なっても たいてい は 損 だ。 「鳥總 松」 なんか さう だ。 門松の あ 

とに さす 松の 殘ら をい ふ. ひだが。 ところで 源平のと き は 敵方に うまい 句が あると、 

r 感氣 あり」 などと いぶ もちろん ふつう は 味方 を 辯 護し 敵 を 非難す るので、 それ 

なんちん 

がい は ゆる 「鎩 陳」 ：str 難睐 の， たっしゃな 者が そろ ふと、 ときどき 勝敗の 位置が か 

はって くる 一 

「『梅林 ゃ獨り たづぬ る 雨 あがり』 『梅林の いまだみ えね どか けり』 (卽吟 「梅」 

私の 句) かう いふの はな だ 10 尤もと いふば か. 0 だ。 もっと 出拔 けなき ゃァ 平凡で お 

もしろ くねえ。 見つけ もの をして、 平. 凡な ところ は 通りぬ ける の だ。 駿馬と ならな 

き やい けね え。 『暗香 浮動す、 月の 黄昏』 これ ァ詩 だが、 芭蕉 * かたくみ にと つて、 

『梅が 香に のッと 出る 日の 山路 かな』 
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またべ つに  - 

『栴 白し きの ふや 敏を ぬすまれて』 (笆蕉 )  , 

この、 梅が 白い ところに きの ふまで 鶴が ねたの かしらん とい ふ、 そこが おもしろ. 

いの だ。 さっきい つた 鍛鍊を だいじに して 歡冶糞 は 叩き出さ なきやい けね え。 梅林 

の 句 はもつ とすが た をよ くす る 工夫が 必要 だ. - あれで はか を. 5 が ある だけで 俳諧の 

味 はねえ。 ぶむ、 これ は 誰の 句 だ？ 『朝 まだき 山路 を 行けば 梅 かをる』 この 「行 I 

けば」. と 「かをる」 が 不要の 鍛冶 糞 だ。 丙 君 も 和歌 はやった か。、 いったい 和歌 を や S 

つた ひとは 動詞な どこと に長ぴ きがち になり やすい ものお。 俳句 は 長び いて は 無駄 一 

になる。 芭蕉の 晚 年の 句に は 無駄がない。 一見 無駄の やうに みえても、 それ は ゆる 

めての どや かにした 姿 だ。 鍛鍊が 肝心で、 おた が ひに 「芋洗 ひ」 で 攻め あ ふの だ 

な。 「東海 を 傾けて 乾坤 を あら はんと 欲す」 (杜甫 )。 この 意氣、 この 氣魄 を學 ばな 

けり やい けね え。 一句 ひと を 驚かさ やん ば、 つまり 感歎 させな けり や あ 死んで しま 

へと 杜南 はいった、 その 窓氣 だ、。 芭慕も  -  • 


『荒海 や 佐 渡 によ こた ふ 天の川』  ， 

じつに 大きな 氣魄ぉ 」 11  " 

〇 昭和 十六 年 (一九 四 一 年) 一 月 十九 日  、 

乙の 日露 伴 は 句 をぬ くこと を やめて、 左の やうな 奧書 をした。 

「情眞 にして 姿と との ひたらん は 願 はし。 その 然ら ざる もみ は 人 誰か こ れを 喜ば 

む。 

十目 十指、 

公評せ 敵に 在らん」 

前述の 源平 試合のと きで、 露 伴 は 句 巣に はこれ だけ を かき、 評 はおのお の 相手方 

に まかせよ、 すな はち 「難 陳」 でも 何でもし あへ といった ので ある。 しかし われ わ 

れは、 露 伴の まへ で難陳 など レぁ ふに はけつ きょく 至らなかった。 ， あるひ はこのと 
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き 出席者 少なくて i の氣 勢が 何となく あがらなかった ので も あらう か。 いづれ 

にせよ 露拌 ほどの 者が、 親戚の ありがた さなれば こそ これほど いろいろ 心お つかつ 

て 俳諧 をお もしろ く， たのしく 敎 へて くれようと したのに、 われわれ は あまりに も不 

甲斐の ない 總 じて 怠惰な 弟子 どもで， はあった。  . 

「桃、 花、 流、 水、 蹶、 魚、 肥」 

この 七 字 を 露 伴 は 別紙に 横が きに 誊き つらね、 その 下に 選んだ 七 句 を かいた。 露 一 

俘の 娘：^ 子が 桃 位と 肥 位と に 二 句 はいった が、 娘の 句に は 露 伴 はと かく 點 がから か ^ 

ゥ たやう に 私に は 思 はれた。 I  f 

『溝川の 枸杞 青み たり 春の 雨』 

こ れが このと き 最高 位に なった 文 子の 句で ある。 私に はおよ そ緣 のない 世界の 句 

であるが、 そのく せ 私 は 例によって 露 俘の 談話 を かく ことに は 熱心であった。 1 

「この 『白帆 あげて 岬め ぐれば 春の 富士』 だが、 かう いふの は享保 以後に は 多い 

が、 切れが ないから 初心者 は 避けた はう がいい。 句 情 はわ かるが。 それから 『峠 茶 


屋思 はぬ 方に 春の 富士』 これ も同獴 で、 やはり 句 情 は あるが、 帶 ひろ はだかで 姿が 

よろしくない。 初心者 は 手足 を はっき. 0 させる べきで、 いは ゆる 「玄妙 切れ」 など 

は 試みない はう がいい。 上達す るまで は、 ぼんやりの やる やる は、 やめる にこした 

と はない」 

「昔なかった も. の を もってくる もの も 利口な 方法で、 誰かの 「石垣つ くり 苺 かな」 

な. ど は、 なかなか 妙で おもしろい。 もっとも あれ は元來 「つく. 0 いちご」 と績 くべ. 

きもの だ。 あきらかに 古人から とった と 思 はれる やうな 言葉 づ かひ はよ ろしくな 

い。 といって やたらに 言葉 を、 まして 地名な どまで 變 へて、 たと へば 利根 川 を 「利 

根の 川」 など は 感心し ない。 利根の 川な ど どこに も 存在し ない。 「の」 とい へば 「加 

茂の 河 isU はいいが、 「加 茂 河原」：^ いけない。 「隅 田 河原」 ならいい」 

「湯 55^ 場の 春の 句 ぢゃァ おれの 句に 

r 凝の 村 や サハ 々の やうなる 卷の 雪』 

奢 

とい ふの が ある」 
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「しもがか るの は 感心し ない。 野 雪 (嵐 雪の 弟子) がかう いふ 句 を 奥に して ひとつ 

話と なって ねる。 

『元日 や 餅で 押し だす 去年ぐ そ』 

こ れ など、 野 雪 は元來 おとなしい 句 風の ひとな のに どうした T "^のか」 

「蝶の しゃれに は  -  • 

『世の中 は 蝶々 とまれ かく も あれ』 (守 武) 

これ は 兎 まれ 角 も あれの 洒落ながら、 なかなか おもしろい」 

「相手方に 題 を 出す のに、 「霞」 「鬵」 はいいが 「夜の 梅」 など は 「傍題」 になり や 

すいから よくない。 また 題がない 結果と なる 「落 題」 はもち ろん よくない」 

0 

「短 を 手に して 墨 を するとき は 三す. 5 半と きまって なる。 その 間に 句を考 へて し 

まふの だ。 「半」 で、 墨が 視の中 ほどに とまる わけ だ。 あまり 遲吟 はよ くない。 句 

會 ことに 狂歌の 會 などで は兩侧 から 一 人づっ 出て きて、 伏せた 題 を 師匠が あけた と 

たんに 詠み あ ふこと も ある」 


「『春寒き 案 頭 詩 卷悱誊 かな』 か。 これ は 『小 室 詩 卷藥爐 かな』 とで もす る はう がい 

い」 

「切れがなくても 

『ぼたぼたと 椿の 落つ るお ぼろ 月』 (圑 水) 

圑水は 西 鶴の 弟子で、 こ れ など 切れが ないや うだがわ るい 句で はない」 

「ふるい 洒落 は 今 は 通じない。 六の 字づ くしな どと いふの が あり、 助 六、 双六、 兵， 

六な ど 六の 句 をよ みあ ふの が これ だ。 双六 か？ 酒屋の， 亭主 だ」 11 

〇 昭和 十六 年 (一九 四 一年) 二月 一日 

r ハ ハ ハ 『鶯ゃ 眼 かへ せば 春の 雲』 ぢ ゃぁ鶯 がまな こ を かへ す やう だ。 英雄 ぢゃぁ 

あるめえ し、 鶯が頭 をめ ぐらす もの か。 『かすみ.^ むす ぷ鶯 の聲』 (西 行) など" 

は、 霞が 黄粉 ぢゃ あるまい しと 思 はれる かもしれ ない が、 うまい 云 ひかた だ。 - かう 
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いふの はむ やみに 眞似 しちや ァ いけね え」  . 

.  .  かけ ひみ づ 

「願 はしからざる/ E 葉が あ ひか はら や 多い な。 この 「覚 水」 それから こっちの 「か 

げろへ. o」 など さう だ。 いは ゆる 「不束」 だな」 

「『赤の 夜 や 新 内 流す 加 茂 河原』 か、 この間 君 は 居なかった か、 「加 茂の 河原」 と 云 

ひなら はして ゐ る もの を 勝手につ めちゃい けね え。 又 これ ぢゃ 夜が 新內を 流して ゐ 

ぶん , 

る やうで、 かう いふ 自他の 分明の な いのもよ くねえ。 大文字 や 大文字 山 も 感心し な 

い。 だいたい 大文字 はお 盆のお 精 靈 さまに 緣の ある もので、 俳諧で は 忌まれる も 

の だから、 常識から いっても 俳諧に 大文字 山な ど は 甚だよ ろしく ねえ。 それに 大文 

字の 火なら 夏 だ。 「加 茂 河原」 の やうな の は 「て づっ」 といって む.^ につめた 感じ 

が あり、 「春 若芽」 「木の 1?」 など もさう だ。 「春の 若芽」 「木の芽の 谷」 だ。 さつ 

きの 「かげろ へり」 だが これ は 「墓 も 卒塔婆 も」 が へんだ。 ほかに も ゆら r もの は 

あるのに 墓 を もちだす ところに むりが ある。 『塔に のぼれば 甍十萬 かすみけ り』 猿 

ぢゃ あるめえ し、 塔に のぼる は を かしい。 それに 塔と いへば 佛 塔の 感じお。 また 何 
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もの ぼらな くった つて 甍 はかす むし、 それ くらな ならむ しろ 三越の 屋上 あたりの は 

うがいい。 いまの 歳時記に は 願 はしからざる 言 一茶が よく あるから 注意す るが いい 

『爆音 はかなた に 消えぬ 春霞』 か。 爆音 ぢゃぁ 飛行機 か 自動車 かモ オタ ァ船 かわか 

ら ねえ。 「かなたに 消えぬ」 も 速力が のろくて まだ るつこい、 これ ァ  . 

『飛行機の あと 一天の かすみ かな』 とで もす るか、 あるひ は 

『飛行機の 見る見る かすみ かすみけ り』 とすれば 顥律 など もお， もしろ くなる。 韻律 

といや ァ この 『燈臺 の 白の 箸 さよ 春の 海』 など はむしろ 

『燈臺 の 眞 白う 春の 海 青し』 

とした はう がいい。 『春の 海 白帆に つづく 白帆 かな』 か、 これ ァ 白帆 は元來 風が 變 

ると きに つづく もの だ。 海 も 潮と した はう がまし だ。 揃 ふ もの は、 ときに 「揃 はで」 

と 逆にす るの も 却ってお もしろ い。 「揃 はで」 といって もや は. nviig つてなる。 だか 

ら 並木な ど 「揃 t5^」 の はう がと きに ァ はるかにお もしろ いの だ」 

「31 に迎 へられた る 湯 宿 かな』 これ ぢゃ ぁ鶯が 番頭 か 亭主 だ。 『導かれた る 湯 倉 か 
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な 1 とで もす るの だな。  <『 朝日 さす 稍に あかき 木の芽 かな』 は、 赤い ところ を 見つ 

けたの は 結構. たが、 これ だけ ぢゃァ 何の 稍 かわから ねえ」 

「おだやかな 日に、 この、 海 苦が 流れる とい- 4 の は を かしい。 おだやかな 日に ァ海 

苔 は 流れね えもの だ。 また 「ながれの り」 は 海苔の なかで もい いもの だからめ つた 

に 流す はや もね え」  » 

「『三 原 山 煙 はきえ て 霞 かな』 これ ァ 煙が パ タツと きえた やう だ。 句 柄の 大き いのは 

けっかう だが、 つまり こっちから 大島を 眺める わけ だから 

『大 島の 煙 もた たで 霞 かな』 

いや 「たたで」 は 「見えで」 や 「とけて」 でもい い。 動詞で なく 「け ふ は」 「春 

は」 としてもよ からう。 「煙 はなぎて」， でもい いだら う。 とも かぐ。 寫眞 機の あ. 5 

どころ を かへ る やうに 句 は鍛鍊 しなき やい けね え。 …… これ ァ、 やはり 「煙 もとけ 

て」 かな」  . 

「『かげろ ふの 中に ねす わる 乞. 食 かな』 …… ハ ハ 、メ こり や 珍 だ。 どうしても 戶 塚の 大 
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ぎんた ま を 思 ひだす。 缀 に大睪 丸で 動け ない 乞食 和尙が ねた。 幕末の、 緒な どに . 

た う すね 

も かかれた 有名な 「乞食 桃 水」 又は 「戶 塚の 大 ぎんた ま」 だ。 この 句 はさう いふお 

かしみ が あるから、 なんとか 工夫 をしょう、 「ねす わる」 を 「i しかる」 とすれば， 

もっと 强 くなる が、 、ノ  、ノ ハ。 それとも 「居ね むる」 にす るかな。 ともかく、 いろい 

ろ 動かして みる ことが 肝要お。 いは ゆる 「ためて 見る」 とい ふので、 ためて 見た あ 

とで やはり 初めの はう がいい こと も あるが、 なほした はう がぶ つう はもち ろん い 一 

い。 例の 鍛鍊 だが、 句 を 作った あとで 動かす にも、 いったい 柄の 小さい 句 は 動きの お 

餘地 もす くない もの だ C 『かげろ ふに 屁 を こき まぜる 乞食 かな』 これ は談林 風の 滑 一 

稽で、 ちょっと 古歌 どり の やうで も ある。 ところで、 ：：•• むづ かしい、 まづ 

『かげろ ぶの も ゆる 乞食の 手先 かな』 

とで もす るか」 

「さゥ き 『棺 にあ かき 木の芽 かな』 を 『樟の 芽 赤し 山の 峽』 としてみ たが、 樟は遲 

いものから やっぱり 別の 木の はう がいい」 
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「かげろ ふと^ 禮 では 古句に 『巡禮 死ぬ る 道の かげろ ふ』 とい ふの が ある、 この 

「道」 がうまい の だ」 

「うむ、 甲 君 は入營 か、 それ ぢゃァ この 次 は みんな 送別の 句 をよ むがいい。 ぢ かに 

「悲しい」 とか 1： 御 無事で」 とい ふん ぢゃ いい 句に ァ ならない、 入營 にも 季は耍 

る。 『物 かいて 扇 ひきさく 別れ かな』、 か、 ハ" パ、 餞別に 一句 かいて 渡さう として 

うまく かけす 引つ 裂く の だ、 ハ ハ ハ」 

r 『步き だす』 乙と が、 たいせつ だ。 いきな， 0 端的に いい 句が できる とい ふこと も 

むろん あるが、 これ ァまづ よほどえ らくな つてから のこと だ。 こねく る こと は、 芭 

蕉も いって ゐる やう « よく はなし、 又い つかの 初 1 念と いふ こと も あるが、 しかし 

工夫 は 怠-つち やい けね え。 ほととぎすの 句なら、 ほととぎすが 飛ぶ ところ 鳴く とこ 

ろ を 見る か^く か 想像す るかして、 また 花なら 花に まづ レンズ をむ けたら シャツ タ 

ァを あける まへ に 工夫し なきやい けね え。 句 は、 はっきり したの もよ し、 幽玄な の 

もい いが、 步 いて、 動いて、 ためて 見る、 さう いふ 工夫 や 餒鍊が 必要 だ。 かう して 


句が できて、 それにみ づ から 確信が もてたら いいのお。 もっとも いくら 確信が あつ 

て も 道理に はづれ ちゃ 困-る.。 又、 はっきりと いっても 法律 や 算術と はちが ふ、 算術 

の 答 はふつ う 一 つ だが、 詩歌に は數 かぎりなく ある。 明の 某 は 詩經の 註の 詳しい 

の をつ くった が、 この 註 をみ て 金銀 七寶づ くめながら 得體が 知れない と 評した 者が 

ある。 工夫 も、 ただ やたらに こらす のお やお もしろ くない、 といって 安全 確實 ばか 

り でもつ まらす、 しかも 不細工 ァ もとよ， 0 よろしく ねえ。 

『並みた てる 松の 下 枝 を くもでに て 

かすみ わたれる 天の 橋 立』 (俊 賴) 

これ は 天ノ撟 立の 霞の 景で、 松の 下 枝 を 橋の 「くもで」 にたと へた もの、 くもで 

は 橋桁の、 蜘蛛の 巢の やうに 放射 狀に橋 板 を ささへ てなる ところ だが、 この 歌 はい 

は ゆる 「詠み あはせ てなる 歌」 で、 どの 部分 も 引きぬ き やうがない。 . そこがた いせ 

つ だ。 景色 はおな じで も、 寫眞 機の 向け かたで 變 つてく るの だ。 無駄 はいけ ねえ、 

かぢ くそ はとばし ちまへ。 「かげろ ふの 中に」 は 「の 中」 がかお くそで 要らね え。 
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又 こね かへ すの は、 ことに 古い もの を こね かへ すの は、 損 だ。 寺なん ども 芭蕉 以 

* 前にさん ざん つか はれて ねる。 しづが 家、 あだし 野、 など もさう だ。 獸で いへば 狐 

なん ぞは蕪 村が もう 使 ひつく して ゐる。 生き もので ない 道 真 も同樣 だ。 もっとも 新 

らし ぐても ス キイで 轉ん だなん おは 一向お もしろ くねえ な。 古い もので も、 それ 自 

體 がわる いわけ ぢ やなく、 使 はれつく したの が 物たり ない、 ので、 そこ を すぎる と、 

たと へ ば あだし 野なん か 今の 和歌に ゃァ めったに 使 ふ ひ ともねえ。 ともかく 古いの 

は、 たと へば 「わさびが 芽ム く」 なん ざ あさつ ばりお もしろ くねえ、 考 へが 古いの 

だ。 變っ たもの も、 平 句なら 燒場 などお もしろ いが、 しかし 平 句 は 妙な ふうに なり 

やすい もの だ。  * 

順序 もたいせ つで、 「雪 殘る」 ぢゃ あよく ねえ。 「殘る 雪」 または 「ざんせつ」. 

だな。 . 

組み あはせ も だいじで、 「わさび」 なら 「皿」 とい ふ 字 を いれる とお もしろ くな 

る。 .「 芽 ふく」 も、 「よきの た ふ」 なんどな らいい。 さっきの 流れ 海苔 だが、 海苔 
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や 茶と 同じく 芽 先が だいじな もの だから、 業者が やたらに 流す わけが ねえ。 流れて 

きたの を 漁師が ひろ ふと、 まづ 客のと ころへ、 それから 料理屋へ もって いくのが ふ 

りう だ。 海苔 屋へ などけ つしても つてい くもん ぢ やねえ。 すべて.、 事情 を 知る こと 

がたいせ つ だ。 其 角な ど はこ この 邊が なかなかう まかった。 だ. から、 —— ともかく 

宗匠になる の は、 苦勞 もよ ほど 積んで からでね えとい けね え。 いまどきの 宗匠の な 

かに ァ 書生 俳諧 流の 淺ぃ者 も かなり 見かけられる や. IV た。 新 歳時記な どに 注意が 要 

るの も そこ だ」   , 

ひ 昭和 十六 年 (一九 四 一年) 、二月 十日  . 

「ききどころが キ ッ カリき いてな いのはよ くない。 『吹き くれて 川 音し げき 柳 かな』 

ぢゃ、 ききどころが あいまいだ。 『すて 舟の そのまま 卷 るる 柳 かな』 このはう が 句 

情 はいい。 だが 「すて 舟」 は 「すたり 舟」 だな。 漕ぎす てられた として みても r す 
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て 舟」 ではよ くない ことが わかる. だら う。 「朽ち 舟」 も 感心し ない」 

「『ひたき』 は悱諧 では 『馬鹿 ツ鳥』 とい はれて ゆる」  - 

「檀林 (談， 林 )■ と は、. もとはお 寺の 學 校の 意味 だ、 俳諧で は談 林と も俳談 林と もい 

ふ」 

「庶幾すべからざる 言葉が まだまだ 多い。 八卦 見 を 『うらな ひ』 とはいへ ない。 う 

らなひ 者が 『陣取る』 など もお も. しろくない」  - 

「花吹雪が 山になる なんど は を かしい。 物 を 逆にい つて 「雨. a く 櫻け ぶる」 などと 

やって 曲 を だす こと も あるが、 花吹雪の 山 はへん だ。 それから、 蝶が 迷 ひ 入る なん 

ぞは類 想 的 だから、 よつ ぼ ど 工夫 しないと おもしろくない。 

春の 夜に あか や 語ら ふな ども やね ぷん變 だ。 これ ァ秋 だ。 春宵 は 短. い。 それ か 

ら、 この 「靑 柳」 を、 「あ を やなぎ」 と讀 めと いふの はむ り だ。 理 くつで はなく、 

慣は しだ。 この 「ふくべ を 枕」 など も氣 ど. 0 すぎて を かしい。 江戶 の 花見なら 

樓を枕 だ。 句が われて ゐ るの もよ くない。 どっちが 主と もっかない 二つ 重點が ある 
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やうな、 「われる」 の はよ くない。  . • 

「綾 を 織る」 など はいかに も 類 想 的 だ。 うむ、 『行く 舟 を 柳の まね X 日 ぐれ かな』 

こ は. 15- 淸 はいいが、 何 か 故事で も ある やうで あいまいだ。 つぎ もまた 柳 か？ こ 

の 「芽 柳」 はま だ 葉に なって ない 柳の こと だ、 これ は 生かす の はむ づ かしい。 つぎ 

は 紅梅 か。 r,^」 とこと わらなくても いい。 椿 はたいて い， い。 白 椿なら ば ことわ 

るの だ。 また 椿 は 「散る」 のぢ やない、 「落ちる」 の だ、 散る とい ふ 言葉に はもつ 

と輕ぃ 感じの ものが ほしい。  ： 

あまり あれこれと り いれよう として はいけ ない。 『牛の 背 を こえ ゆく 蝶 や 畑 かす 

む』 これな ど はさつ きの 「われる」 句 だ。 靂 はいらない。 次 もまた 蝶の 句 か。 ひ， な 

げし を 蝶と 見 まが ふな ど はよ くない。 ひなげしで なく、 ただ 「けしに の 花 だ。 芭蕉 

の 句 も あるし、 注意すべき だ。  - 

r 長 安の 大道 柳々 かな』 は、 「やなぎ やなぎ かな」 はちよ つと おもしろ いが、 なに 

あ 長 安な どに する 必要 はない。 
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「信 濃の 國境」 では、 甲斐との 境か敏 後お の 境 かわからない。 また 「遙 かかな」 な 

どと いふ 言葉 はむ り だ。 庶幾す ベから る 言葉で は， この 「乏しら」 など もさう 

だ， また、 妙な ならべかた はいけ ない。 花の 雲 を 凌ぐ 天主 閣 など は、 さっぱり おも 

ノ 3 くない。 わからない 句に は 前書きが 必要 だが、 しかしお のづ からさう いふ 句 力 

できた とき 前 害き を そへ るので、 その 逆 ぢゃァ ない。 

^お^ を 地名に して はいかん。 西 行の は、 しぎ 立つ 澤だ。 ： 

柳の 糸が そろ ふな ど は、 揃 ふことの おもしろさが なかなか 出る もので ない つぎ 

もまた 蝶 か？ 蝶が 湯 宿に 迷. ふな ど は 感心し ない。 ノ  . 

古句に 『湯の 《们ゃ 風 も螢も 通りぬ け』 寿の 季 ではない が，、 - かうな ると おもしろ 

い」 11 

依然 私が いかに 俳句つ くりが 拙な かつ たかは、 このと きも 『常陸ょり歸れば江G^ 

ま樱 かな』 とい ふ 一句が、 まだし もまし な はう だった ことによ つても 知られる であ 

らう。 I  、- は. 0 筑 波の 故事 や 櫻が 三日で 散る ことな どもあって 句と して はお もしろ 
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, いがし かし 前 翁き が 要る と 露 伴 は 云った。 のちに も 雨 三度、 この 句 は 引き あ ひに 出 

された ことがある。 弟た ち は、 何々 すれば 何々 かなと いぶ 句が 私に 多い といって、 

こ れを r れば 句」 と揶 描した。 なほ 私が このと きうけた 注意 を 一 括 すれば ， 

「『柳 影』 は 願 はしからざる 言葉 だ。 酒に 「柳 影」 とい ふ 名のが ある。 「心な や」 も 

よくない。 「花つな ぎ」 も 感心し ない。 r 稷 三日の 長さ」 と 逆にい つたの は 故事 も 

あるまい のに へんな 句作り だ」  • 

末弟の 入營を 送る 句で は、 伯母の 一人が よんだ  , 

『海 を. P を 男 ましく 飛べよ つば くらめ』  . • . 

が 選ばれ、 「ともかく これ は 「びた つき」 でな く 離れて ねる ところが よろしい」 

とい はれた。 ：  . . 

「送る 又 別れる とい ふとき は、 なるべく 何 かにな どらへ て 離れて よむ がいい、 直接 

送る 別れる 悲しい ぉ名殘 惜しいで は さっぱり おもしろくない」 

「言葉 をつ くるの は、 元來 だれでもが むやみに やるべき ことで はない。 『日 盛.. 0 や 
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步き 神つ くう ねり 傘』 この. 「步き 神」 などと いふ もの はもと もとない が、 ともかく 

凡人が やたらに 造語ず るの ない けね え。 造語に 凝りす ぎる とひと り合點 になる ばか 

り だ。 新しい もの は 言葉で も 題材で も、 ともかく 昔 はない の だから とくはた しかに 

とく だが、 しかしよ つぼ ど 注意が 肝要 だ。 ひとり 合 點ぢゃ あつまら ねえ。 いったい 

ほ 他の， 區別 は、 もとはす ゐ ぶんや かまし くい はれた もので、 ことに 初心者 は氣 をつ 

けなき やい けね え。 かう いふ ことな ども、 古人の 句 をた くさん よめば おの づか ら會 

得で きる やう、 になる。 ともかく 俳句 は 古人の 句を數 多くよ めば しだいに う ま く. な 

る。 よんでも わからね え 句 は 致し かたない として 「ああうまい」 と 思ったら それ を 

書きぬ き、 そ、 の 書きぬ-いた 句が すこしづつ 千 句 もた まっていけば おの づと うまくな 

る。 我流の 手 習 ひ は 上達が 困難な もの だ。 —— はじめはよ くわから なくても、 なん 

でも かま はす 讀 むはう がいい。 「朝顔に つるべ とられて」 や 「井の 端の 櫻 あや ふし」 

などに 最初 は 感心して ゐて もし だいに さう でなくなる。 我流 は、 さうた うな 所まで 

いった 者で もな ほ へんに かたまり やすい。 『春雨 や 枕く づ るる 謠本』 (支 考) 「枕、 
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本」 とい ふ 名の 本 も あり、 これ ァ うまい 句 だ。 しかし 支考は 笆蕉が 死んで から はま 

づく なった」  ， 

「新しい のと 反對 に、 わざと 古い 言葉 を 萬 葉な どから と. 0 出して くる 手 も ある。 古 

いもの、 耳な じまない もの もときに はいい。 うむ？ 「すぐろ 野」 は、 燒 野原、 ； 0 

すすき すゑ 

とに 薄の 末が 黑く燒 けて ねる 野 だ」  、 

「席 題 は 『餘 寒』。 r 赛寒」 もお なじ こと だ。 「冴え かへ る」 もよ からう、 これ は 

寒さの ぷり かへ しだ。 ：… • さ あま だか、 西 行 法師 は おそろしく 早べ 作って 人々 のさ 

またげ を し^くら ゐ だとい ふ。 ：：： さあ、 茶が さめる？ V、 『うづく まる 藥錢の 下の 

寒さ かな』 (丈 草) これ ァ いい 句で、 芭蕉 も感、 むした。 …… さあ まだ か、 あんまり 

むづ かしく しなく. つたって いい。 『須 磨の あまの 矢先 化な くや ほととぎす』 須 磨に 

鳥 捕りの 仕掛 矢が あるので、 これな ど は 前 |r きが なきや ァ わからね え。 いったい 前 

誊 きが 要る やうな 句 はなるべく 避け だはう がよく、 ことに 大勢 ゐる とき 自分 だけ ま 

,  ゑんい う 、 

へ誊 きをつけるな あ 感心し ねえ。 おどかし もい けね え、 『閻 王の 口 や 牡丹 を 吐かん 
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とす』 ゑん 王 は ゑん ま 王、 牡丹 は 植物の 王と される ので かうな るの だが、 こけお ど 

かしの 句 だ。 さあ まだ か。 …… ところで つぎの 宿題 は 「中 春亂 題」 とする か， さ 

う、 r 雜吟」 といっても よし r 雜詠」 でもよ し、 だが だいたい r 雜吟」 は 感心し， ね 

え 言葉 だな」 —— •  ： 

〇 昭和 十六 年 (一九 四 一年) 二月 二十 二日 ，.  一 

「こんど ァ拔 いた 句が 多い。 直さ なきや ァ ならね え 句 も 少なくな つたし、 めいめい 

の 句の 出 來ぐぁ ひの ひらき もつ まった し 大いにけ つかう だ。 

だが やつば り惡 いはう から 云って いかう か。 

くも i. ス  八.'. -4 り 

『雲 端に 雲雀 のぼりて 聲 となり』 この 「聲 となり」 がわから ねえ。 

「ひなまつり」 は、 今 は 誰でもつ かふが、 元來は 感心し ねえ。 「ひいな あそび」 な 

らいい。 祭る に は、 祭るべき ものが ある はや だ。 ノ 


夜店 は 「ひやかす」 のお やねえ、 「あさる」 の だ。 . ひやかす の は 遊廓 だ。 

ひばりが、 渡し舟 を まつ 間 を 「つなぐ」 つてえ の はよ くねえ。 また 「春光 や」 と 

いふ 呼びかけ も を かしい。 『住み なれし 山家 去る 夜 やきぎ す 鳴く』 これ ァ 去る 人が 

定住して ゐ た のか 假. 0 やま ひか、 また 雉 も 去って いくの か、 わからね え。 『花 咬く 

や 二階よ. 0 見る 人の 數』 二階より は を かしい、 機 なりたか どのな りが 來 ると ころ 

だ。  ， 

ひばり. を 聞く のに， 「磯山」 は 、へんだ。 

玄關に 「朱 履の 救」 も を かしい。 玉の くつなら いざ しら や、 朱い くつなん どァめ 

つたに 見かける もん ぢ やねえ。 

「くす し」； T や ァ臀者 か藥屋 かわから ねえ。  ， 

10 ほやます そ  ( 

「遠山 裾」 なんど ァ 庶幾すべからざる 言葉 、書生 俳諧 だな。 

. いまの 歲 S: 記 は、 行事 も氣 をつ けて 使 はなき やい けね え。  . 

躑躅 化 ァ古來 佳句が すくない。， つかまへ どころ がむ づ かしい のお。 黄水仙 もお？ 
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しろく ねえ。 水仙 は、 芯 は 黄色い が 花 は 白い。 黄色い のァ 西洋 流 だ。  ， 

「黑 堤のお ぼろ 月夜 や 四ッ手 網」 こ れァ 「くえ 土手の」 つまり 壞 えんと して ゐるは 

うが 味が あり、 また 四 ッ手網 をう つ よりも 鰻. をす く ふ はう がお もしろ い。 

また 「雛 まつり」 か。 まつる のァ ふつう 神 さま を まつる の だ。 「古 雛」 より 「昔 

雛」 の はう がいい。 ひな は 灯が つくと おもしろ いもの だが、 そこ をよ むの ァ なかな 

力 もづカ T- 

. 芭蕉の 弟子の 路通は 乞食 をして ねたの が 芭蕉の 弟子と なった ものの やっぱり 食へ 

あや，： り 

ない ので 芭蕉の 僞 筆を賣 つた、 とさ ラ 綾足 はかいて ねる がっくり 話 だ ふう。 

ゆきね はん  、  • 

「雪 涅槃」 なんど ァ いけね え。 庶幾すべからざる ことば だ。 塔婆 もい けね え。 棒の ノ 

毒々 しく 黑 やんで ゐ るなん おもおもしろ くねえ。 元來 これら は吟 じて はなら ねえと 

いふので はない がどう も 感心し ねえ」 ^1  , 

露 伴 はめ づ らしく 十 句 をぬ き、 「頂戴」 として. 下に 「露」 の 一 字 を かき、 十 句 を 

つらねた 各 句のう へに 左の 十字 をし るした。 
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「柳猜 水 漫花場 夕陽： 返」 

「培 J. は 水の そばの 堤、 「場」 は 水の ない 堤で、 「柳 塘春水 ゆるう して 花 場 夕陽お 

そし」 とよむ。 「夕陽が おそいな どと いふの が 唐詩の なかなかうまい 使 ひかた だ」 

と 露 伴 はいった。 文 子の 話に よれば、 この 奥 拔の筆 を 露 伴が とって ゐる ときたまた 

ま齋 藤茂吉 it^ が たづね てきて 十 句 を かきうつして いかれた さう である。 われわれ は 

この こと をき いて 大いに 氣を よくした が、 じつは、. 十 句 中 六 句まで は 愈 伴の 朱筆が I- 

加 はって ゐ たので ある。 「赛」 位に なった 伯母の 一人 は、 『加 茂 川 ゃ友禪 さらす 水ぬ 

の li^』 を 「よくど 『： 春の 水』 とせ や- 『水の 春』 とやった」 とい はれて 大 とくいで あ 一 

つたが 類句が ある さう である。 原句 は 「加 茂 川に」 であった が、 「に」 と 「や」 で 

はいかに 大きな 相違が ある ことか。 r 漫」 位の. 弟の 句 『信 濃より 越へ 一はき 霞 かな』 ， 

は、 露 伴の r 泰霞阈 の へだて はな かりけ り」 からの 着想で あるが、 原句 は 「越後へ」 

であり、 その他 又もや 「柳々 かな」 など も あ， o、 露 伴の 好意 ある 言葉に も かか はら 

す聽き 手の 進步の 程度もう かが はれる であらう。 最高 位の 「遲」 位 を しめたべ つの 


弟の 句 は、 もとは 『筏師 の 鳶口に 散る 樱 かな』 とい ふので あつたが、 おなじ 着想が 

露 伴の 手に かかる と  , 

『筏 師の水 竿 露ち る樱 かな』 

となった ので ある。 すべて 推すべき であらう。 1^ 

「『越後へ』 を 『越へ ひと 刷き』 としてみ たが 昔の ひとなら 「はき こす」 意味で、 

「 一 はき 越 へ」 とやる だら う。 順序が 逆で、 そこが 新風と 舊 派との ちが ひだ。 また 

筏の 句 は ああ 直す と 眺め も 韻律 _ など もす つかり か はって くる。 『碧き 淵 いこ ふ 筏 

や』 とい ふの もあった が、 筏 はと. まること が少 いもの だから、 いこうて なて はお も 

しろくない。 筏 場と いって 最後に 止まる 所まで は、 筏 は乘る 人が 變 つても とま， らな 

いやう に 流す もの だ」 —— ，  ■  .. 

. 私 は これらの 話 をき きながら、 席 題な ど は ほとんど そっちの けにして、 おもしろ 

い 言葉 を ノオトに ひろ ひつ づけた。  • 

「仙人の 洞窟の まへ に S 梅が あって、 水が その 洞から 桃 をう かべて 流れて くるの 
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を 『碧 桃』 とよんだ 詩が あるが、 かう いふ ふうに 白桃 を 碧 桃と すれば いかにも 仙人 

らしくな るので、 ここらが 中國 人の つかまへ どころ だ。 例の 工夫 だ。 同樣 に、. 白 達 

も 碧 蓮と すれば、 またべ つな おもむきが でて くる。 —— 盆栽の 梅 を 「盆 梅」 なん ざ 

あいけ ねえ、 、ノ ハ ハ」  .  - 

「馬上、 厠 上、 船 上、 の 「三 上」 は 詩 をつ くるのに いいと いはれ るが、 信玄 の雪隱 

は疊 敷で、 信玄 はよ く考へ ごと をした ため 長かった とい ふ。 家來 どもが この 雪隱 を 

「山」 とよんだ の は、 草木 (臭き) が あると いふ 洒落 だ、 ハ ハ ハ」 

「年中行事 では、 ことに 今お こな はれない ものに は 意すべき で、 左義 長なん どァ 

そこらの 街な かで はわ かりつ こない はやから、 やたらによ むの は感、 いしね え」 

「わからね えの はすべ てよ くねえ。 田 還 化して 鶉と なる、 から、， 『鹑 とふ 鼠 も 花に 

うかれたり』 だが、 とくに 幕末の 句なん ざぁ寢 言み てえ なのが よく ある。 そんなの 

ァ 三十 年 もた てば わからなくなる」 . •  ■  , 

「點者 は 元來拔 きながら 誰の 句 かなん どと 思つ ちゃ あいけ ねえ。 さう いふ 思 ひ はす 
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ぐ 打ち消さ なきや ァ ほんとの 點 者に ゃァ なれね え」 

、 

「俳諧 連歌 ぢゃぁ 暦の 月 を ひじ やうに 餒 格に いふ ことがあ るが、 こ れァ 程々 にす ベ 

き だな。 また 大勢で 俳諧 連歌 を するとき ァ、 順 廻し にしち ゃァ たい へんだ から 「出 

勝」 (早い 者 勝) にす る、 さうな ると 又 調子が 出て きて、 「今夜 はニ卷 まかう」 な 

ひらく 

ん？ V となって くるが、 又 さうな つてく ると 平 句 (第二 句 以後) にァゃ ゐぷん 奇妙な 

のが 出て くる。 すべてが 程の 問題 だな」 

「およそ 上座と いふ ものが あるた め、 めんだ うな こと も 出て くるので、 たと へば 第 

五 句 を 月なら 月と きめた とき、 第三 句の 者が 意地 わるく 月 を よんでも 宗匠が それ. を 

認めれば そのまま なる。 大勢のと き は 誰が 何番目と 前もって ほぼ きめてお くもの 

だのに かう いふ 意地 わるが 出て くる。 また 表 六 句 をす ぎれば、 もう 戀の句 もよ ろし 

となる ので、 ここで 大手 柄 をしょう と、 前の 句 を 蹴る 者 も 出て くる。 さうな ると も 

うその 先 は 試合 一 方 だが、 あとの 句の 方が よけり やしゃう がね え。 たと へば. 

『床 ふけて 語れば いとこなる 男』 
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『緣 さまたげの 怨み 殘 りし』 

なんど まるで 小說 みたい なよ みかた だ。 みん^ 趣向 を こらしたり 目先 を か へたり 

して 俊 はう とする ので 典に 乘 じて は 「夜 ふけて 歸る 俳諧師」 とい ふこと にもなる わ 

けだ。 * 

もちろん いつも そんな 浮いた のばつ か， 9 ぢ やねえ。 、 

『棄 てし 子は柴 かるたけ にの びつ らん』. . 

『みそか を 案で 刀賣る 年』  -  . 

なんど ァ じつに：^ が ある。 浪人の 寒げ な あ. 0 さま だな。 . - 

『襟に 高 尾が 片袖を 解く』 - 

, 若え とき ァ 芭蕉 も 高 尾の 袖の えりまきた ァ 豪勢 だ、 ハ" ハ。 うむ、 平 句なら 代^ 

食なん どで も かま はねえ。 もっとも、 いま は發 句が 墮 落して 平 句に なって なると も 

みられるな。  .  f  .  ■ 

. 故事な どの 妙な の を 引っぱ. 0 だして こられち ゃァ 趣った もん ぢ やねえ。 ， 
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『口惜し ゃ强根 (瘤) を *xv ぎる 力なし』  . 

これ ァ 故事. ぢ やない が、 へんな の を ひつば. 9 だした 例 だ。 その 一 方に は 

『わが 月いで よ 身 はお ぼろなる』 . ♦ . 

月の 座へ きて よんだ もので、 何でもな いがいい 句 だ。，  •• 

『初 戀の花 ものい はで 別れけ. o』 ゝ. 

これなん ざァ 異例の 發句 だ。 戀で 三十 六番 やった も， の ぁ發句 だが、 しかし 異例の 

句が よそに あっても もともと 規則 は 俳諧 をよ くす るた めに セき たもの だから、 初め 

はすな ほに 從ふ のが 本す ぢだ。 たと へば、 はじめ ま づ春三 句、 つぎは 春 をす てて、 

,カ  . 

第五 句で を 出す が、 かう いふと き 第 四 句の ものが いきな. 0 秋 を 出しち やお もしろ 

くねえ。 ところが 第 四 句 は 宗匠と か 執筆と か 又は 手柄の ほしぐな い 者に 押しつけて 

,  ちん » 

第五 句のと き. 0 分が 月 を ひつ さげて 陣 張りた がると いふの が 人情お。 

なるべく おだやかに すなほな のがい い。 . 

.『 春めく や 人 さまざまの 伊勢 まねり  .  - . 
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さくら 暌く なか 馬 長く 連れ』  . -  . 

これなん？^ ァ おもしろい。 

俳諧師の 名 は、 とかく わからない のが 多い 。諸君 も、 あんまり へんな 俳名 は 避け 

- え. -  一 \ 

るべき だ。 川柳のと くいだった^ に 雲 鼓と いふ 者が ゐ るが、 もどう かと 思 ふ。 雲 鼓 は . 

俳句 も よんだ。 緒 かきで は 何 村な ど はよ くないと いはれ る。 梅 村、 櫻 村と いふ 兄弟 

の 給 は 語呂が 倍 損 大損 だから さっぱり 賣れ なかった さう だ、 二 クハ。 女子 も 何 女と " 

しう しき AO くしゃ .  -  S. 

ァ かぎらない、 秋色、 菊舍 などと いふの も ある。 ま、 俳諧師 は、 何々 庵 何々、 また 9. 

, は 何々 齋何々 あたりが まづ ふつう だな。 そ れ にしても まな 名の 多い のが 俳諧師の 特 

徵で、 其 角な どと ぃぷ名 はよ くわから ない。 蕪 村 もさう だ。 いや 諸君 はめい めい 自 • 

分で. R: 由に つけたら よから う。 なに 淫村？ ちょっと をかレ いな。 ぶふう、 こんや 

は 塞い  ： . ：  . 

『み どるる や 狸の きんお まニ疊 敷』 か。 寒い から ニ疊敷 だ、/ ハ や ハ。」 —— 


〇 昭和 十六 年 (一九 四 一年) 三月 四日 

「石切りの 音が やんで. W 靜 かなり、 とい ふやう^の はむしろ 反對 にすべき だ。 つま 

り 石の 音が して ゐれば こそ^の 靜け さは 又 却って 一 しほな ものが あるので I 唐詩の 

や  ヽ  . 

「鳥啼 いて. 山 さらに 幽 なり」 を 思 ふべき だ。 もし これが 「一， 鳥な かす、 山 さらに 幽 

なり」 では すこしも おもしろくない」  - 

「『春の 雨む かしの 反故 を 見る 夜 かな』 は、 なぜ 夜 だか わからない。 「見た， 0 けり」 

でい い。 また 反；^ を 見る とい ふ 考へも 古い」  ： - ノ 

「f 返した や 手 折りし のちの 初 櫻. I か。 かう いふ 狙 ひで は 「云 ひ 了せ る」 ことが むづ 

かしい。 つぎは 『菊の 苗 かなら すわけ てと 彼岸 まへ』、 こり や 川柳 だ」 

「歳時記 をぶ ちまけ たやうな 句 は、 はきだめ を ひつく ひかへ したや ラな もの だ。 こ 

の 『すぐろ 野の 雉た つ 丘の しどみ かな』 など、 ただ ごたごたして ねる。 いったい 句 

情 そのものが おからな いのは 仕方がな いとして、 言葉が 不十分で わからな いのはお 
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もしろ くない。 「屋 臺」 は 俳諧で は 「踊り 屋臺」 としな けり や あ、 また 「とかげ」. 

は 「這 ふ」 ぢゃ いかん、 1§れ は 「とり かける」 が 「とかげ」 どなった のおから 「走 

る」 だ。 身延の 古寺 ぢゃ おもしろくない、 臭の 院 とすれば、 身延の 奥の院 は 妙 見 山 

だから、 味が 加 はって く-^」 ，  . 

「分裂 はいけ ない。 『永き 日 を かげりて 寒き 寢ざ めかな』 は、 すっかり われて ねる。 

『樱餅 味 はふ 武士 や 長命 寺』 わけがわからない。 餅 を 味 はふ 武士が 櫻の 散る やうに 

短命な のかと 思 ふと 長命 寺と きた。 『長き 日 や 棹 さしの ぼる うらら かさ』 は、 どこ 

を 棹 さし のぼるの か。 「長き 日」 と. 「うらら かさ」 も 重複お。 『霞た つ 野末の 草 や 

露光る』 は、 ばかに 目が いいな。 それに やた ちに ごた ついて ゐ る…」  ， 

. こ れらの 句の 作者 は 前述 め やうに 名の 判然して ねる 者と さう でない 者 ♦ と ある，； か、 

もとよ. 0 名 を あげる 必要 もない。 ただの ちに きいた こと だが、 露 伴の 娘 文 子 は 「露」 

とい ふ 字 は 遠慮して 使はなかった 由 ゆ ゑ、 右の. 「露光る」 ごとき 文字 づ かひの 句が 

女子の 旬で ない こと だけ はたし かで ある。 同時に われわれの 勉强ゃ 進歩が 露 伴に と 
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つて さど 腹立たし か つ、 たらう ほど 春 日遲々 とし V- ねた こと もた しかで ある。  

「俳諧 は、 _ 自然 を 描く のにた だ そのと ほり ぢゃァ 感心し ない。 工夫お、 工夫 だ- 

は づれ  ％  の はいけ ない。  『つり 舟の ゆくて はかす む 河口 かな』 は、 霞が 題 だから 

『つ. 0 舟の ゆくて 河口の 霞 かな』  . 。 

とする の だな。 それから こっちの 句 だが、 田螺が 舟の. 中になる なん ざ ァ いけね 

え。 田螺 は 舟 底なん どに ァ 住まね えものお」  • 

「俳諧 はちよ つと でも 前の 句の こと をく りか へ してよ むん ぢゃァ 腕 は あがらね え。 

さう いふの を 「輪 Su とい ふ。 これ は 絕對に 避ける べきで、 りんねに 迷 ふん ぢゃァ 

いけ r? え。 ことに 附けぁ ひの 俳諧で は 第 一 句の あとに 第二 句 を はさんで 三 句が 卽 

く. のァ 「觀音 びら き」 といって あなど^れる。 すべて 「ふんぎれ ない」 の ァ，. ^けね 

え。 また 俳諧. の雜 誌に 「連作」 といって i| つの 題で 同じ やうな 事 や 物 を 三 句 四 句 五 

句と つづけて よむ のが あるが、 あれ ァ元來 よくね え」 

. 「『榴 • 櫟』 『榴 • 柏』 こ、 の 二つ の 組み あはせ は どっちが いい. と 思 ふ。 「ならくぬ ぎ」 


の はう がいい。 榴ゃ 柏ぢゃ 同類で あるう へに 「ならが じ は」 と 濁って つづけて- r? ま 

れ かねない」. 

「かけことば は、 多くの； J と を少ぃ 言葉 t いふと き 始まった ものと 思って、 ただ や 

た > つに かける のァ いけね え。 また、 例の むやみに へんな もの を もち 出す の もい けね 

， ， ， ，  « 

え。 『，J^ 梅 やかの ぎんかう が 唐 ごろ も』 かう いふの ァ變な もの を も： ち だして、 說明. 

して 人 をへ こま さう とい ふので 貞德流 だ。 「みなしぐ り (虛 栗) 」 の 時代に ァ 唐の 

物な どやたら にもち だして 凹ます こと， が はや P たが、 芭蕉に いたつ. てお となし くな 

つた」  パ  - 

むし 人し t じ 0- くた ,J 

I 抓、 ん 所着體 とい ふ ものが ある。 心なく 着く ところな きも. ので、 もとは 和歌の はう 

で、 どた ごた した もりだくさんの もの をい ふ。 たと へば - 

『わが 攀は隨 子の 引き手 峯の松 

-火 うち 袋に 鬵の 聲』  . 

なん ざァ 何の こ つた かわけ がわから ねえ。 こんなの ァ 作らう つたって さう おれる 
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もん ぢ やねえ」 1 1 

この 日 われわれ は 露 伴の 家で 「雞冠 石」 とい ふ 石 をみ. せて もらった。. 中 阈產の 朱 

い 色の 石塊で、 一部 は 風化して なた が、 風化 P てゐ ない ところ は 血肉 さながらの 不 

氣 味なな まな まし さ. が あり、 風化して ねる 部分 も. y 味 をお ぴ.！ ^樺色であった。 この 

石 はう はばみが 忌み嫌 ふ ださう で、 粉に 碎ぃ たもの を 印籠に いれて たづ さ へて ゐ 

ると、 うはば みが 怖れて 近づかな いとい ふ。 また この 石 は 年月と ともに 目方 を まし 一 

てくる不氣味な性質がぁるさぅで、、事實昭和九年 (一 ^^三四.年) に 一 貫ニ 一 一  匁 七 S 

分あった、 のが、 その後 ゎづ かづつな が も 年 ごとに 重さ をまして きている とい ふしと 一 

であった。 なほこの 雞冠 石の ほかに 4 「菊石」 とい ふ、 赤い 花瓣 さへ. まざ クた 菊花 

模樣の ある 石、 および 「末の 松 山」 とい ふ。 - 山に 浪 がう ち、 かかった 模様の 石な ど を 

も 見せて もらった。 いづれ も 有名な もの ださう である。 -  一一 * 


〇 昭和 十六 年 (一九 四 一年) 三月 十七 日  . 

鲁  - 

この 日露 伴 は季吟 § と いはれ る 「誹諧 埋木」 示しながら、 聽き 手の 初心者た や 

ちの ため 俳諧 icr 雜談 から 話 を はじめた。  ， . 

r 季吟の 俳諧の すお は、 まづ 祖父の 宗 龍と いふ 者. が紹 巴と ともに 俳諧 を ま なふだ 

が、 紹 巴の 弟子に 長 頭 丸すな はち 贞德が ある。 「長 頭 丸」 は 「ちょ うづ まる」 ； とよ 一 

んだ らしい、 ともかく 貞德は そのころ 天下の 大宗 匠で、 季吟は その 弟子と なった。 附 

さらに 季吟の 弟子と なった 者に、 芭蕉 や、 芭蕉が 仕へ た 藤 堂の 殿 さま 蟬吟 公良 精が 一 

ねる わけ だ。 - -  - -'  < 

北 村季吟 はもと 近 江の ひと、 家は醫 者だった が 京へ 出 て^の もとに 入門、 のち 

に は 俳諧に も 連歌に も 和歌に も 物語に も あかるく なり、 公卿の 烏 丸 光廣が 江戶 へ く 

だった とき 公儀へ 推擧 したので、 っッ かけ 五百石の 高祿で 江戶へ 召しよ せられた。 

ず  一 

博 覽多識 で 「源氏物語 湖 月抄」 を はじめ 古典の 註 釋誊、 また 俳諧の 方面の 著書 も少 


なくない が、 この 「誹諧 埋木」 も、 やはり 季吟の ものら しい。 ここ (露 伴 宅) へ 回 

覽でま はって きたの だが、 よんで みると 芭蕉 以前の 俳諧 をった へて ねる し、 たしか 

に 季吟が 弟子に 傳授 した ー卷の やう だ。 

文字 は 季吟が 書いた もの かどう かわからない。 それに、 い CV たい 俳諧め 書 は裝喊 

など 華やかで ない のが ふつうな のに、 この 誊 はさう でない」 —— 

私の 記錄は 表紙に ついてはぶ しぎに 何も か i てわない が、 表紙 を 折り返し たいは 

ゆる 見返しに は 金泥に 綠色. で 萩が 描かれて ゐ たこと、 また 本文の 紙は數 種の 色に わ 

か れて 金粉で 雲 や 市松 や 花な ど あしらって あつ たこと を 記して ねる。 表^ はこ の と 

き あるひ は蔽ひ 紙で お ほ はれて でも ゐた のか、 いづれ にせよ その 目次で ある 「誹諧 

埋 木目 錄」 は 左の ごとくで ある。  -.  ： 

誹諧 之 事。  六 義。， 一 發， 句の 切 字。 

本 哥之發 句。  脇第三付面八句^^殘之裏。 ■  ノ 

祝言 無想 之會之 心得。 手爾於 葉。  ， 
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本 歌 ことおる 誹諧。 , 皮肉 骨 之 誹諧。 ， .，  , 

箕草行 之 誹諧。  有， 文の 句作 無 文の 句作。 

二 五、 三 四、 五 二、 四 三。 親句琼 句。  ，  , 

篇序題 曲流。  ヽ 十 棘。 •  .  r 

「芭蕉の 弟子の 許 六の 「歷代 滑稽 傳 J に 季吟が 「誹諧 埋木」 を傢授 した と あるか. 

ら どうも ほんもの らしい」 と 露 伴 はいった。 --  >  し 

それ か.^ 紙に ついて 語が あり、 京 鍁の田 中 某. が 古 害 模造の 大家で，、 三十 六 歌仙 

で 知られ、 その他 御堂 關白 集ゃ嚴 島の 願文な ど 巧みに 模造した こと、 また こんにち 

では 大塚 巧藝 社な どかな. 0 巧妙で ある ことな どが 述べられた。  ， - 

「だが 巧藝 社の は 機械 だ。 機械で ない 繼 紙に は、 繪ゃ洁 や 泥の 技術が 要る。 繼 紙の 

こと は 紫 式部 もた しか 梅枝卷 にいって ゐ る。 繼紙 はもと は 紙が 惜しい ところから Ig- 

つたの だら う。 古い 本の、 虫が つくの を ふせぐ 一 つの 方法 は、 いい 墨 をつ かふ こと 

だ。 いい 墨の 書 はわり あ ひ 虫に く はれない ものお」 
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. はんか 

「『本 歌の 發句 i などと いふ と は 芭蕉 以前の こと だ。 また 發 句の 切 字 は、 T かな」 

や 「よ」 や 「れ」 I . たと へば 「散る 花 をお ひかけ て ゆく 嵐 かな」 「卷れ てみ よう， 

す やみ 色の 綸旨 梅」 「わ tS て 折- れ 七重の 腕 を， 八-重 櫻』 ：：： そのほか 「よ， 0 たまへ」 の 

「へ」、 「根な ほ， 0 そ」 の 「そ， r 「子供 生み をけ」 の 「け」、 「• 祝へ や」 の 「や」、 「見 

る を」 の 「を」 など 切 字 はいろ いろ ある。 これら を 「かな 切れ」 「よ 字 視れ」 ヌ字 

切れ」 などと いふ。. 前に もい つ， たが 「玄妙 切れ」 は、 初心の 者 はしない にこした こ 

と はない。  • 

「大姆 し 切れ」 などと い- ^の も あ. o、 「たまり やせぬ たまり や. いたさぬ 花の 露」 で. 

は はじめの 「たまり やせぬ」 も、 「いたさぬ」. と 同様 「花の 露」 にか かってく るの 

だ。 「三 段 切れ」 の 例で は 「^いてみ よ、 な/の 香 もな じ、 梅の 花」 —— か、 うい ふ 

の は 甚だよ ろしくない。 二字 切れ も 感心せ や、 「深し、 遠し」 など 「し」 が 切 字に 

なる から 注意 レ なきやい けない。 また 「ぬ 字 切れ」 に は、 「了ん ぬ」 の やうに. 切れ 

る もの. と、 「せぬ」 の やうに 切 字に ならない のと あるから 氣を つけなき ァなら ない。 


古歌 ど， o も 昔 は 多く、 

『年 を經て 花の かがみと. なる 水 は  . 

散り かかる を やく も. 0 とい ふらん』 から 

『年 をへ て 坐. る や 花の 鏡餅』 

また T 人 一首で おなじみの 歌で は 「足び きの」 とか 「なに はがた」 とかから 

『さみだれ や 山鳥の 尾の しだら でん』 -  -  - 

『なに はがた 短い 鴨の あしべ かな』  • -、 . 

, つまり かう いふの は 俳諧の 初期の ころに よろこばれ たもの だ。 ノ 

「てにをは」 では ことに 「や」 がたいせ つで、 —— 「口 あ ひ」 の 「や， r  r 切り の 

「や」、 「棄 て」 の 「や」 その他 「疑 ひの」 「中の」 「偶の」 など、 「何とかの 『ゃヒ が 

じつにた くさん ある。 口 あ ひ は 言葉の 調子. で、 つま. 9 「君 や 來む」 の 「や」、 T と.？ 

の 子 や」 は 切れの 「や」、 「思 ひき や」 は棄 ての 「や」. 「懐けば や 雉 も 野心う せ ぬら 

ん」 は 疑 ひの 「や. IT この やうに いろいろ ある。 それだけに 「や」 の輕 卒^つ かひ 


かたは くれぐれも 慎し むこと だ。 

句 は 「こころ」 がだい じで、 人情の 句、 自然の 句、 兩者 のま ざった 句、 とい ふ ふ 

うに 分けられても、 人情なら ば まことが、 ならば 景色の いいのが、 何よりも 詩 

敬の こころに そふのお。 淸水 濱臣も  . 

『言の葉の しげらん のみ は 甲斐 も あら じ 

. こころの たね を 花に なさす ば』  * 

といって ゐる。 言葉ば かり 費しても しゃう がない。 こころが おもしろくな けり や 

ァ ならない の だ C  - 

それから 「とり はやし」 がたいせ つお。 うまく 配って 表現す るの だ。 刺身 も 並 

ベ かたがた いせつな やうに、 言葉の くば. 9 も、 言葉 どう.； r また 內容 とも、 つりあ 

ひがよ く とれて ゐる ことが 肝心お。 ひろん 文法に も 背かない やうに 氣を つける こと 

だ」  #  .  • 

「け ふは奧 ぬき をし ないで、 鍛鍊の いるものに は傍點 をつ けて. おいた……」 
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、 これらの 言葉 は 露 伴が われわれ 聽き 手の 怠惰 を、 おだやかな 表現ながら つよく 戒 

めた ものであった らう。 われわれ ぼんやり 者 も、 V さすがに この 日の 露^の 何となく 

不機嫌な のに 氣づ いて、 座が いつもの なごやか さと は どこかち がった も のが あつ 

t  参 

た。 しかも それ を 又 いちはやく 感じて われわれ §氣 を ひきたた せる やうに 言葉の 調 

子 を かへ て くれる 5: でもあった。 

r 「奈. にして 夢 殿に して 月お ぼろ』 これな ど は、 ぼんやりして はゐ るが 何 か 味が あ 

る 。一 見 われて ゐる やう だが、 さう でない し、 うまくと り はやした。 まあ 幽玄 體の 

はう， だな。 

, け ふ は、 だ. が あんまり いいの ァ ねえな。 刺身の しかたが どうも まづ い。 「煙々」 

と 重ねる なんど ァ 「観 々」 たァ ちが ふ。 また この 「歸 雁」 はさう 騷が ねえ もん 

だ。 ぎ や あぎ ゃぁ啼 くの は 雁が 去る ときで はなく、 來る とき だ。 「窓の 下に 種 を ま 

く」 とい ふの もどう かな、 窓の 下ぢ やなく つて 前 だら う。 茶の. 花に ァ露 はさうた ま- 

らない。  又た ま. 0 や ァ花も 落ちまい。 r 眞砂」 は 「濱 路」 の はう がいい。 「まさご」 
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は 夕立の あとな. かに 砂が 濡れた とき 生きて くるの だ。 J 方、 十七 字の なかに 「泰ー 

雨」 が あるのに 又 「濡れる」 つての は ごていね いすぎる。 かきい,， 4 のァ 「ことわる. f 

つてんで よろしく ねえ。 それから この、 釣師が 風の 吹きつける とこ. ろに 坐って る は 一 

ど は、 なんとも 變 だな。 花が とんで くるの ならいい が <J 『髑ぞ や 落花の 飛んで 面 を; 

打つ を 「- (露 伴の 詩句) だ。 「雨 はれて」 夕日が どうしたと いふの もどう か。. 「雨： 

あがり」 なら まだいい が。 かう いふ 「雨 はれて」. など は 閑 文字と いぶ。  ； 

さ し V. 

考へ の 古いの や、 ヌ ことばの， つづきに 障りが あるの も. いけね えな。 揷木 をして お i 

いたら そだって 薩が できた など は. 『心なく して 柳 を させば 柳蔭ビ なす』 …… もう 千 一 

年 もま へ によ まれた こと だ。 jjl 歌で は 「何々 かな」 のつ ぎに 「敷 島の」 なんどと ァー 

やらね えもの だ。 「かなしき」 と つづく の を 忌 むんだ な。 -  一 

「しづの女が 又とら にくる つくし かな」 か。 とりに 「行く」 ん だな。 「ズ ,0^ で！ 

は、 そこに地主か何かがにがぃ顔で見張ってゐ.^oゃぅでをかしぃ。 また ここ は賤の j 

女に しなく つたって、 きれいな ぉ孃 さんで 「よき 人の」 とした はう がむ しろい いだ 一 
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らラ o 

零 

. 曲 も 興 もな く、 ただ 「ごもっとも」 ぢゃ いけね え。 天 保の 梅 室なん かが 迫る 力が 

な いのは このため だ。 梅 室 は 云 ひま はし はうまい こと はうまい が。 

香 はたきつ ばな しに ァ しねえ。 たいだら 又す ぐ 火から 離し、 たき がら をと つてお 

いて 又た くの だ。 香に ァ六國 五味が あり、 「き. や- ら i 「ら こく」. 「まなが」 「まな 

ばん」 「さそら」 「す も だら (ス マトラ)」 これが 六國 で、 甘辛 酸鹹 苦、 これが 五味 

かん  •  „  らん じゃたい * 

だ。 r 鹹」 はし ほから い、 「辛」 はび りつと からい ので" 「蘭 奢 待」 なん ざ あこれ 

だ。 句になる の は 「伽羅」 だ iM。 句會 でも 揚句のと きな ど 香 をた く ことがある。 め 

めいかう ほく  しゃこ まだら 

いぼく、 めい 1^、 又は 名香 木と はたと へば、 中 川、 鷓鴣 斑、 菖蒲、 白梅、 白菊、 八 

重 梅、 梅花、 藤 袴、 柴舟、 浮 舟、 松風、 あやめ、 十文字な ど、 それに 蘭 奢 待 も 猛荀 

 で これ をき くと 伽羅の すぢ がわ かる。 まあ 揚句 (擧 句) が 出た し、 ひとつ そろ 

そろ 附けぁ ひも やって みる か。 うむ、 だいぶ 暖く なった から 植物園 も よから う。 

『藤 さけばた こ 木に のぼる 景色 あり』 昔 は 馬鹿な 句 を， よ^だ もの だ。 だが、 みんな 
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も 泥 を 1 とほり 吐きき るの ァ まあ 一 年 も 先 だら う。 嵐 雪の 『女 もま じる はぜつ. 0 の 

船』 魚 來ら。 さると き はすべ からく 詩 を 釣るべし だな」 1 1  . 

〇 昭和 十六 年 ( 一 九 四， 一 年) 四月 六日 

「其 角 ト越人 トノ話 アリシ モ遞參 シテ聞 カズ」 惜しい こと を じた。 記錄 によれば、 

「次回 は 三月 三十 B 正午 植物園、 雨. ナ ラバ 夜 表 町 宅」 と あるのに、 四月 六日と なつ 

たの はどうい ふ 支障が あつたの か。 植物園 その他よ そで われわれの 俳句の 紫 まりが 

ひも かれた こと は、 けっきょく 唯の いちど もなかった。 

「ケフ は人數 少ナケ レぺ附 ケア ヒヲス ベ シ」 と 露 伴が いったと 記錄 にある の を 見て 

もこの 日の 紫 ま， 0 が 少数だった ことが 知られる。 あたかも 講習 會 などで 始めは 航ゃ 

椅子が たりない やうな 大 盛況で もし だいに 聽き 手が 減って， いくやう に、 習得すべき 

ものの むづ かし さ、 その 道の 深さ 遠 さが わかる にしたがって、 當 初の 好奇心 も意氣 
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込み もし だいに さめ、 いつば う 長い 期 問 中には 支障な ども じじつ 生じが ちな もや 

で、 われわれ も、 小石 川 表 町 宅に 老若男女の 聽き 手た ちが 揃 ふとい ふこと は、 すで 

に 離 話 も. 五ケ 月に およんだ. この-ころ は、 ほとんど なくなって ゐて、 元來^ らば 乎餘 

名 あるべき 聽き 手が、 七 八 名、 少ない とき は 露 伴 娘の 文 子 や 孫の 玉子まで あはせ て 

五 人 かそ こらと いふと きさへ あった。 露 伴 は、 附けぁ ひを敎 へようと いふ 氣 はかね 

てからた しかに もって ゐ たらしい が、 それにしても 露 伴 ほどの 者が 「け ふ は 人數が 

すくない から」 といった こと、 否 われわれ がさう 云 はせ たこと は、 おもへば 哀しい 

； J とで はあった。  .  ， -  - 

はじめは 例によって、 聽き 手が 宿題と して 出した 句に ついて 講評が あつたが、 前 

述の やうに、 この 日遲 刻した 私 は、 其 角 や 越 人に ついての 話と ともに この 講評の 大 

部分 を聽き 落した. こと はまこと に ざんねんな ことであった。 

「^の 句 はいけ ない。 この、 一花 だより 花 は 見やして ほが、 わなり』 の やうな の K. 感 

心しない。 もちろん 嘴で も 現在の 勒 作が はっきりして われば いいわけ だが、 しかし 
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總 じて 風評の 句 は 避くべき もの だ。. それ-から、 つ 餓鬼」 を 子供の 意味に つか ふなん 

どァ いけね え。 また、 「靑 葉」 は春ぢ やない、 夏 だ。 この、 毛虫 をと つたら ぼけの 

花が 暌 いた、 など は、 季もを かしい が、 だいいち 毛虫と 花との あ ひだの 期間が 長す 

ぎる、 かう いふな ァょ むの はむ づ かしい もの だ」 

「附け あ ひに は、 まづ發 句に する 句が たいせつ だ。 發句 はま づ 何よりも 柄が 大きく 

なけり やならない。 ただし 小さければ、 附 けいい こと は附 けいいの だが、 この 「牛 

のせて 霞の 里へ 渡し かな」 も わるくな いが、 やつば. 0 さっきの 「ひと 谷 は」 の は 

うがいい。  - 

1 『ひと 谷 は 梅の 花なら 水の 音』 -  , , 

これ はもと 「櫻」 とあった の を 「梅」 にな ほした の だが、 梅に すると 「水の 音」 

が 生きて くる。 べつに どこの 谷と きめなくても いい。 地名 や 人名な ど發 句に はない 

はう が、 あとの ひとが 附 けいい もの だ。 

ま づ表六 句 だが、 じつは これが すんだ あとの 1  はう がお もしろ くなる。 とい ふの は 


互 ひに しのぎ をけ づらぁ ふやう になる からだが、 ともかく さしあたって は發 句の 

「ひと 谷 は」 へ 脇 句 をつ ける。 十四 字の 第二 句で、 やはり 春の 季 だが、 前の 句が お 

となし ければ、 そこの 景色の もの よんで 終り は 字 止まり、 つまり 名詞 どめに す 

る。 さあ、 それで みんな 作って みる こと だ。 この場合、 前の 句 も 字 どま. 0- だが、 さ 

しっかへ ない。 もし みんなが 達者 まら、 べつにもう 一句 を發 句に して 1^ 時に 兩 系統 

それ どれ r 一  卷 まく」 とい ふこと もで きる わけ だが。  . 

さあ、 どう だ： まだ か。： ij::! の 俳諧 行脚 ぢゃァ わら ぢを ぬがない うちに 一句と いふ 

ことがある。 主人が 一, だしたら 行脚の 客 はすぐ その 場で 附 けなぎ やならない。 芭 

蕉が ある 田舍の 俳諧の 座へ いったと き、 連中が 芭蕉 をば かにして 

『名木の 中と もしら や 行々 子』  . 

とやった ところが、 芭蕉が ただちに 

『もまれ もまれて に ほぶ 茶む しろ』 

と附 けたと いふ。 嘘 話 だら うが、 おも じろ い •  • 
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附 句に ァ 場所 や 時刻 も考 へる こと だ。 うむ？ 「水車」 はいかんな、 「水の 音」 の 

あとだから、 水 は 同字で よろしくない。 「朝霧 はれて 鳴きた つる 雉」 か。 うむ、 朝 

や 維は见 つけたが、 「鳴きた つる」 が 前 句と 音が 重なるの ァ 感心し ない。 「峰う す 

うすと 霧の たそがれ」 「岩の 綠 をった ふせきれ いうむ、 これ ァ どっち も わるくな 

い。 「霧の たそがれ」 は 「月の たそがれ」 とい ふ 句 も あるが、 まあ 黄昏よりも ここ 

では やつば り 朝が ほしいな。 もっとも 霧 はどう か。 ：•：• (と 朱筆 をと つて 直しな が 

ら} 

かう すれば よから う。  " 

2. 『难の 長 尾に 曰，. の わたる 朝』 

さあ つぎは 第三 句 だが、 や はう 同季 だ。 春秋 は 三 句まで つづける。 第三 句 は 「て 

止め」 又は 「らん 止め」 だが、 「て 止め」 の はう、 がふつ うだ。 第 一 句と は緣 のない 

もの を-よむ やうに する。 緣が あると、 そ れ 「觀 音. びら き」 とな つてお もし ろくな 

い。 第三 句は發 句に 負けない やうに 丈た かい 句が ほしい。 いや 「草 もえて」 植物 を 
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； T かに もって 來 ちゃお めだ。 「草」 とか、 「ふきの た ふ」 など すべてよ くねえ、 第 

一. E- とついて 「觀音 びら き」 になる からで、 瓜 を 一つ おきに 食 ふわけ になる。 瓜 は 

二つ つづいて 食 ふ もので、 一 つお きに 食 ふもん ぢ やねえ。 うむ この 「山肌の 色も舂 

めきて 一は、 「山肌」 が 願 はしからざる ことば だ。 むしろ 山 そのものよりも、 「山 

莊」 ：… . い やそれ では 里が ちかい やうで おもしろくな いな。 うう む  『{仝 の 色 も 

きの ふに け ふは恭 めきて』 とする か。 それとも 「も」 はやめて  

3 『.{仝 のい ろ 云 はや 語らす 春めきて』  ， 

うむ、 これでよ からう。  *  . 

さて 第 四 句 は季を 入れて はいけ ない。 ここ-から 先 は 「て 止め」 でも さう でなくて 

いいが、 さらり とよむ ことが ここで は 肝要 だ。 つまり 第 四 句 はわり が あはない と 

こみ だから、 わざと 大 天狗に わたす こと も ある。 ハ 、ノ ハ、 止めの 規則がない か： らと 

つて 「かな」 なんど ァ 感心し ない な、 「足 どり 輕き 歌の 旅 かな」 か、 これ ァ 「敷 

島の 旅」 とで もな ほす か。 「始めて おろす 杉の 庭下駄」 これ ァ 「燒 杉の 下駄」 の は 
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うがお もしろ い。 

いや、 病氣 など ひとの 忌む もの はいけ ない。 病氣ゃ 述懷、 それから 鬼 やお 化けな 

んどァ いけね え。 表 六 句 ぢゃぁ 「神祇、 釋敎、 戀、 無情」 はすべ て ひか へるべき 

だ。 ：：： 「思 ひがけざる 人のお とづれ」 なるほど、 だが これ は 「思 ひも かけぬ」 か 

「思 ひまう けぬ」 だな。 うむ、 これでい い。 

4  D-E 心 ひも かけぬ 人のお とづれ jj ……  • . 

さあ 第五 句、 こんど ァ 秋で、 月 もけ つかう、 手柄 もた て 放題 だ。 もっとも 例の 第 

三 句に 意地の わるい のが ゐて月 を よんで しま ふ ことがある。 それや これで 月の 句が 

出しに くれば、 次へ こぼしても いい。 「；0 ぼす」 とァま はすこと だ。 「や」 や 「か 

な」 はやつ ば， 0 避け、 それに 地名 もやめ たはう がいい。 うむ、 できた か？ 「松風の 

«  . 月に かよ ふや 隨 峨 の奧」 と。 なるほど、 これ ァ わるくない。 うむ、 この 「かよ ふや」 

く  *. う 

の 「や」 ， は 「口 あ ひの 『や』」 だから さしつ か へない の だ。 だいたい 第五 句 は t;^ 三 句 

と 同様 やはり 丈た かい 句が ほしいと ころで、 これな ど その 點も わるくない。 だが 


「轄 峨」 はま あ ひかへ て 「露の 奧」 とで もす るんだ な。 

5 『松風の 月に かよ ふや 露の 奧』 …… ， 

さ、 第 六 句 は、 秋で あれば 何. でもい い。 この 句 はちゃう ど 紙の 後半に かく ことに 

なる から —— つまり 折った 紙の 裏側へ うつった さいしょの 句で、 いは ゆる 「裏う つ 

.00 の 句 だから、 ここ もたいせ つ だ。 いや 戀は まだ 出しち やい けね え。 それに、 さ 

う 前の 句へ べったり つけち やい けね え。 「ベた 附 け」. は 忌む もの、 ぢ かにべ ッた. 9  * 一 

でな く、 味 や 句 ひや 響きなん どで 附 けて いくの だ。 「かな」 はこ こで も 避ける こと . ゆ 

だ。 「なき」 などで 止める のァ いい。 うむ、 なるほど 「萩き き やう^く 竹垣の なか」 一 

か。 この 竹、 垣と いへば、 嵯蛾は 竹の 名所 だから それ もよ から ラ。 おなじく 「萩き き 

やう さく 隱れ 家の 椽」 か、 さう だな、 ここ は兩々 あはせ て 「竹の 濡椽」 としてみ る 

か。 うむ、 「屋形 化 近う 尾花 そよ ぎて」 「尾花 は 白う 虫の すだき て」 か、 うむむ 、萩 

きき やう それから 尾花と、 つぎつぎに 七草が 出て きたな。 早 いのはけ つかう、 だが 

みんなして 尾花なら 尾花 をよ むと き はさう いふ 類 想 をの がれる やうに する こと、 kJ 


れも 一 つのい きかた だな。 うむ、 尾花と ァ 薄の 赤 光. = 'した のが 白く ほほ けた やつ 

で、 お化けな どに も緣 がふ かい。 狐 猫 妖怪の つきもの だな。 狐狸と いや ァ、 ある 句 

會で おれが  - 

ー「= や 雨 や 狐よ めいる むら 紅葉』 (露 伴)  . 

とやったら、 みんなが 笑 ひやが つた。 ハ ハハ。 さラ だな、 ここ はや はり 『萩 桔梗 

さく 竹の 儒椽』 かな …… に 

しかし この 句 はの ちに 左の やうに 改められた。 

6 『墨 給に ほひて 获 桔梗 さく」 11  .  .  _  . 

この やうに 露 梓 はわれ われの 駄句に、 のちに なって-も なほ 加 朱して くれる こと も 

あった，。 したがって、 たと へば 右の 「墨 緒に ほひて」 の 句の 下に、 Is^ 句の 作者. の 名 

を 一 一 そへ る やうな こと は ほとんど 意味がない。 私の ノオトに は、 これら 附けぁ ひ 

の 作者た ちの 名 は ほとんど 誤. 9 なく 記錄 して あるつ もり だが、 、しかも それらの 名 は 

讀 者に はもと より 不要で あり、 かりに 私が たと へば 第三 句の 「签 のい ろ」 およ ぴ籙 


六 化の 「m や： 給に ほひて」 の 下に 私の 名 を そへ る やうな こと を すれば、 それ はお そ、， 

く 不快で さ へ あらう。 私はこの^^六句の筒所だけをさきごろ某誌に紹介したときも.^ 

れ分の名は1^.ぽ伏せた。魏者にとっ ても私，：=:.;^にもほとんど^^:^がなぃからでぁ、る*； 

ただ 私 は 甚だ はづ かしく か っ乂 ざんねんな ことながら、 私が 依然として 拙劣な 句作ん 

^！？でぁったことを、 ここで もくり かへ して 言明 せざるをえない。 なほ 私 は资句 乃至 一 

ひと. 0 だち の 俳句 はま だし もとして、， 述句、 乃至 ー卷 まく 附けぁ ひにたい して は、 . 

否定的な ことば を 今の ベたい ので あるが、 みづ からが 见られ る 句 ひとつ、 作り 5q 

や、 しかも 俳諧の 知 11 もき はめて 乏しい が ゆ ゑに、 さう いふう しろめた さから 私 は； 

否 {: 止 的な ことば を つらねる のに 逡巡 せざるをえない もの を おぼえる。 その 1 方 私へ 

は、 いかに 俳諧び いきの 人で も、 獨 立の 俳^ は ともかく、 附けぁ ひの 句 は 言語. 遊バ 

戯に すぎ ない こと を內心 は ざ る を えな いだら うこと を：：：； £ 巾る。 遊戯と して は た し 一 

かに 附けぁ ひ は、 おそらく もっとも 一:::! 級な はう の 言語 遊戯で あらう、 さう して それ A 

に^. 0 うればうる ほど 倫し くも あり 又 耽りが ひも ある 遊戯で は あらう。 句才 のない 一 
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私で さへ、， 露 伴 ほどの 者から 手 を ひいて もらって こめ. 遊戯 を敎 へられて は、 その 偸. 

しさが わからな いわけで はけつ してなかった つもりで あるが、 …… 否、 このへんで 、 

冥利が つきる やうな 言葉 はもう やめて、 ふたたび 获 きき やう の^くと ころへ 讀 者と 

ともに もど，， らうと おも ふ。   , 

• 「表 六 句 はこ こで 終り、 つぎの 第 七 句 もや は 6 秋 だが、 この 第 七 句から は、 もう 神 

紙、 釋敎、 戀、 無情、 なんでも いい、 といって すぐ 戀は 「待ち かねの 議」 になって リ 一 

感心し ない。 だが 發句 ぢゃァ なし、. いは ゆる 事情、 それ も 平生 そこらに いくら も あ . K 

る やうな 事情 を よんで さしつ かへ なく、 ただ 秋の 季 さへ はいって ゐ， れば i い。 まあ 一 

もし 戀 ならばい つかいった 「風邪 ひきた まふ 聲の うつくし」 (芭蕉) ああい ふの が 

戀の 句と して は ほどの いいと ころ だ。 もっとも 戀を だすと、 これ ァ 一， 句で やめす、 

ふつう 三 句まで はつ づける ことにな つて ゐ るから そこ もむ づ かじい。 うむ、 わざと 

否定的ない ひかた をしても いいので、 「風邪 ひきた まふ」 なんか もや はり その はう 

だ。 だ. がすぐ 戀 にしなくても いいの だから 「みやこ 人 は， 葉 たづね て 迷 ひこよ」 で 
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も 「射 そんじて 走れる 鹿 を 追 ひゆけば」 でも 何でもい い。 ばかばかしい ことで もい 

いので、 「南無 般若 はらみ 女の おん 祈禱」 かう いふ 莫迦 ッ句 でも これから さきなら 

いい。 を かしく おもしろ いの ァ元來 俳句で はけつ して わるい ことで はない ので、 さ 

うい ふ點 だけから みても、 いまの 俳諧 はどう も现づ めでお もしろ くない。 それ ァ 一 

つに は、 よむ ことが 「唯の 事 」 にす ぎる からだ。 しかし さう だからといって、 ああで 

もない かう でもない でい たづら に 足ぶ みしても 困る。 ほどほどに 決定に.， ：- て 先へ 進 

むべき だ。」 II  . 

昭和 十六 年 (一九 四 一年) 四月 十五 日 

今回 も 私 は遲參 したので あらう、 記 錄は第 九. &に うつ. o、 第 七 第 八の 兩， 句 はた だ 

「見渡し」 としての み 書いて ある。 

7 『しろ， じろ と 秋の 扇の すた. 0 ゐる』 


8 『ぶり かへ， o 見る よき 門の 家』 —— 

「『見 わたし』 はつ ま. 0 槪觀 だ。 この やうに 發 句から 一 枚の 紙に かきつらねて 一 目で 

みてとれる こと をい ふ。 さて 季 なし-の 第 八 句の あと をう けて、 -第九 句 は 「雜」 の 句 

だから 何 を よんでも いい。 しかし 「何 句 去り」 とい ふこと は 忘れち やならない ノ同 

じ やうな 題材の 前 句との あ ひだに 何 句 を 置く かとい ふ 意味で、 泥棒の 二つ 三つ 先に 

また 泥棒 を 出す やうな の は、 「さり きら； 5」 (去 嫌) とい ふ。 だいたい 「二 花 三月」 

とい ふこと があって、 三十 六 句のう ち 花 は 二度、 月 は 三度、 とお ほよ そき まって ね 

るの だから、 むやみに 花や 月 を だすの はよ くない。 月 花 は 上座と いって 表で は 五 句 

目に 月、 七 句 目に 花、 十一 句 目に また 月、 とい ふ ふうに やって いくのが なら はし 

だ。 ……うむ、 「白壁の 香の なまなまし 宵の 雨」 か、 これ は 前の 句の 「よき 門の 家」 

と卽 きすぎ る、 もっと 離れて なきや ァ いかん。 . そり や あ 門に 箒 目の あるの をよ むな 

ん かより ァま しだ。 が、 ともかく 前の 句の 「門」 のなかへ は 決して 首 をつつ こんお 

やい けね え。 うう む 、，「池 あらや 鵞の聲 のす る 夕まぐれ」 か、 これ ァ よから う、 鵞 
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鳥 もよ くみつけ た。 ^鳥と いふ やつ は 犬と おなじく 知らない 人 をみ ると 鳴く も の 

だ。 だが 「聲 のす る」 は、 「聲 遠き」 とした はう がいいな。 そこで 

9  -, 『池 あ， 0 や. P の聲 とほき 夕まぐれ』 

こ れで よし。 •. …： .  ：  、 

t.^ 十 句が また 「雜」 だが、 やはり 戀 でもい い。 俳諧の 戀と いふの は、 戀に 關聯し 

たす ベて を ひろく ふくめて いふの だ。 あとの 者が 附 けいい やうに 戀 をよ むの を 「よ 

ぴ だしの 戀」 といって、 第 八 句の 「ふ， 0 かへ， 0 みる」 など はま づ これ だが、 鵞鳥が 

出て きち まった。 なに、 「小 問 物賣. 0 のはッ とたた やむ」 か、 ハハ" これ ァ珍 だ、 

「はッ と」 は 「驚く」 ので、 「たた やむ」 んぢ やねえ、 それに ここでた たづん や 

ァ、 ； ig. の 「ふり かへ りみ る」 と觀音 びら きになって おもしろ くねえ。 いやいや ここ 

へ 白壁の 土藏を もってく るの も おんな じ 理屈で やっぱり いけね え。 うむ.、 ^侶と 

か、 坊さん をよ ぶに メ 御坊 だな、 うむ 「御坊 をよ ぴて」 か。 これ ァ 「とめて」 だな、 

「急に 風呂た く」 か。 よろしい。 


^ 『御坊 をと めて 急に 風呂た く』 

ところで これ は釋敎 だから、 無情 ゃ述懷 もお の. づ から 出て こよう もの、 第 十一 句 

はもう， 一 句 釋敎と 行っても いい、 やはり r 雜」. で、 季 はまへ に 秋が あるから 秋 は 避 

ける。 五 句 は あ ひだ を 置か なきや ァ いけない。 「春秋 五 句 去り」 だ。 まへ に 月、 萩 . 

白 と 秋が 三 句 つづいた が、 あのと き は 五 句まで つづいても よかった の だ。 なに 

「救々 の 誤診 を. おも ふ 鄙の 售師」 か。 どうもなん だな、 すこし 屈した な。 狹 いとこ I. 

ろへ はいって 動きが とれな ぐなる の を 屈する とい ひ、 これ を-? しり どくの つ J^J と W 

あはせ て 「返 屈」 となる。 醫者 ぢゃァ 『糸 脈の 切れ はてて よう 早 七日』 …… ん？  I 

糸 脈 は 相手が 高貴のと き だが、 それば かりで なく、 これ は 阿 彌陀の 手に も かける。 

つま. 0 病床で 死に 臨んで 五色の 引接の 糸で あみだ 佛に すがる わけ だな。 さう、 議、 

無情 もなかな かむ づ かしい。 戀の 無情？ それ を うらむ のか。 、ノ ハ ハ 『すてら. れて 

くねる か li? の 離れ 鳥』 …… 『憂き ははた ち を こ ゆる 丸顔』 これ ァ不 美人で まだ 賣れの 

こって るので 美人なら ば 『迎 へせ はしき 殿よりの 文』 となる。 …： ： さあ、 まだ か。 


これ ァ いまの 「雜」 に すれば 『迎 へせ はしき 夜の 自動車』 だ、 、メ  、ノ.  、ノ …… さあ 冗談 

はおいて ここ はやつ ばり 無情 または 述懷 のしみ じみした ものが ほしいと ころ だ。 述 

懷 といっても、 噂 はいけ ねえ。 「何々 とやら」 「何々 とか」 いふ やうな 云 ひかた だ 

な。 うう む、 これ ァ わるくない、 だが かう あらためよう …… 

n 『力なき 灯に 勳 章の 輝きて』  , 

さあ、 このつ ぎ 又は その 次 あたりで 月 を 出す ことになるが、 いづれ にしても、 抽 

象 や 附サ はいけ ねえ。 なに こんど ァ 早い a^、 「隣り の ラデォ わめぐ 歌聲」 か、 見つけ 

かたは なかなか おもしろ いが、 「歌 聲」. はいけ ねえ、 「鷲の 聲」 がすぐ 前に ある。 

「夕風 さむく 霧 香 をた く」 か、 うむ、 だが これ も 「焚く」 がちよ つと 前に 風呂が あ 

るから な あ。 …… 「あやされたり ゃ寢顏 わら ふ 子」 これ ァ戀の 句に もなる。 「雨 さ 

ぴ しくて 靈魂 ただよ ふ」 これ ァ 「魂 まよ ふ蕭々 の 雨」 とで もす るの だな。 さう だな 

、 

あ、 やっぱり 「隣り のラ ヂォ」 か、 「聲」 はやめて かう しょう。 

『憐. 9 の ラデォ わめく わ， 5 なさ』  , 
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さあ、 第 十三 句 は 夏 だ。 夏 は 一 句です てても いいし 季 なしが 五 句 も つづいた し、 

ただ 秋で ない 季を 入れれば いい。 水 や 山の 使 ひかた に氣 をつ ける こど だ。 よし 早い 

ど。 「打 水に よりそうて みる 夏の 月」 か 「よりそ ふ」 はへんて こだ。 「打 水の 早く 

も 乾く」 とで もす るか、 さあ、 つぎ、 早い とこ。 ラヂォ が やかましい ばかり おや 話 

になら ねえ。 よし 「月の 夜の 逢瀬に 木蔭 もとめた る」 これ ァ 「夜」 がいら ねえ。 月 

を みんな さかんに 出し はじめた が、 月 だからといって 夜た ァか ぎら ねえ。 r 鳶の輪 I 

の はづれ にけ ろり 夏の 月」 なんど ァ平 句と しちや ァ 人が あっと 感心す る 句 だ。 な § 

に、 「夏の 宵椽臺 にだす 將棋 盤」 か、 川柳 だな。 「碁の 工夫 二日と ぢ たる 目 を あき 一， 

て」 「一輪 ひらく 窓の 与藥」 かう こなき やい けね え。 うむ、 「あげ 潮に なりての 夏 

の八ッ あがり」 か、 なるほど これ ァ， 見つけ >、 だが 「なりての 夏の」 がいけ ねえ。 

ええと 「風な まぐ さき」 だな。 また 「八ッ あがり」 つて こと ァ ねえ、 さがり だ。 

^ 『あげ 潮に 風な まぐ さき 八ッ 下. 9』  . 

これ は 「風む しあつき」 とすれば 季が はっきり する。 さあ こんど ァ第 十四 句 目 か • 


季 はいつ でもよ し、 題材 も 月で もよ し、 戀 でも. よし、 さう、 「裏」 になった の だか 

ら どこへ 入れても よし、 また 月で なくても 名所な どで もい い。 - 

なほす こと はたい せつで、 七 部 集な ど 芭蕉 はなん ど 直した かわからない。 だから 

芭；^ が 死んで から 弟子の 句が 見劣りがする やうに なった。 ー卷 まくの はま づ六 句。 

つぎに 十二 句、 また 十二 句、 その あとがまた 六 句で、 あはせ て 三十 六 句になる かも 

「歌 st£」 また 「鯉 鱗 行」 などと いふの だ。 さいごの 句が 揚句で、 このと き 香な どた 

いて 祝 ふこと は 前に もい つたと 思 ふが、 その まへ の 句 を 花の 座のに ほひ の 花と い 

ふ 。ひと.. 0 で やる の は獨吟 歌仙 行で-まあ 百吟を ひとりで 十 冊^ やれば 宗匠ら しくな 

る。 それ以上の. は 矢, といって 西 鶴な ど は ー氣に 三千 句 も よんだ。 r 大 矢數」 など 

とつ • ひゃく もん  -  , 

が これ だが、 宗因 にも 「十 百 韻」 が ある。 

つけ かたに は、 貞德 のころ は 「四ッ 手 づけ」 なん， どと いって 前の 句に べたべたに 

つかけ たのが あるが、 芭蕉 も 禁じて ゐ るし、 感心し ない。 うむ、 なんだ？ 「波 

蹴た てく るモ オタ アポ オト」 「蠅 のた かれる 古き 干 網」 「け ふ ど 封 切る 梅酒の 逢」 
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うむ、.' 「砂濱 の レ ェ 〃光れる 暑さ かな」 か、 こんど ァ 早い 早い。 「たかれる」 は 「光 

れる」 の あとに おけば 「たか. 9 し」 だな。 ……  - 

こ の邊， 5 は 私の 記 錄が不 傲の ため、 第 十四 句 以下が 遺慽 ながら は つきり して ゐな 

い。 それば かりで なく、 この 最初の ー卷が 果して まきを へられた か 否か さへ 不明で 

ある。 戰災で 弟た ちの メモ も燒 けて しまったし、 第 寸四句 以下 を 紹介し えな いのは 

甚、 冗 ざんねん であるが、 か. 0 に 揚句までの 三十 六 句が そろって ゐて も、 露 梓 の 評 話 

がそれ に 伴な つてね ない ので は ほとんど 意味がない。 この ころから 世情 やう やく 多 

端 を 加へ、 應召 出征な ども 相つ いだので、 あるひ は 最後まで はいかなかった ので は 

ないか、 ぃづれ^^せょ私の記錄は、 第 十三 句まで しか 明瞭で ない。 

. 〇 昭和 十六 年 (一九 四 一 年) 五月 十七 日 

「牡丹 をボォ タンと よませる の は、 和歌の はう ぢゃァ ときたま あつ て も、 悱諧ぢ^- 
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ァ よろしく ねえ。 .  ■  * 

二輪 活けた などと いぶの もい けね え。 花 は 偶 數にァ 活けない もの だ。 

諸君 はすぐ 「ひとり」 とか 「寺」 とか を 出して 淋し さ を あら はさう とする が、 こ 

れ ほど 古い こた ァ ねえから、 氣を つけなき やい けね え。 

この キセ〃 だが、 やたらに 馬子に キセ产 をす はせ るな ど は 損 だ。 馬子 張りと い c;- 

て、 馬方 用の 煙管のと くべつな 張， 0 かたが ある。  . 

いやしく きこえた， o、 世俗す ぎた， 0 する もの ァ 避ける こッ たな。 色 蕉は俗 を きら 

ひすぎ る ほどきら つて， る。 俗が 多くち や 風雅に ならね え。 一茶が 俗の あっか ひがう 

まいから といって、 やたらに 眞 似るな あ 禁物 だ。 連句に ァ大俗 もときに はお もしろ 

いが 發 句に 俗 はいけ ねえ。 また、 そこち にあり ふれた 寫實 なんども いけね え。 

『はしたな きもの 中庭の 廛』 (露 俘)  . 

これ ァ なんでもない 附句 だが 衆評が わるくなかった の は 目の つけどころ でも 買 は 

れ たみ か。 
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「くせ」 とい ふ ことがある。 「春の 海 ひね もす のたり のたり かな」 なんど ァ くせの 

ある 句 だから、 あとに 附け るに は そこ 用す る こと だ。 まさか 「ひよ ろ. 9 ひよ ろ 

ら」 ともい くめえ が、 ハ ハ ハ。 とも •  かく 「くせ」 の 句の つぎの 句ば 却って やりい い 

もの だ。 

やりい いといへ ば 謠曲を もってく ると 作りい い ことがある。 

散逸 十八 句と いふの は、 例の 嵐 雪と 越 人の 連句が 芭蕉に 切られて 十八 句 だけ 殘っ 

てゐ るネれ だ。 もとはた しかに 三十 六 歌仙だった らう。 

一 句附， け を 試みる の もい い。 たが ひに 出しあって 一 句 だけつけ るの だ。 ……け ふ 

は、 みんな 氣 勢が あがらね えな あ。」 …… 

この、 量的に も 不十分な 記錄 は、 遲參 のた めで あらう。 さらに 、「次回 は 二十 九日 

(木) 午後 六 時半」 と ありながら、 その 日お よび 爾後 九月まで 記錄 がな いのは 私の 

缺席ゃ 暑中の 休會 のた めであった らうと 思 はれる。 
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〇 昭和 十六 年 (一九 四 一年) 九月 二十 七日。  • 一 

席 題 は 「露」 「虫」 「萩」 で、 例によって 露 伴 は、 われわれが 考 へて ねる あ^だ 一 

に雜談 をした。  . 一 

『みみす』 を 「歌 女」 と 書く ことがある。 みみ やが 窗 くと 世に いぶの ァ、 じつは 「け 一 

ら」 だら う。 メ  メズ は 鳴く めえ。  ^ 

. 『けら 鳴く や 高 梁の 閽 藩の 闇』 (露 伴の 句 か)  . 

AJ ほろ ぎ を餓ゑ させて おいて 泥 鯖 をく はせ ると 骨ば か. 0 こまかく のこす はや だ。 一 

虫 はもち ろん、 鳥なん どで も 名前が わからね えで 困る のが ある。 蘇 東坡の 詩み 句- 

に 鳥の 名の  わから^い  の  を よんだ  のが あるが、  いつだつ たか 鹽原 へい つ たと き、 

「ひ ィぅ、 ひィ う」 となく 鳥が あって 名前が わからね え。 そこで、  、一 

『雲 こりて 岩 を はなれぬ この 朝  一 
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杉 むら 深く ひいう 啼 くな り』 

みづ ご！ 6?、.9 

とやって みたが、 その後 土地の 古老に あって 名前 をき くと 「水戀 鳥」 だとい つ 

た。 歸 京して からしら ベて みると、 ただしい 名前で、 西 行の 歌に もあった。 

よし、 け ふ はおれが よみあげ るから、 點 はめい め， いが 氣 にいった のに 入 れる がい 

い。 …… うう む。  V  .. 

T 鈴虫の 鈴 を かどへ て 留守居 かな』 が 六點、 . 

『飯盒 を 流. るる 露 や 夜行 軍』 が 五點、 •  - 

『露お りし 公園の ベ ンチ 灯のう つる』 が四點 か。 

鈴虫の 鈴 は 願 はしからざる 言葉 だ。. かう いふの ァ ひとりで きめた 「てづり」 でか 

まきり の 鎌なん ども やつば り 「てづ つ」 だ。 まあ 談林 調なら いざ しら や、 舊派 (さ 

蕉) となった らもう 通用し ねえ。 芭蕉 以前なら かう いふの もお， もしろ がられる が。 

飯盒 はそんな に 大きい もん ぢ やねえ。 また 行軍 中に 前. の 者の 飯盒 をち より とみる 

とい ふの も を かしい。. 
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露 はよ つぼ ど 更け なきや ァ おりね えもの だ。 ベンチに 灯が 映る-も 古く さい この 

「朝露に 下駄の 緖 ぬらす 散步 かな」 など は 「ぬらす」 が へんだ、 「ぬるる」 だな。 …： に 

われわれ は 露 伴の 俳 話 をき いてね ながら、 露 伴 自身の 句 は、 句集 も 見ない ままに 

案外 數さ へ しら や、 そのく せ たまたま 知って ねる 句 を 席 題の ときな ど 思 ひう かべ る 

と、 着想 を 模倣す る ことがあった。 右の 「飯盒 を」 の 句な ども 露 伴の 「名月 や」 の 

句 を 校 倣した こと は ほぼ あきらか である。 

『名月 や 露の 流る る鐡 兜』  , 

こ の 露 伴の 句 もい つ ごろよ もれた もの か、 われわれ はさう いふ ことな ども しら 

や、 また 生前つ ひに たづね もせす、 思へば まことに ざんねん ごとで あるが、 かねて 

から、 露 伴の 話と は關 係な く、 私 は 右の 句、 そのほか いくつかの 露 伴の 句 を、 弟ら 

にもき いて ノオトの 餘白 へつらね ておいた。  * 

春霞 國の へだて はな か. 0 けり 

獅子の 子が 親 を 仰げ ぱ霞 かな 
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蘆い まだ 芽ぐま や 春の 水し よろ. o  . 

名月 や 露の 流る る鐡兜 • 

船つ，？ や 厚着す ぎた る 肩の 凝り 

藍 甕に 鼠 ちょろつ く 夜寒 かな 

,、 

右のう ち. 「名月 や」 が 哨兵 を よんだ 句 だとい ふこと だけ は 何 かの 折に 露 伴から た 

しかに きいた ことがある。  . 

この 日 はま^ 「墨 苑圖 面」 とい ふ 黒の カタ. ログ (墨 譜) をみ せて もらった。 その 

ときの 談話 は 三 三 頁に すでに 紹介した が、 なほ 少々 それ を 補ぶならば、 . 

r 徽宗 帝の 擦した 印肉 は ほかの ものが ぼやけても いつまでも 新鮮 だ。 いい もの はい 

い」.  、 

しょ ハ， つ 

「筆の 鋒が ながくな つたの は 柳 公 櫂 あたり からだ。 そのころ の 諸 葛の ェの筆 はい ま 

はねえ」 

「紫 毫の筆 はたい した もので、 かすれな ど 一 つもね え。 筆の いい 毛 をぬ いてお いて 
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それで 乂 一本つ くると いふ ふうに した さう だ」 

「墨譜 は、 日本の ぢゃァ やっぱり 日本 橋の 古梅 園の かな」  、 . 

〇 昭和 十六 年 (一九 四 一年) 十月 十 一 日 

「今の 世 は、 桐に はいった 鷄 みて えだ。. 右翼の 極端な やつらが、 くそえば りに えば 

つてる が 困った こった。 近衞 もー發 やられた. とかき くが、 人の 矢が ささる ために 押 

し 出されたん だから 仕方が ねえな あ。 あれ はすつ かり 楠 木の f 稾 人形に なって る。 大 

臣は みんな さう だ。 おれの 附句 だが  . 

一， 

『うき 世の 馬鹿が 大臣になる』  . \ 

大臣になる くれえ が うれしくて 大臣になる んぢゃ あろくな こた ァ ねえ」 

じつは この 話の まへ に、 漆器の 話 (ニニ 頁) ゃヂ ンギス 汗の 話 (二 四 頁) が あつ 

た。 なほ 前に は 省略した がデ ンギス 汗の 話で 「人間 は 破壊の 競^が すきな もの」 の 
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あとに 「ことに (何々 人) は 大好きお、 まったく 性が ちが ふ。 猛獸の 智慧の ある や 

つ だから かな はねえ。 奸智の ある 毛 物 だな 、これが デ ンギス 汗に やられたん だから、 

さあ ヂ ンギス 汗 を 一 そう 毛 物 あっか ひに しない ぢゃァ ゐられ ねえ」 とい ふ 言葉が あ 

つた。  ， 

「さんま はェ モチ がだい. じだが、 その-ほろ にがさが 今 はねえ。 あゆ もェ モチ をと つ 

ちゃ ァ 食へ ねえ。 ェ モチ から 魚 は 腐る が、 しかし ェ モチ をと つち まっちゃ ァ、 あゆ 

やさ. んま はほんとの 味が ねえ。 さう さ、 けっから 腐るな ァ さわらば かりさ」 

「昔の 男の子 はよ くいく さ ごっこ をレ たもの だが、 いまの 男の子 は、 いくさ ごっこ 

は 却ってし ねえ やうお。 これが 世の中 かなお」 

「この 十六 日から 魚が 一 そう 手に はいらなくなる さう だが、 營養 不良で 病人ば かり 

多くなる か。 はんぺん、 かまぼこ も、 今の 世の もの はぁぷ ねえ。， ど K> でも ここで も 

病人 を かか へ. て、 儲かる の は藥屋 ばかり だとい ふ。 着物 もス フ だし、 ことに 足袋の 

ス フ なんど ァ 感心し ねえな。 雲 南の 苗 族なら いざ しら や、 足の裏に 脂 をつ けて 岩山 
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にの ぼる わけに もい くめえ」 ……  ， 

露 伴 は、 新聞に 出ない ことな ども かなり 知って な^。 また そのころ 人種の 特性な 

どに づ いても いろいろ 語った が、 それら は 今 はしば らく ひか へ ることにす^<^。  

「『名月 や 客 を 送りて 橋の 上』 か。 これ ぢゃ 送った あとで 獨 りで 橋の 上に ゐる やう だ 

から 「溪の 橋」 とで もす れァ いい。 「名月 や 濡椽の 露し とどなる」 これ ァ 名月と 露 

と 二つに われて ゐ る。， 「一億の 心の 寄る やけ ふの 月」 こら ァ 芭蕉の 「秋 ふかき 心の 

寄る や」 を 思 はせ るか.. 七 担 だ。 うむ？ いや、 新聞の 投書 句な ど は あんまり 見ね え 

はう がいい。 ひい 近い 低い ものに、 とかく 人 は ひかれる もの だ。 それよりも 昔から 

の い. いもの をみ て、 .H 分の 句 を 引き あげる やう 化し なきや ァ いけない」 

「新 そば」 はむ づ かしい もの だ。 『三日月の 地 はお ぼろな り そばの 花』 とい ふの が 

あるが、 これなん どァ 「地 はお ぼろ」 がうまい の だ。 一茶 は 信 濃の 勇 だが、 そばの 

句に いいの はねえ やう だな。 たべる そば は， 「そば きら」 とし なきや ァ食 ひものに な 

ら ねえ」 —— 


なほ 柳の 散り かたに ついての， 話 は 前 出 (ニニ 頁)、 また 今回の 總評 として は 「と 

くに 拔 きたい 句 もない」 と 露 伴 はいった。 — 

「酔諧 の 試合に は 例の はらみ 句 をして いくこと がかな り ある。 甲乙 兩 組から 一 人づ 

つ 出て、 隱 した 題 をみ て卽吟 した もの を. 1: 者が みくらべ、 それから 例の 難陳 など も 

ある わけ だが、 かう いふ 試合 はもと もと 俳句よりも 狂歌の も W だ」  

〇 昭和 十六 年 (一九 四 I 年) 十月 二十 九日， 

「雲の 句 はと かく 夏 や 春になる か.，^、 氣を つけなく ちゃい けね え。 うむ？ 電線の 

獻 ずに 秋の 雲が かかって る？ 服 ぢゃァ あるめえ し。 秋の 雲 はたかく、 春の 雲 は ひ 

くい。 S の 雲 は. かがやき、 冬の 雲は黑 い。 ，  ， 

『すいすいと 流れて 早し 秋の 雲』 (露 伴の 句 か) 

「すいす い」 で 秋ら しいんで、 この、 雲が 「湧いたり 消えたり」 はいけ ねえな。 せ 
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めて 

『來 りけ り 又 去 5 にけ り 秋の 雲』  ，  , 

とで も すれば、 なんとか 姿が 整って くるが …… 」 ノ  -  . 

「うむ、 冠木門 か？ 柱に 衡木を わ した 門で、 郊外な どに よく ある。 もちろん 句 

にっかっても 結構 だ。 だが、 これ ァ 何も 門から 送り ださなくても いい。 旅へ 出る ひ 

と を ^るの は、 しかし わり あ ひいい 句が でき やすい もの だ。 その 反對 に、 こっちの 

は 結婚 祝； 5 の 句 だもう-が、 祝 ひの. 句 はいい 句に ァな りに くいもの だ」 —— 

この 日 は-菊に ついて 長い 話が あつたが、 それ は 二 〇 頁と 二 九 頁に すで に 紹介し 

た。 ——  .  ^-. 

「狂歌の は うぢ や、 兩 方から 歌が 出て くるので 「角力」 とい ふが、 俳諧に や アベつ 

にさう いふ 言葉 はない。 ところで、 どう だ、 そろそろ できた か…… うう む、  Z 

いつ ァ どっち もどつ ち だな あ。 

右 『秋風に 吹き倒されし 案山子 かな』 - 
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左 『豊年の 祝 ひに 案山子 さきだちぬ』  * 

案山子が 倒れたん ぢゃ 句に ァ ならね えが、 祝 ひに 先 だつ なんど ァ まるで 案山子が 

步 くやう でい つそう を かしい。 倒れた はう がま だし も步 くよ， 0 はまし だろ、 右が 勝 

ち だ。  ， .  ，  - 

つぎは 「湯 あがりの 子の 椽に あり 雁 わたる」、 かこいつ ァ いけね え、 夏 だ。 …… 

さう か、 もう 一句 あるか。 それで は 

右 『渡る 雁 月のお もて を 通りけ. OJ 

左 『繪 物語 こころに きこ ゆ 雁の 聲』 

うう む、 月のお もて を 雁た ァ どうも 平凡 だ、 といって 繪 物語 は、 抑へ る ものが な 

いとだめ だ。 この 勝負 は 持ち だな。 一 < 

右 『ハイ キ ヅグ 目に しみい る や 唐が らし』  ， 

左 『人け なき 納屋の 裏手 や 唐が らし』 

- 納屋の 裏手 はみ つけた。 それに くらべる と ハイキング は 雅味 もと ぼしい。 これ ァ 


一 143  ―' 


左の 勝ち だ。 

右 『一口の 水 をのみ たし 唐が らし』  一 

左 『軒の 端 や 見て さへから し 唐が らし』  . , 

これ もな あ。 いいの ァ 「のきの はや」 の 五、 字 だけ だ。 見て さへ かれえ なんど ァ、 

干して あるの がいきな り 味に な るんだ からへんだ。 勝負 はもち だ」 —— 

、 

斷績， 的ながら 小一 年 も 露 伴の 話 をき いて、 いかに 素人の 卽吟 とはいへ、 なほ かつ 

右の ありさま では、 露 俾も內 心 ほと ほと 愛想が つきた であらう。 しかも 露 伴 はこの 

後 さらに 一 年間 も 俳句の 相手に なって くれたの である。 —— . 

.「 狂歌 ぢゃァ 持ちのと き は、 判者が 先に 讀ん だはう を 勝ちとす るし、 また 判者が そ 

めと き 狂歌 を 詠んで 判 をす る こと も ある。 俳諧 ぢゃァ かう いつ た 試合 はまった く 座 

奥-だな。 それにしても 遲吟 はいけ ねえ。 iSiE 州 in 上の 關 などい つて、 信 州 人 は 玄關で 

一 句う かが はう とい ふの がすき だ」 

「カオ^ は、 香 居る だから 「かをる」 とおぼえれば いいので 「かほる」 ぢ やねえ」 


一 144  — 


「俳諧 は、 寒い ときの はう がいい もの だが、 歸り がつ らいね」 

「そろばん ぢ やねえ が 俳諧 ももつ と 攻め なきや だめ だ」 

右の 二 語な ど われわれの 怠惰 を 戒めた ものでなくて 何で あらう。 

「『日向 裸』 は 庶幾すべからざる 言葉 だ。 「ひなたの 媒」 だ。 この 「靑 銅の 屋根」 は、 

うむ？ 博物館 か。 それ ぢゃぁ 前が きが なきや わからね え。 かう いふ 屋根 はめった 

にね えから。 いや、 …：、 • ひねって はいけ ねえ。  ； 

『うらやまし E 心 ひきる とき 猫の 聲』 

7 んな句 だ。 これで 越 人 は 芭蕉の 载に 入らない〗 

「『大陸に-秋思 はする 風 ふきて』 うむ、 これ ァ滿洲 からか。 さう だな これ は …… 

『大陸の 雲 ものい はや 秋 立ちて』  ■ 

とすれ. ばよ くなる」   - 
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〇 昭和 十六 年 (二 九 四 一年) 十一月 十一 日 

「分裂 ス ベ カラ ズ、 願 ハ シ カラ ザ ど 言葉 ハ避 ケョ」 (記 錄) ああ いくたび 同じ 言葉. 5^ 

われわれ は 露 伴に 云 はせ たこと であらう。 「うん？ 『しめきりに 句 もまに. あはぬ 

夜 祭 かな』 か。 『句 も』 は 『句の』 だ」 と 露 俘 を 苦笑 させた 不甲斐ない 弟子 どもで 

はあった。 「句が できたら いくどで も よんで みる。 へんな ところが あれば そこが 落. 

ちつかない から、 落ちつく までな ほせば いい」 ああい くだび 同じ 注意 をう けた こと 

、 0  ， 

力 

この 日露 伴 は 依然 奧拔 きをせ や、 聽き 手が かねて 提出して ゐた句 はい は ゆる 衆議 

判に まかせた が、 そのけ つく わ 

『舞 ひ 舞 ひて 我 を 追 ひぬ く 落葉 かな』  . . 

とい ふ 句が 一位に 入選した。 二位 は • 

『北風の 大竹 藪に 入る 日 かな』  •  - 
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とい ふので、 一位 は 弟、 二位 は從 弟の 句で ある。 いづれ も 露 伴の 手が は-いってね 

る はすで あるが、 その 2f かどの 程度の ものであった か は 今 あきらか でない。 かへ 

りみ るに、 われわれ 弟子 どもが 露 伴の ひじ やうな 好意に も かか はらす、 每度 いふ 親 

ありがた さに なれて 精進 を 怠った ので、 露 伴 もこの ころ は 何となく 氣 のりが し 

なくなって 奧 ぬきな ども あへ てさし ひかへ たので あらう。 しかも われわれ は、 露 伴 

の奧 ぬきが なくなった KJ と を 甚だ 物たり なく 思った ものである。 罰 あたりの ことで 

はあった。  、  . 

「みんなが 句の よしあし をお たが ひに 論じ あ ふの もお もしろ い。 け ふはい ささ か 難 

陳の氣 味 もあった な。 あら を さがす といへば 

『きつつき や 枯木お さがす 花の 中』  . ノ 

などと いぶの が ある。 - 

落葉が 舞 ひ 舞 ひて 追 ひぬ ぐと いふの は 見つけた。 大竹 藪に 入る 日の 句 だが、 丈 草の 

11 ほととぎす 大竹原 を 波る 月夜 j- 
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とい ふの が ある。 月 や 日が 洩れる の はお もしろ いもの： た」 ， 

卽吟の 席 題 も 露 伴 は聽き 手た ちに 選ばせた が、 そのけ つく わ 「冬の 朝」 「木 枯」 

「寒さ」 の 三 題が 選ばれた。 

「『木 枯に 二日の 月の 吹きち るか』 (荷 兮) 

荷兮 はかう いふ 繪 になる 句が とぐ いで、 三日月よ AN も ほそい 二日 月が 吹きち る や 

うだと いふ こころ だが、 文法 は あやしい ものの、 風情 は なかなか ある。 吹きち るな 

ん どと いふ 言葉 は元來 はなから う。  ノ 

『木 枯の杲 はありけ り 海の 音』 

これ は 言.^ だ。 …… いや、 席 題 も 諸君が おた が ひに や は. 9 點を 入れたら よから 

う。 …… うむ r 厕 にたちて そっと 子 をみ る 夜寒 かな」 ー點 か。 これ ァ もっと 工夫. が 

要るな。 「風 や 盛り場の 灯の まばらなる」 ニ點 か。 盛り場と 疎らの 對照 も. あま. 0 効 

かない やう だな。 「木- 枯ゃ村 はづれ なる 石 地 藏」、 ほう、 これが 四點で 最高 點か。 

「村 はづれ なる」 は 曲がね え。 もう 少し 考 へて みるんだ な、 地藏 さまが 古いと か缺 
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けて ると か、 なんとかもう ちょっと 工夫す るのお。 ぅぅ^? ：… 「首の とれた る」 と 

してみ ようか、  . ，  . 

『木枯 や 首の とれた る 石 地藏』 

かう すると すっとお もしろ い。 「老木. み 切りた ふされし 塞 さかな」 か。 どうも 平 

凡 だ、 これ は 

『大木の 切株 白き 寒さ かな』 _ 

だな」 —— - 

次回の 會は 二十 六日、 提出 句の 締切 は 二十 二日 (土) と きめられ たが、 私の 記錄 

に は 「コ ノ 日伯 父上 御病氣 休講」 と 補 入され てゐ る。 宿題 は 依然 「冬季 雜吟」 であ 

つたが、 記錄. に はさら に 左の 二 行が ある。 、 

「伯父 上 柱ノソ パ 一一 立タ レ、 背中 "柱-一 ッケド 後頭部、 ン ッ カズ ヮガ背 曲 リタ リト云 

ハレ タリ、 可悲」 
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〇 昭和 十六 年 (一九 四 T 年) 十二月 二十 一日 、  . . 

一  一 

すでに わが 國は 眞珠灣 奇襲 を 敢行した あとで あつたが、 露 伴の 俳 話 は ひきつづい 

てお こな はれた。 I .  - 

「水仙 はめで たいこと に 用 ひる もの だから、 埃り が ついて ゐる などと いふ 句 はよ く 

ない」  一 

「煤拂 ひの 句 は、 いったいにむ づ かしい もの だ」  ^ 

「人情と して は當然 だとい ふこと が必 やし もい い 句に. なると はか ぎらない。 『しう 一 

とめの 出た あとぬ くきこた つかな』 なんど ァ、 人情 はたと ひふつ うで あっても かう 

いふ 句 はよ ろしくない」 ——  - 

づ くし  - 

この 日露 伴 は 天 保 時代の 『俳諧 職業 盡』 とい ふ 本 を 見せ V くれた。 

「この 時代の いいはう の ものが 集って ゐる わけ だが、 レ かし、 いったい 時代^ち が- 

ふと 何 か 別の 國の  ひとの 話 をき いてる やう だな。  この 時 ^ 句に ァ 細工が あって、 


みんなち よつ と 素. <ば なれの した 口の きき. やう をして なる。 そこが 今と ァち がふな。 

それぞれ 宗匠 ぷっ， たと ころがあって 句 f がか はって ゐる」 ——  . 

『俳諧 職業 盡』 は 乾坤 ニ卷、 天 保 十三 年 三月 刊行で 「選者 茶靜。 校合 梅 令」 と あ 

り、 編 慕 は 「春の 部」 以下 四 部、 それ を さらに 左右に わけて 

二番 左 元日 右 霞  ノ..  . 

二. 番 左鶯 右 蛙 . .  • 一： 

三番 左 梅 右 柳 …… 」  m  . 

さう して、 さいご は  ， 一 

「三十 六番 左煤拂 右 歲暮」 •  ， 

となって ゐた。 なほ 印刷で ない 奧書 があって 

「撰者 井上 淸七 • 

, 筆者 松 本董齋 , 

. 畫師橘 尙山  . . 


彫工 飯 田 源 三 

. 江戶 日本 橋 通 四 丁目、 書林 須原屋 佐 助」  , . . 

の 五行が あった。  ， 

「緒 入り 本 だが、 べつに 繪は 句と 關係 はない。 淸七 といぶ ひとの 俳號 がた ぷん 茶靜 

なの だら う。 また 董齋 とい ふ ひとは わり あ； 5 上手 だ。 職人 づ くし は、 俳諧：^ けで な • 

く 和歌の はう にも あるが、 職人と は 大工、 左. 官 はもち ろん、 虛. i 一 僧 や 琴の 師匠な ど . 一 

も 含めて いふので、 それらの 職業 を 季節に あはせ るの だ。 職人 を 露骨に 出して はお お 

もしろ くない。 仕事に したがって よんで いくので、 これ はおれの 昔の 句 だが、 1 

あ-ふぎ ぐら 

『吹け や 吹け 扇 車 に靑 あらし j- (大工) 

『荒 打に 塗り こむ 風の 木の葉 かな， n  (左官) 

『屋根 ふきの 笠に とんぼの 眠， 5 か. な』 (屋根 や) 

の やうに する。 屬車 は、 屬を ひろげた.. の を 三つ葉 形に 圆く ならべ 上棟式の ときに 

立てる もの だ」  ， •  • 


} 


「非 句 はねば るよりも、 ひよ ッ とでき たはう が本來 はいい。 しかし その ひよ ッ とで 

てく るまでの 努力 もたいせ つで、 例の 『ほととぎす ほととぎす にて 明けに けり』 な 

どが それ だ。 またお のづ. から 風雅で ある こと もた， いせつで、 『燒 けにけ りされ ども 

花 はとり すまし』 なんど ァ よむ 人が 風雅で なければ できない 句 だ」 

「ー卷 まいて 宗匠に 見せる とき は、 招んで ご馳走な どす るの がなら はし だ。 また ほ 

かの 宗匠に 見せる こと も あり， さう すると 見方が ベ つになる の も 又，^ もしろ い。 『鹿 

丁 を こんにゃくに 入れる 寒さ かな』 これ は 明治の 句 だが、 みんなから 罵倒され たけ 

れど， < ？^、 夜 雪 はかう いふ 句 を えらぶ たちが あって 大いに 褒めた さう だ。 選， 者に 見て 

もらった ぉ禮 は貞德 のころ は，^ 賃 といった」 I r 

右の 話 は、 われわれの 句 を 露 伴が 拔き 又は 加 朱して くれた もの を 誰かに 見て もら 

ふの もお もしから うとい ふ 話が でた ときの 言葉で、 露 伴 は 伊藤松宇 氏のと ころへ 持 

參す るが よから うとい つた。 

「松 宇 は 八十 いくつかで、 正風の ひと、 字 もま づく はない。 もしもう ひとりに 見て 
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もら ふなら、 ま づ凇根 東洋 城 だら うか。 この ひと も へんで ないひと だ。 いや、 〇o 

は粗雜 だ、 點賃 とりに いそがし いの ァ いけね え」 ——  、 

この 日 は 「俳諧 職人 盡」 の ほか、 あとで さらに 二三 册 やはり 繪 入りの 本 をみ せて 

もらった。 

「七十 一 番 職人 歌合」 獻， 集、 上中下 三卷、 檢校保 R- 一  集。 

「職人 * 發 句會」 句集、 天地 ニ卷。 

「今様 職人 畫 歌合」 歌集、 上下 ニ卷。 11  、. 

せき まん 

「うむ？ おばけの 綺？ 妖化變 化 はま づ石燕 だな。 「百鬼夜行」 なんとい ふの が 

ある。 いまどきの 子供ら は、 ^なめ、 家 鳴なん ておば け は 知るまい、. " ハ "」 —— 

一 , 

〇 昭和 十七 年 (一九 四 二 年) 四月 三日 

この 日 はまた も 墨の 話 や、 稷の話 (一〇 頁) などが あつたが、 方 氏 墨 譜目錄 の 
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うちから、 例と して 第四卷 「博物」 の いくつか を 私の オト は 左の やうに 記錄 してね 

る。 

『大玄 山、 五岳、 百花 香露、 五淸、 三媚、 七 香、 俱飛蛱 蝶、 九英 梅』 —— ， 

「今回の 句 はどう もよ くない。 日ごろい いもの を、 芭蕉な り 誰な り を 見る やう. に 心. 

がけない からだ」 —— 

, まことに 慚愧 にたへ ない ことで はあった。 まもなく 卽吟 にう つる ことにな つて、 

「蝶」 「蛙」 「燕」 その他 たくさんの 題が a? た。 

"よく 知って ゐて も、 躑躅の やうに いい 句に なりに くいもの は 避けた はう がいい。 ， 

蝶 は 一 應 つくりい いだら う。 ほう、 早い ど 「わが 庭へ も 蝶は來 りぬ 春た けて」 か、 

これ ァ 題が 「蝶」 よりも 「春た けて」 で われる 氣 味が ある。 そこへ いくと、 ニ见ゎ 

れてゐ る やうで も  • 

『散る 花やみ な 蝶に なれ 蝶に なれ』 

など はわれて ゐ ない、 もっとも これ ァ 蝶で なく 散る 花の 句 だ。 , 
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『もし 鳴かば 蝶々 籠の 苦 をう けむ』  , 

これ ァ 蝶の 句 だが、 これでむ ろん われち やねね え。 …… なに、 「電線に。 ひび ッと 

尾 を ふる 燕 かな」 か。 r ひぴッ と」 はせ きれいだ な あ、 とれ ァ ちょ ク とどう も 底し 

やうが ねえ 。つぎは 虻 か (前 出 ニニ 页) それから 蛙 か、 「江 戶の客 耳 かたむく る 蛙 か 

な」 これ ぢゃ柬 京から 人が 來 たん ぢ やなく、 江戶 時代に なつち まった。 「江戶 の 客」 

はた だ 「まろう どの」 でい い。 

蝶に ァ 句が 重くな つち ゃァ いけね え。 おれの 句 だが 

『飛ぶ 蝶々 にわが 俳諧の 重た さよ』 (露 伴)  ，  . 

だ。 さっき 蝶と 春 を よんだ のが あつたが、 俳諧の 古歌に も 『花ち らふ 日中う らう 

は. そで 

ら舞ふ 蝶の 翼に のれる 泰の心 や』 この 『翼に』 は 『羽 袖に』 とも あるが、 いづれ に 

しても、 まことに 輕ぃ。 『盜 人の 晝寢 をぬ ける 蝶々 かな JT これ ァ いろは 歌留多 を も 

とに した 句 だが、 輕 くて しゃれて ねる。 例の 宗 因の f 世の中 は 蝶々 とまれ かく も あ 

れ』 かう いふお もしろ さはむ づ かしく、 さっき わが 庭へ 蝶が きたと いふ 句が あった 
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が おれのに 

あしがき 

『葦 垣 をへ だて や 蝶の きたりけ. nj  (露 伴) 

葷垣 をへ だつ る 仲と いへば、 仲の わるい の をい ふ。 蝶 は ー應 つくり やすいが むづ 

かしい。 虻 を 誰かが よんで ねたが、 あれ ァ晝寢 よりも 『虻に おはる る 春の 山道』 附 

句 だが かう いふい きかたが ある。 うむ、 汐干狩 か？ この、 女の 汐干狩 はどう も 品 

がわる く なりやす いもの だ。 それに. r 汐干 狩」 よりも 「汐 干」 や 「干潟」 の はう が 一 

いい。 川柳に 『給の 出る まで まくる 汐干 狩』 これ ァ女 ががん ばって ると ころ だな、 ^ 

ハ 、ノ ハ。 うむ、 燕と 温 か。 これ ァ いつだつた かや は， 0 壟 原へ おれが いったと き 燕 一 

がた くさん とんで ゐた ごとが あって、  . 

『ふるき 湯の 街の 日な か を 燕 かな，； j  (露 伴)」 —— 

「わからね え 言葉 はどうと もしゃう のね えもので、 「醉 眼纈」 —— 「纈」 は 「絞 纈」 

で、 「しぼ. o」 だが、 しぼりの 目が ぼう ッ として ゐる のか、 あるひ は よんだ 人が 醉 

つて ゐ たの. かわから ねえ。 ここ 幾日 かとき どき 考 へて みたが、 年寄りに なると、 苦 


にもし ねえで そんな こと を考 へる もの だな あ」 1 1  , 

露 伴 はこのと き 漢語の 句 を あげたが、 遣慽 ながら 私の 記錄は 「句 (聞 キト レズ) 

ヲ ァ ゲヲ、 千年 タ ッ ト物ハ ワカ ラナ クナ〃 .HK ハ レ タリ」 と ある。 しかしす ぐ その 

あとに  ノ 

「新 携五言 唐詩 畫譜 (集 雅齋藏 板) ハ ジ メ  -I 『唐詩 畫語 叙』 (錢唐 王 迪吉) 添 へ ァ 

リ」 と あるから、 • あるひ は aJ の 睿に關 係の あった 詩句で あつたか。 この 窨の 目次 

は、 賜 房 玄齡、 大宗 皇帝、 以下 多數が あつ- i^.。 ，  、 

「詩 を綺 にした ものに ァ ときどき おもしろ いのが ある。 詩歌 はかなら やし も 繪にァ 

ならない が、 しかしい いのは やつば. 0 たいてい 緒になる。 芭蕉の 弟子の 許 六 は 鰭 も 

かけた し、 输に すれば おもし^い 句 も 多い」 ——  ； 

つづいて 伊東の 温泉の 浴槽で 歌った 話 (三 一 頁) 以下の 雜談 にう つり、 星の 軌道 

と腦の 向きの こと、 眞{<^ と 有無の こと (三 二 頁) 音聲 のこと (ニニ 頁) タン。 ホポの 

と (二三 頁) とい ふ 順で、 この 日露 伴 は 酒 1^ を 手に しながら 縱 横無盡 にかた つ 
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た。 

私 は 俳諧 ノオトの^ かにべ つに 日記 をつ けて ねたが、 それに は 「晝間 俳句 會、 久 

. 々にて 伯父 上に あ ふ。 ぉ元氣 なり、 紀尾 井町 祖母 (露 伴 亡母) に似て こられし は 伯 

母上 (露 伴 妹) と 同じ。 玉 (露 伴 孫) 大きくなる。 綾子 (愚妻) より 視を入 學祝ひ 

(女學 校) に 贈る を もち ゆく。 句會 のこと は ノオトに ゆづる。 皆 怠けて 申譯 なし。 

夜 「現代 文學」 の會、 云々」 と ある。 露 伴 は 前年 末から そのころ まで 伊柬 温泉 その 

他へ 靜養 にいって ゐ たので ある。  . 

〇 昭和 十七 年 (一九 四 二 年) 五月 十日 ， 

前回の 集まり は 四月 三日の 神武 天皇 祭で あつたが、 この 五月 十日 (日) までの 間 

にある ひ は 今 いちど 會合 があった かもしれ ない。 もっとも 四月 十八 日に 東京 初空 襲 

が あり、 私 も 二十 二日から は 赤 羽の 兵器廠へ 學 生と-. 0 もに 勤勞 奉仕に 出かけたり す 
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ダ 

るな ど、 世情 も 公務 もやう やく 多端 を 加へ てきた ので、 私 ひとら だけが 不參 だった 

のか、 會 もじつ さい 無かった の， か、 それら は 今と なって は 明らかで ない。 

「森 なれ や、 といったら 「切れ」 だから あとに また 切れ をつ けち やい けね え。 廢驛 

に 草が もえる の を 見つけた の はいいが。 ：，：：  「i<f& やわれ は しづかに 草 をと る」 か、 

これ ァ もう 一段 ふン ごんで 考へ るんだ な。  • 

草が 萌 える 滿洲の 野に 羊が なるとい ふの は、 逆 だ。 草が 題 だし、 羊の 野に 草が も 一 

える と 逆にし なきやい けね え。 「をち こちに 名 もな き 草の 力 かな」 か、 これお や， S 

野ら しくない、 これ^^  -  I 

『大 荒野に 名 を 知らぬ 草の 力 かな』 とす るんだ な。  . 

「草む しろ」 を 草の 生えて ねる ところの 意味に つかつ ちゃ ァを かしい。 それから こ 

の 「草の 芽 や」 だが • 「や」 といや ァ 「なる」 にき まって る、 「なり」 ぢゃ いけね . 

$!。 . 

^吹が 散った 道 を 「黄金 道」 は 庶幾すべからざる ことば だ。 また、 山吹のに ほひ 


とい ふの もめった にきかない。 山吹のに ほひな ど は 幽玄す ぎてい かがと おも ふ。 

「井 さら ひ」 ならば 小さい 井 だから、 かう いふと ころに こそ 山吹 を もってき て 

『井 さら ひの 末 山吹の 疾き にけ り』  . 

とで も すれば いい。 

また 山吹が ほろ り は を かしい、 ほろ ろお。 これに 風の そよ ろ を あはせ て、 「風 そ 

よろ 山吹 ほろ ろ …… 」 とすべき だ。 

この 「ひと 莖の」 だが 「ひとくき」 r り も 「j 室」 といった はう がいい。 「煤煙 

の 港町なる 霞 かな」 これ ァ おもしろく 見つけた。 「いづこよ りこの 屋根へ きて 芽ぐ 

みたる」 これ ァ わかりにくい。 形から いっても 「何々 や」 が ほしい。 

今回 も あまりい いのがない な。  -  . 

れんげ 草の 句. が 少ない が、 つくりに くいの かね。 「げんげ」 といっても おなじ 

だ。 田に^い てゐ るの は、 こやしの ために^ かせ るんだ から、 ひとりでに 生えて る 

やうに した 句 はいけ ねえ。 堇 はかって に唉 くが、 げんげ は 田に 路ん ごんで 肥料に す 
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る。 神 さまに あげる のに 人糞なん どい ァけ ねえからで、 げんげ はもと もと 生える の 

ではなく 蒔いて 生やす もの だ。 こやしに は そらまめ もっか ふ、 水仙 もっか ふ。 もつ 

とも 肥料の そら 豆 は 粒の 小さい やつ だ。 『げんげ すみれの 畑 六 反』 の 「六 反」 から 

みても これ ァ薛 いた ものと いふ ことが わかる。 いまの 歳時記 はかう いふと ころが 不 

十分 だ。 すみれ は 萬 葉の ころから 日本人が すきな 花で、 東京の ちかく ぢゃァ に ほひ 

のい いのは 箱 根 や 下田に すこし ある。 

わらび は 蕨で、 凝の 字 ははつ きりし ない もの、 日本 ぢゃァ 天然に ある 野 豆が 「ぴ」 

だ ( さるす ベ. 0 も 「ぴ」 で、 赤 いのは 百日紅 または^ 穰で、 白 いのは 銀 薇と いふ。 

伯 夷 叔齋が 食った の は 「ぴ」 のうちの 野 豆 だら う。 なほ 三色 すみれの パ ンジィ はす 

みれ とァ もちろん べつもの だ」 

「いやな ことば は、 ね. 0 なほす 工夫 をし なきやい けね え。 俳諧 はヒ とばの もの だか 

らだ。 本 ももつ と讀 まなき やい けね え。 我流 ぢゃァ 一 つと こばかり 步く ことにな 

る。 ひとが 大勢 道を步 いていく の を 見り ゃァ そっちへ ついていくべき 道理が おの づ 
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から わからう。 我流 や、 それから 雜誌流 もよ くねえ」 ——  , 

この 日 は 書道の 話 (三 四 頁) や 世界情勢の 話 (ニー  頁) などが あつたが、 それ を 

補 ひっつ 他の 話 を も 加へ るなら ば、  - 

「裙遂 良の 「枯 樹賦」 は まじめな もの ぢ やない が 味が 出て ねる。 楷書よりも 行書 風 

だから、 これ ァ すこし 習 ふと 効いて くる。 いったい 楷書 はちよ つと ぐら ゐ 習って 

も、 なかなか 効かね えもの だ。 日本 ぢゃァ 日 下部 鳴 鶴なん かも 褚遂良 をなら つた。 

鳴 鶴 は、 穗の なが 1, 筆で や はら かくかいた」 

r 楷 ま：： は隸 書から 出た が、 漢の 末に ァ餘 書と 楷書の 中間 體も ある。 隸書は 右へ 水平 

さラ ぜん ぴ 

にむ いて 上へ 拔 くの だ。 曹全 碑が 參考 になる」 

「^元 章 (米 芾) はめ づ らしく 回 敎 徒だった が 奇人 だな。 あるとき 天子から 望みの. 

物 をつ か はさう とい はれて、 では この 硯を、 とその まま 懷中 にいれ たので、 ふと こ 

めいせき 

ろぢ ゆう 3 典ッ黑 になった。 名 石に うやうやしく 禮 をした ともい ふし、 別莊が ほし さ 

にある とき 名 石と 交換して しまったが、 あとで 石が 惜しくな つて 泣いた さう だ。 又 
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ある 者が 「初 墨 如何」 といって 米 元 章の 名 石に 唾 を かけて 墨 を こすった ので 元章大 

いに 愤慨 しそんな 石ァ 相手に くれてし まった が、 あとで 相手から まんまと 謀られた 

こと を 知って しきりに 口惜しが つたと いふ。 「書 史」 r 硯史」 なんど を あら はして 

ゐ るし、 ま：：： にも 石に も 通じてね た」 

「紙で は、 墨の 李 廷珪と 並 ぷのァ 澄 心 堂の 紙 だ。 五代の 末、 唐のと きすで に 名が あ 

つた」 

r 十返舍 一 九 は 香 をす こし 知って ねた。 蘭 奢 待 はいく へん もき くこと がで きる とい 

， 

ふところから 十返舍 とした。 曾 呂利も 香 を 知って. ゐ たし、 香の すきな 者に ァ 滑稽 家 

がしば しば ある。 香の 代用 は ドイツの シン メ〃 がいくつ もつ くった が、 前 大戰の 

とき 毒、 ガスの はう に遯. 9、 あと はふる はや、 フランスの コテ イイに 押された。 この 

シン メ〃  ゃコ ティ ィが 香で はま ぁ科學 的で、 東洋の はろ くに 記錄 にも 載って ない。 

香の 進步 ァまづ その 程度の もの だ， 一 —— 
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〇 昭和 十七 年 (一九 四 二 年) 六月 十四日 

「この、 金魚が 「赤し 赤し」 とい ふの は、 惟然の 句の やうに わざと 幼ない 言葉 を も 

つてき て 「赤い 赤い」 の はう がいい。 『梅の はな 赤い わ 赤い わ 赤い 花』 の惟然 だ」 

「五月雨の ころ は 琴の 糸 はグァ ィォ リンと ちがって、 濕 めって 切れ はしない。 この 

「積みす てし 鐵屑濡 るる 梅雨 か」 は 「積みす てし」 が へんな ことば だ 「ぬるる」 

も 要らね え。 

卯の花の ころ 月が 「冴える」 なんど ァ ものものしい。 

「、横ぎ ると かげの 早 さかな」 は 「とかげの よぎる」 だ。 いつも 「走る」 でなくても 

、、- •  0 

「包み 運びし だぼはぜ」 は、 たい へん 重い ものの やうで を かしい。 「よしき. 0 ゃ大 

東京の 端れ なる」 は 無難。 「いちぢく のい まだ 靑 くして 青蛙」 もま づ として、 つぎの 

苗代と 蛙の 句は兩 題になる からい けね え。 そのつ ぎの、 け ふ も 蚊帳 を つら やに 羽音 
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をき いたと いふ 句 だが， さう だ， 「藍 むらさきに 夏の 月」 とい ふの も、 それ どれ 見 

つけ どこ や 「紫」 の 趣向 は あるが どっち もな ほ 工夫が 要る。， 「游子 vri に 紙 貼る 家 や 

夏：； 者し」 これ ァ 芭蕉 もよ まない ところで おもしろ いが、 「紙 貼した る 暑さ かな」 と 

する か。 いや 「ねばした る」 はどう もま づ いな。 「紙の まつ はる」 も を かしい し。 

 つぎの、 くちなしと 梅雨 は、 これ も兩題 だ、 二つ あるとき は どっちが たいせつ 

かが はっきりし なきやい けね え。 うむ？ 「金魚の 藻」 か？ 松 藻 だ。 …… 俳諧 は 

かたこと 

短い からといって 片言 はいけ ねえ。 半分 だけい ふの が片 ことで、 菊の 懸崖 づ くり を 

「けんがい」 のた ぐ ひだな。 それから この 句 だが、 このた だ 着物 をき かへ るん ぢゃ 

ァ おもしろ くねえ。 蕪 村の 

『お 手 打の 夫婦な りし を 衣が へ』 

かうな ると 小說 めいて おもしれ え。 つぎの、 牡丹 を 切って 香 をた くなん ど ァ題を 

消しち まふ。 …… さあ、 みんなの 入れた 點 ぢゃァ どれが いちばん 多い。 うう む、 さ 

うだな、 やつば りこの 『風に のる 水車の 音ゃ靑 嵐』 がー 位 かな」 —— 
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右の. 句 は 前述の 露拌の 「吹け や 吹け 扇 車に 靑嵐」 を 聯想させる であらう。 意識的 

に また 無意識に われわれ はしばしば この やうに 露 伴の 句に おぶさりが ちであった。 

「よく わからない けれどし かも わかる の を 幽玄と いふ。 爾玄は 理屈 ぢ やねえ。 和歌 

の は うぢ ゃ景樹 はこと わるの をき、 らふ。 いつ どやの、 歌 はこと わるものに ならす、 

しら ぷる ものな， 0 だ。 理屈つ ぼい のァ いけね え」 

「『何々 し』 は 切れる から、 川柳に なりやすい」  - 

「扇子 はむ づ かしい。 奮發 して、 できない 句 を 十 句つ くる やうに すれ ァ 凡骨が ほぐ 

れて くる。 換骨奪胎 ならぬ 生 吞活剝 なんど を やられち ゃァ かな はねえ、 、ノ ハ ハ」 

「歴史 をよ むめ は 詠史の 句と いふ。 町名な ど 入れる こと も あるが、 表 町 はう まく は 

いりにく いね。 霞 町なん ざ あいい」 

かざし あゆ ひ 

「和歌 はもと ァ揷頭 足 結と いって， 『なしと 思へば 苦 はな かりけ り』 など は 「思 は 

ば」 とすると へんになる。 ふつうの 云 ひかた もたいせ つ だ。 うむ？ おれ ァ、 和歌 

はち かごろ ァ よまね え」 
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「白 レグホ ン とい ふやつ は 年に 三百 五六 十 も 卵 をう ひ。 ほかの ァ たいて は 百 八十 前 

後 だな。 いまの 世 にゃあ アン ダラ シャ ン なんど ァ なく、 卵の 白 レグホンば かりだ 

が、 茶碗む しが 卵 一箇 ぢゃ できねえ、 かう いふ ふうに 今の 世 は 惡货が 良貨 を 驅遂す 

る。 け ふ ある 會へ 出たら 農林 大臣が 來ゃ がった。 稗の めし をく つたが 養價値 はね 

えだら う。 伊勢の 關取米 も わるい 飯 だ。 支那 料理の ふんじょう、 あのぶ. 0 ぶりした 

やつ だが あれ ァ雲 南の がいいと きく。 雲 南の そら 豆が いいからで、 なた 豆 も 雲 南の 

ァた いへんうまい さう だ。 日本 ぢゃァ なた 豆なん どァ あんまり 食 はねえ。 香の物に 

する の はなた 豆の 鞘 だ。 口取りに ァ 豆の 煮た の を 食 ふ ことがある。 花 も、 なた 豆 は 

風情が あるが、 赏 はすくない。 向島の 家で つくった ことがある。 鞘 は 若い うちで な 

け. 9 ゃァ、 かたくなって くへ ねえ。 福神漬 などに もす るが、 なた 豆 はたく さん はと 

れ ねえ。 花 はう す 赤い 色 だ。 うむ、 そら 豆 は元來 いいと きが 短い な。 ことし ァ わる 

かった。 小豆 は 文 三 もやしが うまい。 日本 橋の 乾物屋に もい ま はねえ。 ぶんどう は 

八重 生と もい つて、 あ づきの 半分 ぐらね のとき にも やしに してく ふので、 ぶんおう 
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を 知らね えなん ど ァ田舍 者 だが、 當節 はぶん どうもめ つたに くへ めえ。 いま はいい 

ものが みんななくなる とき だ」 —— 

〇 昭和 十七 年 (一九 四 二 年) 六月 二十 七日 

「壇ノ 浦 をよ まう ッて のか。 歴史 や 故事 を あっかぶ の はやり かたが あるので、 ただ 

ことれ  しら 

古い 噂 話に なつち ゃァ いけね え。 例の、 理ら ねえで 調べながら 歴史の こと を もって 

くるの だ。 

川柳なら へんな こと をい つても かま はねえ。 「義朝 も はじめは ふ， 0 で戰 はや」 浴 

場で 襲 はれた とき 兩手 をつ かつ て ふりきんで 戰 つたの はや や 時が た つ てからで、 は 

じめ は 片手で おさへ ながら 戰 つた、 ハ ハ ハ。 だが 俳句 はこれ ぢゃ いけね え。 

『義 朝の 心に 似たり 秋の 風』 

これ は義 朝が 父 を 斬る むご さに 秋風 をよ そへ たもの、 また 

『無殘 やな 兜の 下の きりぎりす』 
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齋藤 別當が ilS 死した ところに 今 きりぎりすが 鳴いて ねる、 とい ふ ふうに、 古い も 

の を 現在へ と 芭蕉が もってき たの だ。 つまり 現在な にかが あると ころへ 昔のお も か 

げを もってくる. さとが たいせつ だ。 故事 をた だ もってく るの は 文字 ど ほ， 0 こじつけ 

となる から、 述歌 ぢゃァ これ をき らふ。 ぴたりと もちこん ぢゃァ いけね え、 ことに 

發句 はさう だ。 その 一方、 故事が ただ 向 ふの はう にあつ ちゃ ァ いけね え。 

『梅 白し きの ふや 鶴 をぬ すま れし』 (芭蕉) 

の やうに 直接 故事で なく、 鶴が たくさん ねた 邸の 梅の 多い の を もってきながら 三 

井の 庭の 梅 をよ む、 とかう いふ ふうに する の だが、 いったい 詠史 は 俳諧；， つや ァむづ 

かしい もの だ。  ， 

人情の 句も發 句に する の ァむづ かしい。 蓼 太の 

『初 戀の花 ものい はで 別れけ り』  • 

は 初花に 戀 がかよ ふところに 風情が あるので、 

『わが あとに 鬼 口た ちょる 淸水 かな』 
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なんども、 みつくちの 奴が あとから 水 をのんだ とい ふの が なかなか おもしろい。 

ともかく 人情の 句 や、 ことに 歴史の 句 はよ みにくい もので、 今の ことへ. 昔の 影が う 

つる やうに しなき ゃァ だめ だ。 狂歌なん ど だとべ つに 今につな がらなくても、 を か 

しさ さへ あり ゃァ いいんだ が、 俳句と. M ると 詠史 も 

『s 草 や つ はもの どもが 夢の あ と』 

と、 昔の かげが そこに 自然に さして ゐる やうな よみぶりが おもしろ いの だ。 發句 

でな く逑 句になる と こじつけが 多くな り、 「ただごと」 にも なりやすい。 源氏物語 

なんどの 句が 前にで てく ると 待って ましたと ばかり 故事 を もちだし がち だが、 狂歌 

や 狂句なら いざ しら や、 「もう 五 ごん 又 七 ごんと 李白飮 み」 これ ァ五 言と 五合の し 

やれで 「李 白 ハー 斗 詩 百篇」 のこ じつけ だが、 かう いふの ァ いけね え、 ハ 、ジ つ 

髙館懷 古 は 「夏草 や」 の ほかに も、 蓼 太の  • 

『山 そびえ 川流れたり 秋の 暮』 

など ァ なかなか 柄 も 大きい」 —— 
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「ところで、 「濱 ベ」 の 「ベ」 はいらね え。 題で ない ものに 「や」 をつ ける のも氣 

をつ けなき やい けね え。 だが、 「中 ひらく 勝 鬨橋ゃ 夏の 月」 これ ァ よくで きた。 け 

つこう だ。 「陋恭 に 低く 大 いなる 夏の 月」 もみ つけどころ はいい。 「あきうどの 團 

扇く ばらぬ 世と なりし」 これ ァ團扁 がない ことになるから むづ かしい。 かう いふの 

ァ損 だ。 いったい 打消し は、 さう も あらう やうな ところに 打消しが 出て こない と 効 

かないので 

「あの 中に まろびて みたし 靑田 かな」 

こ れ なんど ァ じっさい はまろ ばない のがよ く 効いて る。 まだまだ 唯 ごもっともな 

の や、 工夫が 要る の や 川柳く さいの が ある。 「啼く かた をし ばし 見て あれば 蟬 のと 

ぶ」 なんども、 蟬 のとぶ とき ァ小ン 便 をす る もの だ。 どうも 川柳の 氣の ある 句 だ。 

「サイ レ ンの 軋みつ づける 暑さ かな」 これ ァ乾 むと いふ 言葉が 題に なじんで ゐ ると 

ころがい い。 かう いふ ふうに なじむ 糊の やうな もの はたい せつ だ。 ぎゆうつ と 抑へ 

る ものが だいじ だ。 だから 反面、 へんな 題 を 出される と 困る。 「迂が 花」 なんどと い 
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ふ。 こいつ ァ しゃな りし やなりと^ 衣で 出て くる やうな やつ だが、 かう いふの ァ困 

る。 宫 中の 和歌の 題で も r ジ ヨセフ ィ ン」、 例の ナ。 ホ レオ ンに棄 てられた 女 だが、 

かう いった 題 はこ まる。」 11 

〇 昭和 十七 年 (一九 四 二 年) 十月 十五 日。 

「遲 參、 弟子 ノ 連句 ノ 批評 中 ナリ キ」。 私 は 公私 繁忙の ままに、 遲參 のみなら ゃ不 I 

參を もし だいに 重ねる やうに なった。 いま 思っても 勿體 なく また 申譯 ない ことで あ n 

る。 しかし このと き 「第 四十 二回」 と ノオトに あるの は 或 ひ は 「第二 十四 同」 の 誤 一 

りで はない か、 いづれ にせよ 私が 遲參ゃ 不參を 度 かさねた の は、 たと ひ 理.？ が 如何 

であらう とも、 私、 みづ からが とがめられ るより ほか はない。 

「籙頭 は發句 としてもむ づ かしい が、 附句 にしても つながりの 糸が むづ かしい な。 

蓮の 室 を 折っても つながる 糸が ある やうに、 附句 もど こか 繫 がって なきや ァ ならね 

t  じつ 

-ぇ。 たけ 高い 第三 句の あとの 第 四 句は虛 多く 實 少なき はう がいい。 景色よ. 0 も 抽象 
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で、 句の 柄 も 程々 がよく ここが あんまり 立派す ぎる と 第五 句が むづ かしくなる。 I 

古井戶 だから 椎の 木が そばに あっても よから う。 「露」 だから 次の 句 は 「衣手」 

だ、 とい ふ ふうに どこか 何 かつな がりが なきやい けね え。 芭蕉 ほどになる とおの づ 

から 次の 人が 附け いいやう に 作る。 ここへ 纖 つて こいよ、 とい ふ ふうに やる から、 

あとの 句 もまた おの づ からい い 句になる。 これが、 なまやさし いこ ッ ちゃない。 蔦 

が あるから つぎは 草 籠と いふ ふうに なって くるの だから、 へんな 句 は、 ともかくつ 

くらない やうに する こ ッ た。 今どきの 者 はと かく 發句 になら ねえの をむ， 0 に發 句に 

して まるで 附 句が できねえ やうな の を わざわざ 選ぶ。 與奪 とい ふこと があって、 前 

句へ おとなしく つづく 附句 はつ まりに 前 句に 與へ るので、. 前 句に 逆に 附 ける のァ つ 

ま. 0 前 句 を 奪 ふわけ だ。 —— 

「ひやざけ」 は 冷酒 だから、 酒の； 5 えたのと ァち がふ。 ひえた のなら 「ひえ 酒」 

だ。 「つゆの ひや 酒」 といや ァ もう 秋 だ。 「ぴ たつけ」 はい：^ ねえ。 風の 句に、 ま 

た 風の 字の 附句 なんど ァ 「ぴ たつけ」 「ぢ かづけ」 で 忌むべき こと だ。 まあ 三 旬ぐ 


らな 先にな りゃァ まだいい が。 いっかの 「捨てし 子 はしば 刈る ころに 伸びつ らん」 

「晦日 を 塞く 刀賣る 年」 ああい ふ ふうに やる のがお もしろ いので、 附 句に ァ刀 もよ 

し 人名 もよ し、 地名 もよ し、 もう 裏 r 七 句 目) にな， 0 ゃァ やっとら くになる。 季は 

やっぱり 秋、 あるひ は 無季 だな。 かう いふ 規則 は、 困らせる ため ぢ やなく 句 をよ く 

する ために あるんだ と 思 はなき やい かん。 「轉 やる」 といって、 附 ける にァ轉 じな 

き やなら ねえ。 さう でね えと 膏藥を 柱に 張った やうに しょつ ちう 一 つ 事に なって し 

まふ。 ひとつ 所に 止まらね えで 步き出 すんだ。 前の 句の 奴隸 になつ ちゃい けね え。 

しかし 反對 をよ むと いっても、 「すやき 釣る 舟」 をみ て 手拍子 を 打ったり する のァ 

よくね え。 ともかく、 步き だし 始めは、 失敗しても 川へ 落ちる やうな 大 失敗 はでき 

ない もの.、 大 失敗 はだい ぶう まくな つてからの ことで、 だからい つも 遠慮なく 步き 

だす やうに と 芭蕉 は 弟子に 敎 へたの だ」 11  、 

この 日、 表 六 句が すでに 二 組あった の を みても、 私の 度 かさなる 不參が 裏書き さ 

れる わけで あるが、 見渡しの 「俳諧 之 連歌」 の 「甲」 「乙」 兩 組のう ち、 いまこ こ 
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に は、 爾後 つづけられる ことにな つた 「乙」 を 左に かかげて おく。 

1. 『雲の 影う つる 岩 下 清水 かな』 

2 『せみの ひた 鳴く ぷ なの 細道』 

3 『頓狂に 馬の 子 遠く かけ 去りて』 

4 『鎌の^ 光る 露の 草 かご』 

5 『桔 4t の 棹の は づれに 月 淡し』 

ハ ネ ッ ル ベ 

6 『衿に さやかに 落ちた 秋風』 

「第五 句 は 朝 だし、 第 六 句 も 朝 を ふくんで & るから、 第 七 句 はもう 朝で ない はう が 

いい。 なに 「椎の 木の かげの いしぶみ 草む して」 か、 これ ァ第六 句の 眺めが 頭のう 

へに 何にもね え 趣き だから、 かぶ さっち やお もしろ くねえ。 前の 「え， 9 にさ やかに」 

が 「目に はさ やかに みえね ども 衿に」 とい ふところ だから、 伊豆の r 椎木 三本」 な 

ら むしろ 遠矢の 眺め だ。 何もむ づ かしく しなくても 第 七 句 はと ぼけても 滑稽で もい 

い。 狐にば かされた やうな 句で もさし つかへ ない。 うむ、 「よき 人の びろうげ 出づ 
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る 小 野の 莊」 か、 これ ァ あんまり 古い。 榕榔 毛の 車よりも 髮の 長い はう を 用 ひた は 

つ け，、  まへ く 

うが まだ 何とかなる だら う。 附句は 前 句の 前後 も 左右 も 上下 も考 へ、 また 過去 も 未 

來も 東西南北 も考 へる、 とい ふ ふうに する こと だ。 うむ、 「よき 人の 頰を 抑へ る齒 

痛 かな」 か、 さう だな、 これが まづ よから う、 「齒 いたかな」 は 「齒の 痛み」 とし 

て、 「抑へ る」 も かへ て、 

7 『よき 人の 頗を かか ゆる 齒 のいた み』 

まづ これでよ し …… 」  , 

〇 昭和 十七 年 (一九 四 二 年) 十月 三十 一 日 

この 日 もす こし 遲參 したが さい は； 5 連句に は ほぼ 問に あった。 —— 

「もう 秋 は 三 句 出た からこん どァ 秋で ない はう がいい。 秋で もい いが。 第 七 句 の 

「よき 人の」 齒の 痛み は 戀の句 だから、 つまり 「待ち かねの 戀」 で、 同時に 「呼び 

きれじ  ， 

： たしの 議」 だな。 戀は 一句 ぢゃァ すませない。 この場合 切 字 を氣 にす るに ァ およば 
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ない。 が 「さり きら ひ」， で、 前の 句と おなじに なつち やよ ろしく ねえ。 「乙の 宵た 

れを 待つ 屋形船」 か、 これ ァ 屋形船が を かしい。 うむ？ 冬の 季は 入れても よし。 

句が 抽象的す ぎる のァ いけね えな。 なに、 「ともしび 暗く 照らす 文杌 か」 うう む、 

これ はだな。 ：：： 

8 『灯 弱く 匂 ふ 玉章』 

としょう。 さあ 戀 はもう 一句お。 季は 無くても いいが、 前に 秋が あるから、 まづ 

冬 だな。 句 さ へ よけ， 9 や 夏で もい いが、 秋の つぎに S とい ふ ふうに 逆に いくの ァ 

「季 もど. o」 といって あんまり よろこばれ ねえ。 うむ、 そり や あ 戀も棄 てても いい 

が、 挨楼 だし 棄て ねえ はう がよく、 前 句 も 又す てに くい 句 だ。 さあ 早く、 誰か …… 

植物 も 生類 もよ し。 神 紙 も釋敎 もよ し、 …… うむ、 できた か、 なるほど これ ァ 紙子 

着て 都落ち、 もう 一 つ は 出征の 夫 を 思 ふ、 とい ふ 句 だが、 それょりも南洋の^：^へか 

よふ 心の 方が やっぱり いいな。 これ ァ かう してみ るか。 ，， 

9 『みんなみ の 海 遠々 に ゆく 心』 
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つまり 抽象的に 「出征」 とい ふよりも 南洋と か滿洲 とか 步き だす. こ とだ。 遠く 

は、 とほく 心 を かよ はせ るので、 さあ、 もう 一句 戀 でもい いが、 しかし その 次 はも 

ういけ ないから、 こんどの 十 句 目 は、 つぎの 十一 句 目が 戀 でない もの をつ くりい い 

やうに 附 ける こと だ。 たと へば 第 四 句の 「鎌の i?U は 朝 だから 第五 句が 附 けいいの 

でかう いふ 「呼び」 がたいせ つ だ。 「みんなみ の」 の 句の どこ をつ かま へる かと 云 

ゃァ 「南」 でも 「遠い」 でもい い。 地名で もよ し、 つまり 南國 とか 南方と かさう い 

ふと ろ はだけ ある やうな 物 をつ かまへ て 出す こと だ。 「ゆく 心」 が 11 なので 直接 

戀 といはなくて もい い。 ぢ かに 「戀」 ぢゃ あ、 雪の なか へ はいって 雪 を さがす やう 

な もの だ。 さあ、 鳥 もよ し 植物 もよ レ。  ほほう、 たくさん 出て きたな、 なん 

だ。 椰子 や 力 ヌクゃ 黑潮ゃ 兵隊 や、 どれ もこ れ もみん なおん なじ 穴から 出て きた 

やうな。 うむ、 これと これが 先づ いいが、 この 「黑 潮」 は 前の 「海」 と即 くから い 

けね え けれど 椰子 はわる くない。 そこで 兩 方の 句 を あはせ て 群生 は 「群 立」 とで も 

して 
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^ 『日の丸 光る 椰子の 群 だち』 11 

さあ つぎはもう 何とで もなる。 いったい 椰子の 季は 新しい 歳時記 ぢゃァ 夏に はい 

つてる さう だが こ. 0 やどう かな。 いや、 こんどの 句 は、 季 はどうで もい いので、 う 

む？ スコ ォ〃、 敵機、 つぎは 哨戒機、 こ の つぎは 鳥の 聲 ：：： これが いい、 いちば 

ん步き 出して る。 さあ そこまでい つたら、 鳥なら 南洋の やうな ところに ァ 何が ねる 

か、 暖國 だから、 たと へば あう むがね やしない か、 とい， ふ ふうに 諸君 は なぜ 步き出 I 

さない か。 うむ 「萬歲 を 白き 鸚鶴 のさへ づ りて」 か. 「さへ づ りて」 は 「よば はりて」 

あるひ は 「くり かへ し」 とで もす るんだ な。  一 

n 『萬 歲ヒ 白き あう むの くり かへ し』 

あう むが 日本語 を 使 ふなん どァ いい、 、ノ ハ ハ。 さあ これで 戀 もぬけた から 次の 句 

はまた 季 無し. だ。 植物 も 生類 も 出た し、 いや、 なにも 遠くの 國を おも ふ 必要 ア もう 

ない。 うむ 「人だかり する 町角の 店」 か。 かう いふの は 「やり 句」 といって 大いに 

けっかう だ。 進行す るから いい。 だが 「人」 は 前に 「よき 人の」 が あるから 「子供 


の 群る る」 いや 「群れる」 と わざとく だける か。 

S 『子供の 群れる 町角の 店』 

さあ こんど ァ 秋で 月 を 出す ところ だから、 前 句に よくつ く はう がいい。 月が 出な 

くても 季は 秋に して、 店に も 街に も 群衆 にもつく やうに す るんだ な。 いやいや 月 

圃 子なん ざァ 重なる からもう ー步 あるき 出さな きァ いけね え。 うむ 「月の ぼり 小さ 

き御舆 さわがしく」 この 「さわがしく」 は 前 句の 「むれる」 と 重なるから、 そこで 

^ 『新しき 御輿 きらめく 月の もと』  -  - 

秋 祭で、 月下の 風情が ある。 さあ 祭と なった から 神 さまの 句で もい いど。 すゐぷ 

ん いろんな ものが 出て きた、 なんどと 忍つ ちゃい けね え。 このく らゐ ぢゃァ まだ ま 

だ だめで、 fSR 氣を おこして どんどん 出さな きゃあ 駄目 だ。 いっかう 口に 出て こない 

の を 「口 づ かない」 とい ふ。 三味線で も、 考へ 考へ彈 いて ゐ ちゃ ァ だめな のと おん 

なし だ。 おめす 憶せ す どんどん やって、 人 を 押し倒しても 自分の 句 を、 とい ふくら 

わに 初心者 は 心がけ なきや ァ いけね え。 それ ァ うまけ. 0 や あ 結構 だが、 巧拙 は 別と 
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して ま づロづ くや うに 努める こと だ」  

〇 昭和 十七 年 (一九 四 二 年) 十一 月 十四日。 

またも 遲參、 日記に 「大いに 雨 ふる。 父 京都より 來る」 と ある。 II 

「鶴 ま、 雨が ふりつづ けて ねる とき は. 一日 ぢ ゆう 表に ゐ るが、 ちょっと ふるとき は 

中へ 驅 けこむ もの だ。 「雨 白う 松靑々 に 紅葉 かな」 かう いふの は 色 給の 句と いつ 

て、 いい 句に ァ ならね えが、 しかし わり あ ひ 効く もの だ」 — 

「ぎぼし は、 擬寶珠 より 葱 寶珠と 書く はう が 字が いい。 「橋の ぎ， ほしに」 は 「古 橋」 

の 擬寶珠 だ。 前 句に 「新しき」 が あるから 「古 橋」 の はう が 「うちむ かひ」 「對 附」 

けにな つてお もしろ い。 そこで 

W 『古 橋の 擬寶珠 露の 流る る』 11 

つぎは 秋 だが、 素 秋と いって 秋の 字 さへ あれ ァ いい。 うむ 早い、 「行く 秋に」 は 

「行く 秋 を」 だ、 「やせ 姿」 は 「影 やせて」 として 
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^ 『行く 秋 を； 5 とり 旅する 影 やせて』 11 

こんど ァ雜 だな。 そのつ ぎに 花が 來 るからで、 それ ァ秋は 四 句 も 五 句 もや プても 

いいが、 あと. の 人の ために もこん ど ァ雜の はう がよく それ も あんまり 墨色で ない 句 

の はう がいい。 うむ、 け ふ は みんな 早い ど。 「名 もな き 鳥の 囀 .OA, 」 きく」 か、 「名 

もな き 鳥」 は 「名 知らぬ 鳥」 だな、 又 「さへ づり」 よう もたん に r 聲」 として、 

「聲 をき くな り」 の はう がいい。 いや 「知らぬ 小鳥」 かな？ 

W 『知らぬ 小鳥の 聲を きくな り』 III 

さあ 花 は， 何でもい いど。 だが たと へば 「菊の花」 などと ことわる 必要 はない、 た 

だ 「菊」 だ。 花の 字 は 使 ひかた に氣 をつ けなき ゃァ いけね えので、 「櫻」 といや ァ 

櫻の 「花」 のこと だが、 「梅」 は 「梅の 花」 とい ふ ふうに 花の 字が いる。 ところで、 

r 國群こ ゆれば 桃の 花 さきて」 か、 これ ァ元來 桃に かぎらね ぇァ から 花 だけで もつ 

と 工夫す ると ころ だ。 また 樱 ならば 花の 座に ァ 「櫻」 とこと わる 必耍 がね え。 「う 

む 「立ちなら ぷ石燈 籠の 夜の 花」 か。 燈籠 はけつ かう だが これ ァ 夜の 景色 だから 前 


句と あはね えし、 ー卷 のす がた も わるくなる から、 晝に なほして 

^ 『燈 籠の 奧 ふか ふかと 花に ほふ』 

とな ほして、 さいご は 「花 ざ か， o」 でもよ からう。 さあ 春 だ、 もう 景色ば かりで 

なく 人情の 句に して、 怒. 0 でも 怨みで もなんでも いい、 さう でない と 風 4;- ばかりの 

映畫 みて えだ。 うむ？ 「春風」 ももち ろん けっかう だ、 いつだつた かおれが、 

『なで 肩の 錦紗 をす ベる 养の 風』 (露 伴) 

とやったら、 こみ や (小 宫豐隆 氏 か) がすつ かり まごつい たので、 「土筆々々」 

といった ところ、 こみ やが 『土筆 をつつ む 緒の ハンカチ』 とやって 一 同の 大喝 釆を 

うけた ことがある。 うむ、 できた か 「僧の 衣に 輕く 春風」 か、 はじめて 坊主が 出た 

な、 「輕 く」 は 「輕 き」 あるひ は 「輕 い」 または 「衣 を あ ふる」 だ、 「僧の 衣」 は 

もんし や 

r 紋紗の 衣」 の はう がいいな。 そこで  . 

^ 『紋紗 の 衣輕ぃ 春風』  . . 

こんど ァ雜 だが、 うむ 「寺の 庭 か」 これ ァ もちろん 「砂 庭 を」 とで もす ると ころ 
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で 「鶴の 步 める うらら かさ」 か。 「鶴 歩みなる」 とした はう がいいが， どうも 「鶴」 

も 第 十六 句に 鳥が あるし すこし 早す ぎる やう だな。 三 句 ざり ならいい が、 まだ 二 句 

ざ， 0 だし、 うむ、 「猿 澤の 池畔の 柳綠 にて」 か、 池畔 は 固つ くるしい、 「池の 柳の」 

とすれば  S 

S 『猿澤 の 池の 柳の 綠 にて』 

となる が、 すなほす ぎて どうも 曲に 乏しい やう だな。 それに これ ぢゃ ァ戀 のよ ぴだ 

しだ fn 一花 三月」 で 花 は 二度まで 月 は 三度まで だが、 戀は ひとりでよ むの ぢ やない 

から 前に 出て ゐても かま はない。 前に 名所が あれば あとに は 近所の 名所、 ここで 

は 若草. W など を 入れても よし、 奈 ft- の 遊廓の 木、 辻の さとが 出ても かま はねえ。 な 

に、 「主 まつ 家に 恭 ゆる 若草」 ？ 「ぬし」 なんど ァ都々 逸 だ。 俳諧 ぢゃァ 「ひと」 

だ」 11 

すみ- Ss ま 

「宿題に もい いのが ねえな。 炭 竈が くづれ るなん どァ 夏の 景色で、 冬 は 冬 はちゃ 

ん としてる もの だ。 「切. 0 張， 0 ゃ禪 尼の 戀 のしのば るる」 ぢ ゃァ、 まるで 小學 校の 


—  185  — 


讀本 だし、 唯し のぷ なんども おもしろくない。 これ ァ 『切りば り や 老いの しわ 手に 

日の あたる』 とで もす ると ころ だ。 それから この 枯 蘆の 句 は 風が 鳴って ねる よりも 

風が 無くなつ たはう がよく 「死ぬ」 は緣起 はわる いが 『枯 ー盧に 風の 死したり 沼の i„i^』 

の はう がいい。 さう いや ァ いっか 選 をした とき 『かう もりや 刺客 を 送る 軒の 閽』 と 

いふ 句 を 出した 者が ある。 伊庭が 星享を 殺した ときの 句 だが 伊庭 はおれ もちよつ と 

知って ねたから すこし 變な氣 がした。 だが これ ァ わるい 句ぢ やねえ」 —— 

〇 昭和 十七 年 ( 一 九 四 二 年) 十 一 月 二十 九日 

私の 記錄 はこの 日が 最後に なって ゐる。 日記 をみ ると 「ひるま 俳句 會、 おもしろ 

から や、 伯父 上お 氣の 毒な り」 と あり、 さらに 四 五行 つづいて ある。 この 「おもし 

ろから や」 とい. ふの は、 俳諧 ノオト だけで は 一 兄 判然と しないが あとの 四 五行の こ 

とが 反映した もので あつたか。 いづれ にせよ 再度に わ. つて 私の 記錄 では 1 卷 がつ 
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ひに まかれなかった の は殘念 至極な ことで は あるが、 やむをえない。 11 

「ここ はまた ふつうの 景色に なっても おもしろ くないし、 飮食 など を 出す の も 一 興 

で、 奈良は 酒の 名所 だから 「足 もと 輕き奈 良 酒の 醉」 なんどと やって みる か、 ある 

ひ は 三 笠の 山に 鞠 を ころがしても いい。 三 笠 山に ァ 山腹に 門 をつ くって 遊 登の 人々 

に 鞠 を ころげさせて 門 を 幾つく r つたら どうと いふ 遊び を 商賣 にして なる 者が あつ 

やから だ。 うむ、 「三 笠の 山に 燃 ゆる かげろ ふ」 か、 ただ 景色 ぢゃァ おもしろ くね 

え、 やつ ぼり こっちの 鞠の 句に して、 三 笠の 「山に」 は 「山 を」 として 子供の 鞠よ 

り もた だ 「鞠の ころがる」 の はう がいいな。 うむ、 たくさん あるから おれば つかり 

でな く 前の 句 主が 選ぷの もよ からう、 元來 はさう する もの だ。 誰 だ 前 句 は —— 」 

まったく 赤面に た へない ことで あるが、 猿澤の 池の 凡庸き はまる 句の 作者 は 私で 

f、 すな はち 私 はさい ごまで 弟子のう ちで も 最も 拙劣な 句作 者の 一 人であった。 

私 は、 露 伴が 加 朱した 伯母の 句 

『三 笠の 山 を 鞠の ころがる』 
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を 選んだ。 この 日 誰が 又い く 人が 出席して ゐ たか、 それ はい ま 明らかで ない が" 

右の 伯母 を はじめ 私の 老母、 べつの 伯母、 と、 この 日曜日 は 老女が 五 句 中 三 句まで 

選に 入り、 あと は 例の 若い 從 弟が 占めたが、 たしか 弟が 冗談に いった やうに、 この 

さいごの 日 は 「ば ぁサ ン デェ」 の觀 があった。 かって 誰かが へんな 句 を 出し た と 

,  ひろし 

き 露 伴の 娘、 私に は從 姉に あたる 文 子が 「これ 熙 (私) さん？」 といった こと を 今 

私 は 思 ひだす。 私 はわれながら じつにへ たな 句作 者であった。 この ノオト をと りえ 

たのが せめても の 慰めで ある。 —— 

「こ の 鞠の 句 はもと ど ほり 子供が 遊んで ゐる 景色と みても いっかう さしつ か へない 

が、 さあ 地名が 二度 つづいた からこん どァ 地名で ない はう がいい。 季節 は 勝手で 雜 

の 句 だから 手柄が あってい いところ だ。 前の 句 をう ける ことば かり ァ考へ ねえで、 

思 ひきって はじきと ばしても いい。 前 句 は 春ら しい 景色ながら 春 をぬ けて ゐ るか 

ら、 そこに も 注意す る こと だ。 さあ. あとに いくらでも いい 句が つけられる 句 だ。 た 

とへば 子供な り 犬な り 蝶な りが 鞠 を 追っても よし、 また 鞠 だから 女の子に して 花簪 
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や 下駄 を 出しても いい。 ィゴ (動) き 出し さへ すり や あいくら でも 景色 は ある。 奈 

良に こびり つく 必耍 はねえ。 いつまでも 前 句に つかまって ちゃ ァ 「執着」 でよ くね 

え。 鞠 はまた 柳に かよ ふ ものが ある。 さあ まだ か。 機轉 がね えと 舞 臺の驅 けだしで 

一 つと こに とまって なること になる。 さあ —— どう だ。 三 笠の 山に お ほぜい 人間が 

ゐて もよ し、 千 人 も ある 同社 も あるから 田 舍のぢ いさんば あさんなん どがま じ つ て 

ゐる千 人 同社 もい いど。 うむ 「よそ ほへ る 幼な 兒 うばに いだかれて」 か、 これ ァ前 

に即 きすぎ る。 「$s: 者つ まらな さう に說 明し」 か、 これ ァ 川柳 だ。 やっぱり 子供 

の 句の はう がいいが、 子供が 抱かれて しづかに じっとし てるので なく、 騷 いで 脤ゃ 

かにして ゐる はう が、 句 もい ごきだす。 よし、 これ ァ いい、 これ ァ 「どよめき まじ 

る」 とすれ ァ勢 ひがいい し、 品 もな く はない。 

^ 『子供ら のどよ めき まじる 靑嵐』 

これ は 夏の 句 だが、 あと は 夏に しても よし、 他の 季 でもよ し、 雜だ からい い 句 を 

出す ところ、 この 靑嵐も 手 を さしのば して あとの 句 を ひ つぼ. 0 たてる ところが ある。 


一 189 一 


いや、 前 句と 兄弟み てえ な 句 はいけ ねえ、 他人 を もって 來 なけり ゃァ 夫婦に ァ なれ 

ねえ。 さあ、 どう だ。 前 句 は 街な かぢ やない、 といって 深山幽谷で もない。 さあ 郊 

外で でも、 飛行機が とんでも、 雲が とんで^、 何でもい い。 だが 赤道の 上に 立ちな 

がら 南極の こと を 云 ひだす なん ざ あいけ ねえ。 さあ、 雜の句 だから 勢 ひよく 空 をグ 

ライ ダァ がかけ つても いい ど.。 また 空に 鐵 塔が そびえても よし、 送電線の ケェ ブ〃 

でも かま はない ど。 さあ まだ か、 うむ、 たうとう グ ライ ダァが とびだし てきた か。 

さう だな、 これ ァ だな、 かう 「大 { 仝 高く」 とすな ほに す， 0 ゃァ いい。 

^ 『大签 たかく グラ イダ ァ 飛ぶ』 

さ、 つぎ も雜 でい い。 こんど ァ 何でも 附 くど。 田舍 のち よん ぼり した 山、 そこへ 

村長が 出て きたり、 いっそ 東京から 人が きたり、 さあ 何でもい い。 グラ イダ ァで勢 

ひもよ くな つたし、 田 舍のぢ いさん や 劎術使 ひが アツ と 驚いて { 仝 を 見 あげても いい 

ど。 もっとも これ ァ 前の 句 をつ ぶす おそれ もな くァ ない。 蕪 村 はうまい にァ ちが ひ 

ない が 急に おどかし をす るし、 また さう いふ 材料 をた くさん もってなる。 芭蕉 は 一 
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生 杜甫の 詩 をし よってね たが、 蕪 村 は、 芭蕉が 杜甫ゃ 西 行 をつ かった から， 自分 は 

ほかの ものに くひつ いた。 いろいろ 食ゃァ おどかす こと もで きる。 明治時代の 耶蘇 

敎が 宇宙が どうの かう のとお どかした やうな もの だ。 さあ、 誰か まだ か、 かう いふ 

とき ァ月を もちだす の も 「繰り あげ」 だから かま はない が、 しかしい い 句 を もって 

こなき ゃァ だめ だ。 いい 句なら 規則から は づれて も 通る ので 將祺 でも 定跡 は づれの 

手 を 初 盤で さす こと も ある。 芭蕉 は 定跡に 拘泥す るの ァ けっして 好きでなかった 人 

だから、 いっか も 云った やうに、 「龜の 甲煑ら るるとき は 鳴き もせす」 など 妙な 句 

を發 句と して 認めた こと あるので、 さあ、 グラ イダ ァの あとが つづかね えなん どァ 

はどうし たって いふのお。 田舍の 連中が 签を 見ながら 追つ かけて 田甫 のどぶ へ 落ち 

て もい いど。 どうも …… かう 出て こねえ とおれ も 所在ね え。 附句 は、 前 句 を 侮辱し 

たので もない かぎり、 ふざけた 句 もた まに ァ よく、 「買 ひたての 靴に 田螺 を ふみつ 

ぶし」 などと とやる か。 芭蕉に 「田螺 をく うてな まぐ さき 口」 とい ふの が あるが、 

これ ァ 「田螺 もな ま r さのうち」 の 諺 をし やれた もので、 前 句 はたし か 念 佛の句 だ 
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が念佛 だから かま はない の だ。 こんに ちぢ や あ 諺が 知られて ないから わからな いの 

だが、 さあ、 グラ イダ ァ がと ぶの を 追つ かけて、 「かけ 步く 嫁の 靴の 早 われて」 な 

んど とし やれても いい。 さあ どうした、 芭蕉 は 連句のと きあん まり 大ぜ いの 相手に 

ァ なって やらない。 大ぜ いになる とみんな が 芭蕉 ひとりに くつ ついて くる やうに な 

つてお もしろ くないから だ。 それで 芭蕉 は、 劎術 がちゃん とっかへ る やうに なった 

者 だけ を 相手に し、 未熟な 者に ァ 連句で ない のを敎 へた。 嵐 雪と 越 人の 連句 を 半 歌 

仙で 切りす てた こと も あるく らゐ だし、 しかも 版行のと きァ 弟子の 句 も 苦心 慘儋し 

てな ほした。 それが 證 據にァ 芭蕉が 死んで から ガタ 落ちの 句が 多くな つたの ァ 「續 

猿 養」 をみ うや ァ すぐ わかる。 ところでもう 出さうな もんだ な、 誰でも 一句 だち の 

おもしろさが たいせつ だが、 なに？ どれどれ、 、ノグ パグ、 ノ， これ ァを かしい、 ハ 

グ 、ノグ ハ。 これ ァ、 かうな ほさう。 

『あれ あれと 町長 區長 田に はまり』 

ハツ ハツ" 口調 もお もしろ いし、 これ ァを かしい、 品 はない が じつに を かしい、 
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さあ… この あと はどうしたら いい か、 ちょっと 難儀 だな。 「年 をへ し 糸の みだれの 

古禮 服」 式に やる か、 こんど も雜 だから 增產 獎勵で 田へ 立つ ことな ど を考へ るか。 

さあ、 もっと どんどん ロづ かなき ゃァ だめ だ。 太閤 はいくら でもで きた、 その か は 

り 明治天皇と ァ ちがって 何しろ 「鳴く ほたる」 だから、 ハ ハハ。 明.^ 天皇 は 工夫 も 

なかなか あられた が、 太閤 はさ うぢ やねえ、 「奧 山に， Jji! 葉 ふみわけ 鳴！ ほたる」 細 

川幽 齋が附 けろ とい はれて 大いに 弱って 「しかと は 見えぬ 森のと もしび」 ハ 、ノ ハ。 

うまく は^いが、 かう すぐ あざやかに なかなか できる ことで はない。 もちろん 瘦話 

だら うが、 その くらね のこと は 太閤 はやり かねない。 知行 所 を 太閤から もらった 男 

が あるとき 松 i4 を ささげて 「知 6W に 生えました」 三日た つて 又お なじ こと をい つ 

て ささげる と、 太閤が 「生えす ぎるな」 ハ 、ノ ハ かう いふ 人 だ V ものの よく わか つ 

た、 小言が 滞稽 にいへ るえ らい 男 だ。 うむ？ できた か。 これ ァ いい、 かう あらた 

めて 

M 『增產 ほこる 豊年の 秋』 


が 


としょう。 うむ、 なかなか よくで きた。 ちょっと 動かす とかうな る。 外から 動か 

もみ ^ 

す こと、 それから 句に よつ ちゃ ァ 中が 動く こと もたいせ つ だ。 ， 「肩に， 葉」 ぢゃぁ 

動かね え。 「肩 を， 葉」 で 動きが 出て くる。 さあ こんど ァ 秋の 句、 月 を 入れても よ 

く、 前 句に 「秋」 が あるから、. 元來 はこれ から 五 句 目が 月の 座 だが、 月 をく. 0 あげ 

て もい， い …… 」 

. 私の 記 錄は ここで 終って ねる。 昭和 十五 年 ( 一 九 四 〇 年) 十二月 一 日から、 伺 十 I 

七 年 (一. 四 二 年) 十一 月 二十 九日まで、 まさに 滿ニケ 年で ある。  I 
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露 伴 娘の 言葉から 


私 - 、交子) は子供のころ近所の，：11^神社の緣^1 へ父？^-伴とともにしばしば行った 

が、 父は械 物が すきで 花や 鉢桢 をよ く 【只 ひ、 私たち 子供ら にも 植物 只 ふこと だけ 

♦ は ゆるした。 いは ゆる 「夜店の 植木 尾」 で 父 はよ く 値切った ものであるが、 ひ 上 

手な のかお り 上手な のか、 われわれが 去らう とするとう しろから 植木 尾に 呼びと め 

、„, れ てけ つ きょく  はされ たこと がよくあった。 

お 伴 は 私たち 子供ら に、 これ は 何とい ふ 花 か、 なんの 木 かな どと たづね、 私たち 一 

が^ \、， -， れな いと、 その 名 や 特徴な ど、 花瓶な り鉢植 なりの そばで 直接 敎 へて くれ- § 

たもので ある。 部：；：^^の中だけでなく、 私たち を 庭へ つれだして 植物 を 眺めさせ たこ 一 

とも あり、 さう いふ^ 八 " は 植物 をい はば 問 接に 觀 察する こと を も敎 へられた。 たと 

へば^の木の下に立ったときそこに小さぃ^^が落ちてねれぱ虫がっ ぃてゐることを * 

. ^つたた ぐ ひで ある。 とくに E 心 ひだす の は 公孫 樹で、 せいの 高い この 樹に 百舌 iiT か 

よくあつ まること を 知り、 銀杏と l.n 舌お とい ふ 組み あはせ を もお ぼえ た。 秋に なつ 

て 鋭 力の 葉が ば ひころ、 じっさい iJi: 舌 CT がた くさん きて 騒ぐ ④ であ. つた。 小柄お 


が 鋭い 鳥で ある こと を 知り、 また 「もやの 枝 さし」 すな はち 取 Q た 餌 を 枝に 刺す |a 

性が おる ことな ども 敎 はった。 

櫻に は 又べ つな 毛虫が ねた。 毛虫と いへば、 音響で 害虫 を 追 ふこと を， 父 は 私が ,J 

幼なかった そのころ すでに 語って ゐた。 しかし それ を赏驗 する までに はいたら す、 

やはり 棒の 先の ぼろに 石油 を かけ 火 をつ けたので 毛虫 を燒 くと いふ 普通の 方法 をと 

つてね た。 蜜批の 木に たかる 貝殼 虫 を も 父 は ひどく きらった が、 この 虫に ついても 一 

父 は 昔 響で 驅除 する 話 をした やうに 思 ふ。 のち 小石 川へ 移って から、 法螺貝 を 父が S 

吹いて ゐた ことがあり、 いまお もへば 音響に よる 害虫 驅 除の I" 驗 だったら しいが、 一 

どの 木の 何 虫で あつたか、 又 その 赏驗が 成功した か 否か はこん にち 遣慽 ながらた し 

かめる すべ もない。 虫 を 音で 追 ふこと は 昔から ある さう で、 また 人の 耳に はき こえ 

» ない 音で 虫に はった はるの が あるとき いたやう にも 思 ふ。 なほ 虫に ついては、 竹と 

虫との こと を も 思 ひだす。 竹の 葉が てらて らして ゐる ころ、 虫 は ほとんど 必 やつい 

てゐ るので あった。 


梅 は 鋏で 切る もので はなく、 手で 折る も. の だとき き 「折， 0 だめ」 のこと も敎 はつ 

た。 折. 0 だめと は 梅の 枝 を 曲げる のにた とへば 一 寸 ごとに 折って いつ て 枝 ぜんたい 

を 曲線に 折りた める ことで あるが、 のちに 生花 を 習った とき k; の 幼時の 敎へを 私 は 

思 ひお こした。 觀察は 庭 だけで な- -、 隅 田 川の 土手 や、 社寺の 境內 や、 さらに 公 函 

などで もお こな はれた。 松 は 向 岛 では 枯れ やすく、 父 は その 理由 を いろいろ 考 へて 

ゐ たが、 それ か あらぬ か、 松 を 庭に 植 ゑる こと は 好まなかった。 父の 敎へ かたは 觀 

察の ほか 赏 際に 重き をお. いて ゐ たので、 梅の 赏 なり 葡萄な， o、 まだ 熟さない もの も 

食べた ければ 食べる がいいと いふ 多少 强引 なと ころもあった。 

のちに 私 は 庭の 一隅に 畑 をつ くった. が、 父から 促が された ので はなく、 さう いふ 

趣^ を 父に よつ. ておの づ から 養 はれた ので ある。 その 畑に 父 は 出て きて.; たと へば 

豆 を みれば 「豆 を煑 るに 豆殼を 以てす」 る ことな ど敎 へ、 かつ 私 を 相手に その 實驗 

を も 試みた。 いぶまで もな く、 豆の 枯れた の はや わ やわと 燃えて いくので、 松の 薪 

などの やうに かッ. か ッと駕 え あがる ので はない。 さう いへば、 はじめて 枝豆 (大豆) 
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がで きたと き、 父 は よろこんで 和歌 を 詠んで くれたが、 今 はっきり 記憶して ゐ ない 

の はまこと に 惜しい， と 思 ふ。 父の 敎へ かたは、 たしかに 赏 際に 卽 した 直接の 敎育 であ 

つた。 たと へば 「花の いろいろ」 にある 「貝殼の ゃラ な」 とい ふ 父の 文章の 表現 

は、 私に とって は 子供の ころ 乙女 梅の 花瓣を 父が 一 枚々々 私の 目の まへ でと つてみ 

せながら さう 敎 へて くれた 思^出と つながって ゐる。 「廢 園に 藤の 花」 など もい か 

にも 向，： 15 らしい ほんた うの 景色で あり、 また 蓮 を 庭の 池に そだてた とき は、 子供の 

私 は その 開花 はつひに n:- なかった けれども、 開花と 音の 話 やまた 早起きの 德 などの 

こと を敎 はり、 かつ 父が 幼時 眼病 を ゎづら つた 話 を も 印象 ふかくき いた。 逮 といへ 

ば、 花で なく を 砂糖 づけに すれば 美味で ある こと を ある 時敎 はって 私 はさつ でく 

その. K 驗 をした， ことがある。 • - 

動物に は、 航物 ほど 緣が なかった。 飼った もので は 犬が い A ばん 期間が 長いが、 

はじめは。 ホイ ンタァ 種の 仔犬で これ は 澤田撫 松 氏から 贈られた もの、 つぎは セヅタ 

ァ 種の 獵 犬で これ は 眼病で 棄 てられて 迷って ゐ たの を 拾って 育てた ので ある。 この 
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セ ッタァ 種の 犬に 父が 「フエ ス」 とい ふ 名 をつ けたの は、 その 尾が 建築の はう でい 

ふ懸 華 に似てね るから とい ふこと であった。 フエ スは 長く 飼 はれ、 大正 震災 後. i: 

島から 小石 川へ 移轉 した 後まで も 生きて ゐて、 父に も 弟に も 可愛がられ たが、 の.. ち 

に 病死した とき は 私 も 一 晚 徹夜で 看護して やった ほどで ある。 死んだ 日の 朝で あつ 

たが、 父 は フエ スの in^ が 今た えたと きくと、 二階から おりて きて、 亡 犬の 頭 をな で 

ながら 短い 經文を 誦した。 

父 は 猫 はこの まなかった。 若い ころ 北海道 時代に ひとから 賴 まれて、 あるとき 猫 

を 海に 棄 てた ところ、 翌日 その 猫が すぶ ぬれに なって 歸 つてき たの を 見て 心 をうた 

れ たこと が ある さう で、 これが 猫 ぎら ひの 原因ら しい。 鳥で は鷄も 飼った が、 ひと 

ころめ づ らしく も廳を 飼った ことがある。 これ は 湯 河原 温泉で 弟が 手に入れ てきた 

もの e あつたが、 片目の ふびんな 鳥で、 父が 棒の さきに 小 板 を 付けた のの 上に 牛肉 

をのせ て しばしば n にあた へて ねた さま をい ま 思 ひだす。 あるとき この 鷹が^ から 

にげだして、 私ら がその あと を 追 ふと、 屋根のう へ をい ういう と 舞った が、 やがて 


棟のう へに. とまった。 父 や 私ら は 庭から これ を 見上げた が、 父 もこれば かり はいか 

ん ともしえ や、 つ ひに 鷹が とび 去って いくの を ひじ やうに 殘念 さう に 見送って ねた 

こと を 思 ひだす。 これ は フニ ス よりも 前の 古い ことで 联が 十の ころ、 すな はち 父が 

-嶁 

四十 六 七の こ-ろの ことであった。 

私 は 女學 生に なった ころ 弟と ともに  一； i- ひじ やうな 映 畫ファ ン になり、 これ は當 

時 向 &S に日活 撮影所が あつたた め も あらう が、 今お もへば 父から 影 饗された ところ 一 

も 多かった やうで ある。 日活 撮影所 は 白 鬚 橋の 手 まへ、 もとの キリン ビィ卩 の 跡に g 

あり， われわれの 家の 近所で もしば しば ケ ェショ ン があって、 目玉の 大きな 尾 上 松 一 

之 助な ど 私 もい くた びか 見かけた ものであるが、 あるとき 父が 淺 草で 松 之 助 映畫を 

み. てきて、 仕方 噺 をした こと を 思； 5 だす。 たしか 鍋，： a の猫騷 動の 映畫 であった が、 . 

「怨み を はらさで おくべき か」 の、 さいごの 「か」 の 字に 不氣， おな 調子 を もたせて 

語った。 もちろん 辯士 はなやかな りし 活動 寫眞の 時代で あつたが、 辯士 といへば、 

父 は あるとき 某 辯士が 「怪猿 はま しらの ごとく 木に のぼり」 と說 明した といって 呵 


阿 大笑した ことな ども ある。 女形の 立 花 贞次郞 が カチュ ゥシャ を 演じた 活動 寫眞に 

ついて 感想 をのべ たこと もあった。 しかし 父 は それらの 邦畫 よりも 一 そう 洋畫を 好 

んだ やうで ある。 父が いかに 映畫 がすき であつ たかは、 當時 すでに かかさなかった 

，晚酌 を、 淺 草へ いくとき は 早目にき りあげた」 事に よっても 想像され えよう。 さう 

い へば 每週ュ デ • ポ の連續 活劇 を 私 や 弟 も 父に ついて 見に いった 記憶が ある。 洋 

畫 初期に 多かった いは ゆる 喜劇 映畫 では 父 は 「新 馬鹿 大將」 こと アンドレ たデ エド 

ややぶ にらみの ベ ンタ アビ ンのを かし さ を よろこん だが、 「デブち やん」 こと ァァ 

バック〃 は 好まなかった。 本格的な 映畫 では、 題 は 忘れた がャ ラング スと リア • ド 

• プ ティ 主演の 曲馬 團映畫 を どこかで 見て きて 私たちに も见る やうに すすめ や こ と 

が ある。 おもへば すでに 大正の はじめ ごろ マ アト〃 • ゴ ンザレ ス 主演の ク レオ パト 

ラ映畫 を 帝劇で 見て 私たちに 薦めた の も 父で あり、 たし， かに 私 や 弟の 映 畫熱は 父 か 

ら そそられ たもの も 多分に あると 思 ふ。 父の 俳句の 中に. リア •  *ト • ブー アイ を よんだ 

iQ が ある はやで、 女優 はこの プ ティ や、 クレオ パ トラの ゴ. ンザ レス、 連績 活劇で は 
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パァ〃 • ホワイトな どが ひいきであった。 父の 好んだ 女優の 型 は、， 槪 して 瘦せ 型よ 

り も 小肥り 型、 また 小柄よりも 大柄だった やうで ある。 震災 後は淺 草から も 遠ざか 

り 映 鄭ー をみ る 機會も 少なくな つたが、 それでも 映畫 はけつ してきら ひで はなく、 と 

、きどき は 見た。 長い 生涯の さいごに 父の みた 映畫 は、 中 谷 宇吉 郞氏 監修の 文化 映畫 

「雪」 であった。.^ 年、 今次の 戰爭中 病床に あっても、 洋畫の 進歩に 接しえない の 

が殘念 だとい つて ゐた。 米 獨佛伊 その他 どこの 映畫 でも、 いい 作品 は. よしと して、 

阈籍ぴ いきはなかった。 晚年 病臥 中 も 私に 二 ュクス 映畫を 見させて はく はしく その 

話 をき くこと を よろこんだ が、 あるとき 私が 日本 兵の 突貫の 場面 をみ て、 それが ど 

こか つくりもの らしく 迫眞 性に 乏しかった とい ふ 感想 を 述べた とき、 父 は 病床に 同 

意して、 さも あらう、 さう うまく はお そらく いくまい、 と 云った。 その まへ に 私が 

ある 外國 -1 ユウ ス映畫 で 飛行機が 墜落して 塔乘 者が 燒 死した 瞬間 的 場面 をみ て 父に 

語った とき は、 父 は 1| ュクス はさう あるべき だと 云った と 記憶す る。 

映畫 ならぬ ふつうの 寫眞 では、 父 は ひところ 撮影に 凝った ことがある。 フィ〃 ム 
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普及 以前の 乾板 時代の 古い ことで あるが、 大きな 重い 機械 を あちらこちら かつぎ ま 

はり、 とくに 水 や 舟に 緣の ある 風景 を このんで 撮影した。 今回の 戰災で それ を 悉く  - 

燒 失した の はまこと に殘 念で ある。 撮影す るので なく、 される はう の寫 真で は、 父 

は、 いはば おしゃれな ところがあって 無雜 作に うつされる こと を よろこ ぱゃ、 した 

がって スナップ はこと にきら ひであった。 たいてい かまへ て寫 させた もので あり、 

そのために 父の 寫眞は 多少 顔 を 上向け にした ものが 多い。 自分 だけでなく、 私な ど I 

にもう つされ かた を敎 へた もので、 父 はわき からみて ねながら 私の ポ オズに も 細か ^ 

すぎる くら ゐの 註文 をつ けた ものである。 たと へば 女の 寫眞 は疋 面から 寫 される よ 一 

しちさん 

り も 七三に 斜めに むくのが いいと 云 ひ、 左手で 袖口 をつ まみ 肩 をお とす やうに 前に 

出す。 ホ オズ を 私に つくらせて、 さう すれば 撫で肩に なつ てうつ くしく みえる といつ 

た。 顔の 化粧 も、 ただ 白粉 をぬ るので はなく、 鏡 をみ て， みづ から 工夫せ よと いった 

こと も ある。 女が 帶を 胸高に しめる やうに なった の は 大正 中期 以後と おも ふが、 父 

はさう いふ 帶の 位置 は 美しい としなかった。 その 着付け やまた 襟 もとの 恰好な どに 


も 註文 を だした。 すべて 猿 まね はいけ ない。 ほかの ひととち がふ 恰好 をして それで 

を かしくない やうに なれば いいの だと もい つた。 姿のと との はない もの を 父 はこの 

まや、 いやな 恰好に 禮儀は 伴 はない もの だとい つたこと も ある。 ことに，， 女の手に つ 

いて は、 文 子の 手 は 白魚の 手で ないから 置き かたに 注意せ よと いひ、 そのほか 日 ご 

ろから、 たと へばく そづ かみな ど 女が ぜったいに すべ. きで はない といった。 土骸 

ゃ鐡 瓶の つる は 手のひら を^め にあて て 取る のがよ い、 とみ づ から 取つ てみ せた 

が、 ただし 大きくて 重い もの は、 むん やと 摑んだ 方が いい、 と 芝居で 義經が 煮 湯 を 

うけとる くだ. 0 の 話 をして、 だから 正月つ かぷ廣 蓋の 盆な ど は 親指 を 中へ かけて し 

つかりと 持つ にかぎ る。 その はう が 自分 も 安全で あり、 ひとに も 安全 かつ 安定した 

感じ を あたへ ると いった。 

父 は 着る ものに も 註文が 多く、 下着な ども 絹の 起毛 下 を このんだ。 起毛 下と は 表 

は なめらかで 裏の けばだって ねる 布地で ある。 シャツ はこの まや、 着て ねても ボタ 

ン はかけ なかった。 足袋 は 白 足袋し か はかす、 それ ももと は 海老 屋ゃ中 川屋ゃ 茗荷 
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屋へ あつら へた ものである。 足袋が ぶくぶく してなる の は田舍 くさく、 足の指の か 

がまり が 外から みえる の は 下等で あり、 もちろん 皺な ど はもっての ほか、 また 色 足 

袋 は 品がない が、 しかし 元 祿の色 足袋 は 足 を 小さく みせる ため ゆ ゑ、 か 櫻の 足袋な 

ど は なかなか. 0 かうな 考 へ かたなの だとい つた。 私 は 身長 五 尺 ニ寸で 足袋 は 九 文で 

あるが、 父 は それで は 足が 不 つりあ ひに 小さい、 どうも 不仕 合せな 相 だとい つた；,.； 

とが ある。 私 は 辰年 だが 父 はかって、 龍に は 雲に のぼる ものが あ. 0 地に もぐる もの 

も ある。 お前 はもぐ る はう だと もい つた。 私 は ひとびとから 日ごろ 强ぃ 性格と みら 

れ てなる やう だが、 父 は 私 を 弱い、 やつ だとい； 5、 又べ つな 時 だが、 父 は 私 を 評して 

何 を させても できねえ やつ だ、 また、 金 はた まらね え やつ だ、 しかし あた じけ ない 

こと はしない 奴 だとい つ た。 私と ちがって 弟は兩 眉に 渦の あるめ づ らしい 相だった 

ので、 何 かになる だら うと 父 は 期待して なた やうで あつたが 不幸 早 逝した。 幸 田家 

の 人々 の 相貌 は 遣慽な がら 好男子 型 や 美人 型と はお よ そ緣 がな く、 私が 子供^ ころ 

ある 新 SS 配達 夫が 父の 顔 を 評して 盤臺 面と いったの をい ま 思 ひだす。 子供の 私が そ 
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のとき 「ばんだ いづら つてなん のこと？」 ときく と、 父 は 「おれみ てえ なの さ」 と 

いった。 父の 妹で ある 叔母た ち も 顔 はま づ いが、 あるとき 私が 老 紳士た ちば かりの 

會へ 出席して、 歸宅後 父に、 男 は 年 をと ると りつば になる もの だと 語った とき、 . 父 

はりつば になる の は 男ば かりで はない。 叔母た ち をみ よ、 世間のば あさんた ちと 並 

ベて みれば 光って ゐ る、 といった。 父 は、 延 叔母 はさて おいて 幸 叔母 は 火 形の 相で 

男 まさり だから 融和の 性質が すくない と 評した。 

父 は 將棋を この. ん だが、 私 や 弟に は敎 へなかった。 しかし 子供の ころ 私 は 棋譜 を 

讀 まされた ことがあり、 なぜか いつも 盤から 離れた ところで 讀 めと いはれ たこと を 

思 ひだす。 挾み 將棋 や. 五目なら ベなら ば. 私たちと 遊んでくれ たこと も あり、 私の 

女學 校の ころから は 百 人 一 首な ども 好んで して くれた こと を 思 ひだす。 父の よみ か 

たは 「小 野 小町 花の 色 は ：：： 」 とい ふやう に 各から よむ よみかたで、 又い は ゆる 標 

準が るた よりも 古風な 書體の もの を このみ、 と， 0 おくれる と、 「この 巾着き りめ」 

などと いった。 is 主め くりな ど をして くれた こと も あり、 正月なら ぬ S から 取り だ 
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p た 年 も ある。 子供の 私ら が 相手のと き 父 はみ づ からの こ. と を 「おと ッ っァ ん」 と 

んだ。  • 

父 は 孔子 を 孔子 さま、 家康 を家康 公と よんだ が、 秀吉ら は よびすて だ つたと 思 

ぶ。 耶蘇 敎 はきら ひな はやで あつたが、 私が 繼母 (後妻) の 影響で ひところ 近所の 

子供た ち を あつめて タリ ス マ ス の 催しな ど をした とき は 格別 反對 もしなかった。 私 

は その クリス マ ス で 子供た ちに 蜜柑な ど 贈る のに， 小 遣 ひがた. 0 ないた めセ 氷 & イド 

玩具の 內職を 家へ もちこんだ ことがあ るが、 父 はだ まって 私に その 內 職をづ づけ さ 

せ、 クリスマスの 當日 になって 多額の 小 遣 ひ を くれた。 私 は女學 生の ころ は 耶蘇 敎 

熱が たかく、 近所の 子供た ち を 集めて はォ 〃ガ ン で 讃美歌 を敎 へ たりして 何かと 父 

の 勉强ゃ 仕事 を 妨げた ものであるが、 父 はいち ども 小言 はい はな か， つた。 アン ダァ 

ソンと いふ 宣敎師 の 紙 芝お などに は、 父 も 典^ を もって ゐ たやう である。 やはり そ 

のころ であるが、 近くに ゐる 素人 落語家 を よんで、 こんにゃく 問答な ど 一席 かたら 

せて 近所の 人々 とともに それ をき き、 自他 共に たのしんだ こと もあった。 - 
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私 は 父から 何を讀 めと いはれ たお ぼえば ほとんどない。 私は讀 書よりも むしろ ほ 

かのこと にいろい^ 手 を だした が、 理屈なら ぬ實 行に ついては 私 は 娘の ころ は. 不平 

VJ いはやす ぐ 實踐に 力つ るた ちだった ので、 この こと は 父から ほめられた。 畑に 鳅 

を ふる つたの も 一 つに は 父から ほめられた. ためで あるが 父 は ほめられる 偸し さ を 

私に 敎 へて くれたと 思 ふ。 のちに 結婚した とき も、 嫁入 敎育 は、 私 は 父から これと 

い つ て 受けな か つ た。 亡夫との 緣談 がき ま つたと き 私が あまり 乘 氣の檨 子で なか つ 

たこと は 父に す ゐぷん 心配 を かけた やうで ある。 ある 晚 私が 眠れ やに ゐ ると、 父が 

二 降から お. 0 てきて、 さう 物 を 思ぶな、 心配し ないで 寢ろ寢 ろ、 といった が、 ノ その 

言葉に は 眞實が あふれて なて 私 は 泣いた >。 その 一雨 日 後であった らう か、 下の句が 

「いざ 白糸の 身 を 惜しむ かな」 すな はち 染める 糸で はあって もい ざ 白糸のと いふ 意 

味で あるが、 もとより いさぎよく 染めよ の 心 をよ せた 和歌 を、 父 は 私に よんでくれ 

た。 さきの 枝豆のと きの 和歌 同樣 に、 私 はこの 白糸の 和歌 も、 恥づ かしい ことなが 

らい ま はっきりと 記憶して ゐ ない。 私 は 入 嫁す る はやが、 弟が 亡くなつ たので、 夫 
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を 婿養子と して 迎 へた。 ときに 昭和 三年、 私 は 二十 五歲 であった。 やがて 私 は 夫と 

父との 間に はさまって 苦勞 する ことにな り、 のち ふたたび 父の 家に 住む 身と なった 

ので あるが、 この ころから 父 は. nr 作の 小說 のこと を 私に も 時折 話す やうに なつ た。 

小說 とい へば、 いったい 明治 文學 について は 私 は 父から ほとんど 何もき いた こと 

がない。 先刻の 映畫談 のとき にも 思 ひう かべた こと だが、 父 は ポオ エルの 「影な き 

男」 の やうな 映畫を 案外お もしろ がって みた やうに、 採 偵 小說を このむ 面が あり、 一 

ひところ 「新靑 年」 などに も 目 をと ほして ゐ た.。 小 栗 虫 太郞の 作品 を、 くち やく  ^ 

してなる、 と 評した 言葉 をい ま SIT ひだす が、 〃パンや ホ ォムズ など は 私 も 父と とも 一 

によんだ やうに 思 ふ。 父 は淚香 はつ まらない といった。 ポオ は 好んだ やうで ある。 

私 は そのころ。 ホォの 渦 卷を學 校で 習って ゐ たが、 ある 日、 .1 たまたま 水 渦の ことに 

およんだ とき、 父 は、 萬 一 のために 敎 へて おくと いって 禍 について 語った。 渦 は 藁 

一 本で も縱に まきこむ もの だが、 人が 渦に 卷 かれた と. き は身體 をえ びの やうに 曲げ 

るが よい、 渦 は 底に つづいて ねる もの ゆ ゑ、 底まで 身が 沈んだ とき、 脚 を 曲げて ね 


れ ば！^ 擊も すくなく 又 そのと き 底 Aj 蹴つ て 浮き あがる こと もで きる とい つた。 翌日 

私は學 校の 歸路 に吾窭 橋で 一 錢蒸汽 にの る さい 足 を すべらせて 水中に 落ちた。 その 

とき 船の 下に もデッ キの 下に も はまら やさい は； 5 助け あげられ たの は、 渦と は關係 

がない とはいへ、 前日の 父の 敎 へが 閃いて 少く とも 私が 慌てなかった ためで ある。 

もつ とも 私 を 引き あげて くれた ひとの 話に よれば、 水中に. 袴が ひろがって ひじ やう 

に 重かった さう である。 私 は 當時麴 町の 女子 學. 院の五 年生であった。 

父 は 晩年、 まだ 書かない 小說の 素材 ゃ梗槪 についても 私に 語った が、 それ は 例の 

仕方 ぎ で、 女の 首 葉な ど は 女に^つ て 話した。 父の 仕方 噺は、 前述の 映畫 にしても 

これら 小說 にしても また 芝居に しても、 私に は ひじ やうに おもしろかった。 芝居と 

いへば、 ある 脚色の ことに 關 して、 芝居 者に は 手が つけられない、 とい ふやうな 感 

想 を もらした ことがある。 晚 年の 仕方 噺を私 はた だお もしろ く 聞きす ごして しまつ 

たが、 小說 のかき かたと いふ やうな もの は 私 は 父から はいち ども 敎 へられた ことが 

ない。 しかし、 たと へば、 着物 さへ 見えない やうで は小說 はかけ ない、 とい ふやう 
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な 言葉 はいくた びかき いた ことがある。 父は^；？物の色ゃ地の ことにもゃ ねぶんくは 

しかった。 私 は 父の 仕事に は 全然 觸れ なかった が、 父の かく 物に 無關 心で ゐる こと 

はでき や、 父 も 0 分 のかいた もの を 私が よむ こと は よろこんで 13 たやう である。 

私 は 父と は 人間的に 何 か 以心 傳心 以上で さへ あるつな がりが あった。 私 は 父の た 

めに はや ゐぷ ん苦勞 もした が、 いいと きの 父の. よさ は、 その あとで どんな 苦勞 もい 

とふまい と 思 はされ る やうな たと へがたい よさであった。 さう いふと き 私 は、 いや 

なと きの 父 を 忘れ、 心から 父の 言葉に 耳 を 傾けた。 さう して、 さう いふい いとき の 

父の 言葉 は、 のちに つらい ときに しばしば 私 を 救 ひ、 たと へば かって 家出し ようと 

したと きも 私 はいいと きの 父の よさ をお もってつ ひに 家出から ひきとめられた。 戰 

爭が すすんで 签襲 がさかん にな-つた ころから 私 はまった く 父に 左右され、 延 叔母 か 

らは木 偶の やう だと さへ いはれ たが、 しかも 私 は それ を どうと もしえなかった。 い. 

やなと きの 父 を 知る 私に は、 ちかごろの いは ゆる 心理的 ス リラ ァ、 たと へば 映甞 一の 

「ガス 燈」 など 全然 ス リラ ァの 感じが しない。 長年の あ ひだに 私 は 父から さんざん. 
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に 斬られ、 私も又 斬り かへ したが、 しかも 父の いいと きのよ さの， ため 私 は 最後まで 

父に 死なれる のがい やで なら や、 父の 生きながら へる ことに 私 はつよ く 執着し、 そ 

れ だけ また 病勢の 一 進 一 返に はたえ や はら はら 心 をつ かった。 し はぶき 一 つ • でも、. 

私 は それが 苛責 になる くら ゐ胸 がいたん だ。 それでこそ、 父が 逝いた とき 私 はいい 

別れ かた をす る ことができ たの だと 思 ふ。 


/  • 
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露 伴 妹の 言葉から. 


I 


私 (安藤 幸) がゲァ ィォ リン を^ ひ はじめた の は、 十二のと き、 明治 二十 一 年 

(一八 八 八 一年) であった が、 このと き 露 伴 兄 は 北海道から 前年 歸 京して 親き やう 

だいた ちとと もに 神 田の 末廣 町の 家に ねた。 . . 

私たちき や.. うだいの 父 は當時 紙屋の 店 を ひらいて ねたが、 店鋪は 住宅と は 別 だつ 

たので、 同じ 町 內に幸 田 姓の 家が 二 軒あった わけで ある。 店 は末廣 町の 表通り、 い 

まの 電車 通りで ある 御成 街道に 面し、 住宅 は その 基 通りに あった。 店の 屋號は 「愛 一 

愛堂」 といった が、 この 名 は 耶蘇 敎 からき たもの らしい。 父 は そのころ 耶蘇 敎に凝 n 

り、 私な ども 日暇學 校へ 行かされて、 力 アド を もらったり ォ〃 ガン. をき いたりした 一 

おぼえが ある。 「愛.々 堂」 のの れん は 父の 命に よって 母が しぶし ぷ 天竺 木綿 を 縫 

ひ、 私が 墨す り 役と なって 硬から いくど も 擂鉢の なかへ 墨汁 を すりだめ たの を、 長 

兄が 五六 本 も 束に あはせ た 細筆で 「愛々 堂」 の 三文 字 を かいた。 母 や 私たち は 紙屋 

を いやがつ たので、 日ごろ 父 だけが 店に 住んで ゐ たが、 父 は 客への 應 待が 「さやう . 

然 らば」 のた め商責 がう まくい かない。 そこへ 露 伴 兄が 北海道から 瓢妖 ^ 歸京 したの 
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でさつ そく その 店番 を 仰せつかつ たわけで ある。 露 伴 兄 はしかし 一 日ぢ ゆう 本ば か 

りよむ 不熱心な 店番であった。 五 厘の 釣錢を 客から 「要らない よ」 とい はれて 愤慨. 

したと いふの はこの ころの ことで ある。 

兄が けしからん 本を讀 むと いって 父が 苦笑して ゐ たの は、 西 鶴の 本の ことだった 

らしい。 しか，^ さう いふ 小 說勉强 の，^ かげで 「露 團々」 がで き、 その 原稿料で 京大 

阪へ 旅行した ので、 父 は 「鐡 四郞 (露 伴 兄の 幼名) に 物が 書け るの か」 とお どろい 

てゐ た。 「一刹那」 や 「風流 佛」 や 「對 髑髏」 がで きて、 文名に はかに 高まる につ 

れて、 末廣町 宅に 露 伴 兄 を 訪ねて くる 人々 が 多くな つた。 

そのな かに ひじ やうに 美し i 娘が ゐた。 いつも 傅で きて 俥 を またせて 露 伴 兑と話 

しあった。 この美し い 令嬢 は 双子 木綿の 問屋の 愛娘で、 齋藤瑩 といった。 髮は高 岛「 

田に ゆ ひ、 鼻が たかく、 からだが すんなりした 美人であった。 双子 問屋の 娘と して 

は 今お もっても ふしぎな ほど 學問 やきで、 小說 ばかりでなく 佛敎蒈 など もよ み. 露 

伴 兄も瑩 子が あ ふたび によく 本 を よんで ゐ ると 感心して ねた。 この 「ぉ瑩 さん」 は 


. いつの ころから か 费藤紫 英と號 し、 さう いふ 名で 手紙な ども かいてき たが、 字 もな 

かな か 上手， できれい であった。 この 瑩 子に は、.. 露 伴 兄 はかなり 好意 を よせてね たや 

うで ある。 やがて 露 伴 兄が. 谷 中に 家 を 買って 神 田 末 廣町を 去る まで 瑩子 はしばしば 

訪ねて きたので、 私たちと も 知り あ ひに なった が、 長女で 跡と り 娘な ので、 のちに 

養子 を迎 へた。 齋藤瑩 は 二人 姉妹の 姉で、 その 妹の 齋藤悅 は 上田 敏 氏に 嫁いだ ひと 

である。 私 は 妹の 「ぉ悅 さん」 と は ひところ 黑川眞 道 先生の 許で 偶然 同門に なつ. た 

こと もあった。 姉の 「ぉ瑩 さん」 に は 末廣町 以後 はながらく 倉はなかった が、 のち 

私が 結婚した とき 祝^ をのべ に 京 橋の 安藤の 家へ 寄って くれた ことがある。 兄 を 度 

度 たづね て， きた ころ は瑩子 は淺 草に、 ゐ たが、 -私を たづね て くれたと き は神奈 川片瀨 

の寵ロ 寺の 日 伽 J 上人の もとに 夫君と ともに 入門して、 優 婆 塞 優 婆 夷に なって なた。 

そのと き 片瀨へ 遊びに くる やうに 瑩子は 私に すすめた が、 それ を果 さやに ねる うち 

に 不幸 病死した。  ， 

露 伴 兄 は 明治 二十 四 年、 下 谷の 谷 中に 家 を 買った。 おそらく 原稿料で 買った もの 
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で、 値段 は 百 何十 圓 ぐらね であった か、 私たち 兄^のう ちで 最初に 借家なら ぬ 家 を 

かまへ たの は 露 伴 兄で ある。 まだ 獨.： ^で、 飯た きの 婆やと 窨 生と をお き、 ややの ち 

に は 父 も 露 伴 兄の もとに 同居した。 父が 家族と 離れて 兄と 共に 住んだ の は、 AJ 子が. 

一 家の 持主に なった の を よろこんだ ためらし く、 やがて 父の ほかに 私 も 兄の 家に し 

> ばらく 同居す る ことにな つた。 明治 二十 四 年、 市區 改正の ため 神 田. 末廣 町の 家が 店 

も 住宅 も 共に 立ちの きを よぎなくされ、 幸 田 一家 は 向 CIS 須崎 町に ひっこし たが、 そ 

のとき 私 は 高等 小學四 年. (當時 小 學校は 尋常 高等 八 年 制) の 卒業 期が 近 か つたの 

で、 向.： ：！？ から 神 田の 芳林學 校まで は 遠路す ぎる、 そのうへ 私 は小學 生で ありながら 

同時に 音樂學 校の 選科生で もあった ので、 上野へ 通 ふために も 向島 須崎 町の 親の 家 

よ 6 ハ せ 中天 王 寺 町の 兄の 家からの はう が 好都合だった わけで ある。 谷 中の 家 はすな 

はち 兄が 「五重塔」 を かい. 5^ 家で、 天 王 寺 五重塔む 柬 南の かたに 見 あげる やうに な 

つてね た。  ん  . 

天 王 寺の 家 は 日 幕 里の 墓地に 接して、 氣 味の わるい ほど 靜 かな 家であった。 五重 

 n 


塔に ちかい 通稱 銀杏 横町と いふ 半 町 ほどの 細道の つきあたりに あり、 三原屋 とい ふ 

花や 線香；^ 賣る 店よりも さもに 奥の はう であった。 慕 場の 隣り とい. ふよりも、 むし 

ろもう 墓場の 中で あり、 便所の 窓から 新 佛の白 張りの 提灯な どが みえたり、 天 王 寺 

の讀經 がき こえて きたり、 もちろん 電氣ゃ 蓄音機な どない 時代で、 しかも 家が 大き 

かった だけに ひっそり かんとして ゐた。 南む きで、 八、 八、 • 六、 四 半、 そのほか 三 

/  .  ：: のよ  厂  . . 

壘が 四ク、 二 £1^ がー つ、 合計 九 問と いふ 大きな 平屋であった。 父が 私よりも さきに 

この 家へ 移って きたの は、 さう いふ 淋し さ を、 たと ひ隱居 ひと， 9 でも 頭數を 多くし 

て賑 はすた め もあった かもしれ ない。 ともかく 父 は 前述の やうに 露 伴 兄が 家 を 買つ 

たことをひじゃぅにょ^；っこんで 「離れ」 と稱 した 四 半の 茶室の：^ ま はりに みづか 

ら 竹の 羽目 を 張ったり、 天井 も 紙で 貼ったり、 いろいろ 手 を 加へ た、：^、 この 「離れ」 

の 茶室が すな はち 露 伴 兄の 仕事部屋で もあった。 門から 玄關 へいく 生垣 道の、 右手に 

その 「離れ」 は あ， り 束 は 窓、 南 は 障子、 西 は 壁、 は 廊下で 母屋に つづき、 露 伴 兄 

は 南に 面して 柬 南隅に そまつな 机 をお いてね. たやう に 記憶す る。 これが 「五重塔」 
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の 部屋であった。 

ふしぎな ことに 私 は、 私 や 父き 身が 當時 この 家で どの 部屋に ゐ たか、. 今 はっき， 0 

おぼえて ゐ ない？ 記憶して ねる の は、 ほぼ 下の やうな お とい ふ 間 ^り や、 A> 

3  3 

廊下 どひの 戶 棚に 「 一 切經」 が はいって ねた ことな どで あ K ？。 その 一 切經は 和綴の 

活版本であった。  ， 

この 谷 中の 家で 露 伴 兄：！^ 文名ます ます 高まった ので、. しだいに 知名の 人々 も 訪ね 

てく る やうに なった。 私 は 神 田の 芳林學 校 を.. 明治 二十 四 年 七月 卒業、 ときに 十四 歳 

であつ， たが、 ひきつづいて 音樂學 校， へ かよ ふため 寄寓 をつ づけた ので、 . 露 伴 兄の 家 

でと きどき それらの 人々 を 見 か；^ た ことがある。 なにぶん 十四 やそこら の 小娘と し 

て 婆や や 書生に か はって 茶な ど 蓮んだ とき 目 耳に した ことにすぎ や、 しかも 五十 餘 

年 も 以前の ことなので、 印象が すっかり 薄れて ねる のは殘 念ながら やむをえない。 

かう 5； 、うとくち 

幸 堂 得 知 は、 おしゃれ 坊主の 感じの、 あたまの 秀 げた、 てれ てれした ところの あ 

る ひとであった。 一中 節が 大 すきで 又大 とくいでも あ. o、 露 伴 兄に 一中 節の 稽古 熱 
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を ふきこん だの もこの 人， である。， 下， 谷の 上野 町、 いまの 廣 小路から 上野 公園へ いく 

電ポ 通りの 右側の せんべ ぃ屋の 横町に 住んで ゐ たが、 もちろん そのころ は 電車 は 

なく 鐡道 馬車の 時代であった。 露 伴 1^ よら もよ ほど-年上の ふざけた ぢ いさんと いふ 

感じの 人で、 羽織よりも ひふに にた 道行 を 着て ねたが、 露 伴と 一中 節と について は 

のちに も 語る ことにする。 

山 田 美妙 齋は、 なに かべ ろん と 舐められ たやうな 感じが あり、 ある 日 私 はべ ろん 

とした 瓢簞 をみ てこれ は 山 田さん の やう だとい つて 兄から 苦笑され た ことがある。 

誰で あつたか、 それで は 美妙 は 「なめ ひょう 齋」 だな、 といって から、 さう いふ 跪 

名が ひそかに 通用して ゐた。  - 

齋藤綠 雨 は耀が こけて 颜 色が 蒼く、 三角形の 一、 怨めし さうな、 不氣 味な 目な ざし 

した 人で、 どこか 皮肉な 陰氣な 感じが あった。 すでに 露 伴 兄が 神 田に ゐ たころ から 

ときどき たづね てきた が、 來る とまたい つも 長つ 尻な ので^ 生や 婆やが ぷっ ぷ つい 

つた。 綠 雨の 家 は 本 所の はう だった やうに 記憶す る。 いったい 誰が きても？  と 
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夜と をと はや、 「おい、 酒 だ」 とい ふ聲 がかから、 酒が すむ と 客 も 兄 も いっしょに 

外出す る ことが しばしばあった。 私 はお あいそが できす、 茶な. 0 酒な. 0 を もって 時 

たま 客の 前へ 出ても 長座し なかった ので、 客の 人々 を せいぜい この 程度に しか，^ ら 

ない ので ある。 ある 日 も 誰が きたと きであった. か、 私 は その 客から どうです すこし 

話して いきま せんかと 云 はれた が、 ただ、 は あお それい ります と 短く こたへ てす ぐ 

引き さがって しまった。 あとで. 露 伴 兄から、 そのく らゐ なら、 いっそ 「私 ま 無駄口 

はきら ひです」 と なぜ はっき， 0 いはなかった かと 云 はれた。： 幸 堂、 美妙、 綠 雨の 三 

氏の ほか はも、 たと へばつ ぎの やうな 人々 をお も ひだす。 ， • 

森 田 思 軒 は、 大目玉の ぐ. 0 ぐ， 0 ッ とした ひとで、 糸 切歯が 二 本み えて ゐた。 高 橋 

太 華 は、 頭の まんなかが 秀 げた、 布袋 さまの やうな、 氣 がよ ささうな お ぢ いさんで 

あった。 石橋 忍 月 は、 角ば つたに い、 ッ とした 顔で 盾が ふとかった。 淡岛 寒月 は あつ 

さりした ぢ いさんで、 色白の 長い 顔に 目が. 大きかった が、 いかにも 善人に みえた。 

#: 島に 住んで ゐ て、 おきよう ちゃんと いふ 九つぐ もゐの 小さい りかうな 娘が あり、 ， 


乙 のおき よう ちゃんが あるとき 露 伴 兄に 葡萄の 食べ くらべ をし ませう とい つて、 B 

から 赏 V」 ちぎら やに 食べて 露 俘 を 負かした とい ふ 逸話が ある。 なほべ つ のとき だ 

が、. 露 伴が 寒月と 旅行 をした とき、 あると ころで 寒月が ちょっと 待てと いって 立ち 

どまる とス ケ ツチ 帳 を 出して 悠々 そこの 風景 を寫 生し はじめた が、 そこの 眺めが ど 

乙が 給になる の だか 露 伴に はは じめ ちょっと わからなかった、 しかし、 繪 ばかりで 

なく 俳句な どで も、 CI 然 をよ く觀る ことのたい せっさに ついて、 乙のと き 露 伴 兄 は 

塞 月から 印象ぶ， かい 示峻を うけた さう である。 -  ノ  ノ 

さ んま い  • 、 

宫崎 三昧 は、 でゥぷ りした。 いかにも 榮 養が 甲と いった 感じ、 石橋 案 はいがぐ 

り-頭で、， 饗庭驚 村 は 目の ほそい 老人、 遲塚麗 水 ははつ きり おぼえて わない が、 しか 

しこの ひとは 神 田の ころから 露 伴 兄の どころ へと きどき 出入して ねた。 麗水、 忍 月 

太 華、 つづいて 綠雨、 美妙の 諸氏 は 谷 中の 家へ も數 多く たづね てきた ュ， i うの ひとび 

とで、 みな 兄の 友人で あつたが 麗水 だけ は 何 か 習 ひに きた ひとの やうに 子供の 私に 

は 思 はれた。 森鼷外 はさうた ぴ. $5! ぴ はこなかった が、 森 田 思 軒と いっしょ のこと も 
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ぁク たと 記憶す る。 ぃったぃそのころの；！^^問者は、 洋服 は ひとり もな くみな 和服で 

鵾外も 例外ではなかった が、 しれし 着流しで なく 袴 を はいて、 髯の ある まじめな 顔 

で 端然と すわり、 子徙 心に もす； J しこ わい やうに おも はれた。 露 伴 兄も鷗 外に は 

他の ひとに 對す るよりも 丁寧だった やうで ある。 鷗外. は 訪問の II 數 はすく； なか つ 

たが、 手紙 はしばしば よせてき たので、 宛名の 幸 田 成 行 (露 伴). の 「行」 の 字の つ 

くりの 縱の 棒が 長く ひっぱって あるかき かた をした 表が きの 封筒 をみ ると、， 一 目で 

ああ 森さん からだな とすぐ わかつ. た。 「樣」 でな く 「君」 で、 その 「君」 の 字の 形 

もい まだに 記憶して ゐる。 綠 雨の 右 さがりの、 くせのある 書體 とともに 印象に のこ 

る肇廒 である。  、- 

幸 堂 得 知 かも 一 中 節への 與味を そそられた 露 枠 兄 は、 自 4i が 習 ひたいの だが 何と 

なく てれくさい のか あるひ は 臆 劫な のか，、 まづ 妹の 私に 習 はせ、 私 を 通じ て^ふと 

いふ 方法 をと つた。 いったい f 中 節に は、 元祖と もい ぶべき 宫 古の ほか 宇治と 管 野 

の兩 派が あつたが、 その 宇治 紫 喜 部と いふ 老， 1^ がすな はち 私の 師匠で、 私 は 根 岸の 


宇治 紫 喜 部の 家へ 一中 節 を 習 ひに かよった。 ぉッ しょさん 紫 喜 部の 家 は、 茶の 指南 

所で も あり、 紫 喜 部の つれ あ ひの 通人 ふうのお いさんが 茶道の 稽古 をして ゐ たので 

つまり 夫 そろって 師匠であった。 私 は そこへ 一 年 半 ぐらな は 通った やうに S ふ。 

稽古 はま づ さいしょが 近 江 八景、 つぎが 紙屋 治兵衞 (小春 紙 治) とい ふ 順序で あ 

つた。 私 は おぼえが よかった ので. 紫 喜 部 師匠が 乘氣 化な つて、 のちに 私が 谷 中から 

向島の 兩 親の 家へ 移った とき も、 わざわざ 向島まで むいて きて、 ひきつづ， いて 稽 

古 をす る やうに 私に すすめ ことがある。 

露 伴 兄 は どの 曲よりも 「小春 紙 治 J が 習 ひたい、 そこで 私 も 主として 乙れ を 兄に 

稽古した が、"， 成 友 (露 件 弟、 4 の 兄) が當時 一. 高 生で よく 谷 中の 家へ 遊び， きて、 

ときどき 露 伴 兄と いっしょに 稽古した。 い， つたい 幸 田 兄弟 は、 長男 成 常 (幼名 太 

郞) 次男 成忠 (金 次郞、 郡 司 大尉) 三男 (早世) 四 男 成 行 (鐵 四郞、 、露 伴) 長女 延ひ 

- 五男 成 友、 次女 幸 (私) 六 男 修造の 八 人のう ち、 姉と 私と 亡 弟 修造と は 直接 昔樂に 

^  ■  ノ 

關 係した が、 兄た ち もみな 音樂 はすき であった。 長兄 成 常 はい は ゆる 道樂 をした 人 
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で、 もと 藝 者だった 妻の 三 膝 殺に も 註文 をつ けたぼう だし、 郡 司 姓 をつ いだ 次. 兄 も 

聲 がよく、 まだ 子供の ころ 「手 習つ 子」 とい ふ 踊り をす ぐ おぼえた ほどで あり、 成 

友 兄 も 姉の 長唄 稽古 を わきで ききおぼえた くら ゐ であるが、 ひと ゥ露伴 兄に は その 

やうな 思 ひ 出がない。 しかし 谷 中の 一中 節の 稽古で は、 とくに 調子, ピはづ すと いふ 

ほどの こと もなかった。  -  -..  - 

露 伴 兄への 稽古 はたいて い 夕 (食後で、 紫 喜 部 師匠のと ころと ちがって 机 も 何もつ 

か はや、 私 はき ちんと 坐った が 露 伴 兄 や 成 友 兄 は 火鉢.. の そばで あぐらな ども 時々 か 

いて. 9 た。 露 伴 兄が 習って ゐる ときの くせ は 

「黑髮 のォ、 か」  、  、 

r 亂れて 今の ォ、 か」  ， - 

「憂き おも ひノ か」  -、 

といちい ち 「か」 をつ ける。 おぼえて しま ふまで は 付ける。 露 伴、 成友兩 兄に 同 

時に 敎 へる 場. 合 は、 成 友 兄の はう が はるかに 早く おぼえた。 いったい 稽古 は 二人 同 
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時. よりも 露 伴 兄 ひと， P のと きのは，. うが 多 か cV たから、 しかも 兩兄は ほぼ 同 5^- 度に 習 

ひ 進んだ から、 音 樂は露 伴 兄よりも 成 友 兄の はう が 素質が やっと 多かった わけで、 

事赏 旋律な どの 記憶 も 成 友 兄の はう がよく、 露 伴 兄 は 精 古に も必 やし も 熱心で なか- - 

つたの は音樂 あるひ は 音曲が 元來 さう すきで ない 證據 でも あらう。 しかし 「黑 の」 

など は 露 伴 兄 も 一段よ く おぼえた。 師匠 役の 私 は 「これ、 も y レ、 小恭 さん」 など . 

どい ぶ 言葉のと ころな ど は 何 か， てれくさく、， さう いふと； J ろは拔 かして. 5^ へたと い - 1 

ふこと もあった。 いったい 幾-た ぴ ぐ.^ ゐ敎 へたで あらう か。 私自身が 根 岸へ. 转 古に I 

かよった 日が 二 七に 四 九、 つま， り 十日 間に 四日の^ 合だった ので、. 谷 中で も かなり 二 

たびたび 稽古した やうに 思. r そのお かげで 私ば 黑髮は 今でも 隅から隅までお ぼえ 

て, Q るが、 ききどころの 「さ， 9 とは狹 きご 量 見」 などと いふと ころ は、 ふたりのお 

弟子と も そろわて じつに 熱心であった。 

同じ ころ 私の はう から 露 伴 兄に 本 を 敎 へて くれる やうに 請うた ところ、 兄 は 「古 

列 女傳」 を 選んで 講義して くれた。 ^綴の 木版の 大型の 本で、 い おぼえて ねる の 


さほ  4^ いき やう たいじん たいじ  _ 

は 「周 室の 三 母」 の 「三 母 は 太姜、 太 任、 大剥 なり」 とい ふところ ぐら ねで ある； 

が、 私が 兄の ひま をみ て 本 を もってい くと 奥の 八 疊で敎 へて くれた。 私 はよ みかた 一 

を敎 はって 兄の まへ で朗讀 し、 その あとで 兄が 解釋 して くれる のであった。 やはり 一 

机 もな く、 疊の 上に おいた 本 を はさんで 私 はき ちんと 兄と 對 坐した が、 ，兄 は敎 へな」 

がらと きに 煙管で たばこな ど をのんで ゐ たやう に 思 ふ。 兄 はなが いきせ る を 使った ハ 

もので、 兩切， 9 や 口つ きの たばこ をのんで ねる の は 見た ことがない。 古 列女傳 を！"， 

つ.. たの は ほぼ 半年 ぐらね だった と 記憶す る。  . .  . 一 

兄 は 知友との つきあ ひの  一 4C^^ 勉强ゃ 仕事で もい そがし かった。 書き もの は氣 が， 一 

むいた と， き は畫も 夜 もして ゐ たやう で、 例の 東南の 「離れ」 の四疊 半に、 衣桁 を ニー 

かんれいしゃ  0  一 

つ 三った てて 白い 寒冷紗 を 蚊帳の やうに かけたり、 また 石油の 大ラ ンプを 用 ひて な： 

たりした の をい ま 思 ひだす。 讀誊 は、 ときには 寢 ながら もして ゐた。 例の ひじ やう 一 

賣  .  _  - 一 

に 静かな 環境で、 客がない かぎり は、 あたりが 墓場の ためしん かんとして をり、 向： 

島の 親の 家の ひとび ども、 谷 中へ 出かけるなら 午後 二 時 まへ に、 といって ゐ たくら 
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ゐで、 雨が ふる 日の 夕方な ど， その 雨の 音 さ へ 茅葺き 屋根の なか へ 妙に 孜ひ こまれ、 

それに 便所の 窓から は 例の 白 張 As 提灯が ゆれる のがみ えたう する ので まったく さび 

しく 薄氣 味わる かった。  、 

私 は 明治 二十 五 年、 十五 歲の 九月、 音樂學 校の 選科から 豫 科へ 入學し なほし、 そ 

のとき から は 向島の 親の 家から 上野へ 通學 したので、 つまり 露 伴 兄の ハ <^ 中の 家に は 

二十 四 年の 春、 芳林學 校 生徒で かつ 上野 選科生だった 時代から、 この 豫科 生と なる 

まで 約 一 年 半の あ ひだ 寄寓して ゐ たわけで ある。 さう して その 一 年 半の あ ひだに も 

學 校の 休暇のと きはいつ も 向島の. 親の 家に 歸 つて ゐ たので、 もし 谷 中に 展 つづけた 

なら ぱ 上述の 客た ちみ ほかに もな ほ 幾人 かの ひと を 見かけた かもしれ ない。 もとよ 

り い ま 私が 忘れて ゐるひ とや、. また 私の 留守中に きた ひ とも あらう、 しかした とへ 

ば S 紅葉 山人の 姿な ど 私 はいち どもみ かけた 記憶がない。 

. 露 侔兄は 谷 中の 家で は 怒った こと もめった になく やさしい 態度であった。 旅行が 

すきで、 有 馬まで いつ， ときな ど、 土産と してお そらく.^ 筆で あらう； 四寸 ほ、 ど-の 
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軸に 色 緒 糸. のまいて ある 有 馬の 卷筆を くれた， 9、 その他 何かと 親切に してく， れた。 

旅行 は 露 伴 兄の そのころ ほとんど 唯一 の 道 築で、 將棋は 谷 中 時代に はま ださ さや、 

旅行に.^その時代ゅゑ和服の着流しにとんぴ^どかけて傅^*上野なり新橋なりへ出 

かけて いつ/た。 .  ： 

私が 谷 中の 家-を 出て 向島から 上野へ 通 ふやう にな. つたの は、 あるひ は そのころ す 

でに 家を賣 る 話が あつたた めか も： しれない。 賣 つた 理由 は 今 はわ、 がらない が、 お >i{ 

ちく 維持が 困難だった ところへ 高 橋 太 華 山人から とくに 所望され たためで あらう V 

いづれ にせよ 明治 二. 十五 年中に 急に 手放した ので、 私が 去った のち もな ほ 谷 中 宅に 

るた 父な ど、 かねて 竹 羽目 張り. や 天井 貼りな ど 丹精した だけに ひじ やうに がっかり 

して ゐ たこと をお も ひだず。 ともかく 谷 中の 家 は 太 華 山人に たしか 六十 画 だかで 譲 

られ、 そのため 父 も 谷 中から 向島の 家へ 歸 つてき たが、 このと き 幸 田家 は 向島 須# 

も 1J てら じ まむ- J 

町で なくす でに 向 元 寺 村へ 移って ゐた。 長兄が 鐘 淵 紡績へ 入社した ためで あ 

る。 露 伴. 兄 は 父 や 私と おなじ X 向 dk 元 寺 島の 家へ きた やうに 思 ふが、 京 橋の はう に 
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なた こと も あ， o、  二十 六 年 三月に は 郡 司 兄の 千島 採撿 行な どもあって、 そのころ の ， 

記憶 は 今 はっきりして ねない。 しかし 露 伴 兄が 一時 われわれと いっしょに ゐ たこと 

はたし か， で、 成 友 兄 や 長兄 甥た ちが 花が るた を 弄んで ゐ たの を 花札 ぎら ひの 露俾兄 

が 怒って 便所へ すてて しまったの もた ぶんこの 頃で ある。 私の 記憶で は、 露 伴 兄 は 

谷 中 時代 後 は、 轉々 時代よりも むしろ その あとの 上總 ゆき や 鍛冶 町 下裙の はう に 思 

ひ 出が つながって ゐる。 上總 へいった の はたし か 二十 七 年の 慕 頃で、 望 陀郡横 田 村 I 

の 佐久間 もよ の 家に 寓居した ので ある。 佐 久間家 は 幸 田家の 遠緣 で、 すな はち 露 伴 g 

兄 や 私ら 八 人き やう だいの 祖母よ し は 久留里 藩の 御 家中 者の 娘が 幸 田家へ 嫁いで き I 

た 者であった が. このよし 祖母の 里方が 佐久間 家の 一 門な のであった。 佐久問 もよ は 

佐 久間家 の 家つ きの 娘 で 農家 をつ いだが、 婿が 放蕩 者 だ つたう へ 長男 も、 通樂 者で 家 

が沒 落し、 三男 はわれ われの 末廣町 紙屋 時代に 店へ 小惯 としてき たこと も ある。 佐 

久 問 家と 幸 田家 はだいた いさう いふ 關 係であった。 そのころ 束 京 か ら上總 へ い く-に 

ほ靈岸 島から 汽船で 木更 へ わたるので、 私 もた ぷん 明治 二十 八 年の 夏ご ろ 5; とと 


もに 佐久間 もよ を 訪ねた ことがあ るが、 そのと き は 露 待见， はすで にゐ なかった。 し 

たがって 露 伴 兄の 上 總滯在 は 短かった わけで あるが、 上 總は當 時 ごく 簡易な 卷 しが 

できる ところだった ので 氣分 轉換と 仕事の ためにい つたので あらう。 さう して 上總 

から 歸京 後、 二十 八 年の 春 ごろから 神 田 鍛冶 町の 下宿、 つづいて 結婚、 となった の 

である。  *  .  . 

1神 田 鍛冶 町の 下宿 は 姉妹の 素人下宿で、 姉が 釆配を ふり 妹 はじつ さいに 働いて ね 

た。 この 妹の 幾 美が 露俾 兄の 氣に いって、 やがて 結婚す る ことにな つた。 きみ 姉妹 

には當 時す でに 兩 親が なく、 擧 式の 當 日に は 琴の 山 室 夫妻が 先方の 總代 格と なり、 

仲人 は 小 田 直 太 郞醫師 であった。 かう して 虎の 門に ちかい 芝の 南 佐久間 町で 露 伴 兄 

の 新 家庭が はじまった ので ある。 

新婚の 家 は 路地に そった 平家で、 八、 六、 四 半、 三、 ぐら ゐの 間數 であった。 庭 

はせ まかった が、 のちに アン ダラ シャン 種の 鶴が 飼 はれ、 また 弟 修造が ここに 寄寓 

して 中 學へ通 ふこと になった。 南 佐久間 時代に は、 露 伴 兄 には子 供 は 生 れ なかつ 
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た。 

「おきみ 姉さん」 は、 目が 大きく 髮が すこし ちぢれて ねたが、 美人であった。 背 は 

高くな く、 肥って ゐる はう で、 いつも 日本 髮を いって ゐた。 きみ、 姉 は 私と は 「おき 

み 姉さん」 「お 幸さん」 とよ ぴ あつたが、 露 伴 兄と は 「あなた」 「おき  1^」 であり、 

ときに 露 佯兄は 二十 九、 きみ 姉 は 二十 一であった。 きみ 姉 は、 .& 分の な， 0 ふ. 0 かま 

はす 夫に よくつ くした ひとで、 昔 流の 女の 仕事 はみ なでき て、 なかで も 料理が とく 

いであった。  、  , 

露 伴 兄と きみ 姉と が 云 ひ あらそ ひ をした とい ふやうな こと は 私 はいち どもき いた 

ことがない.。 まだ 南 佐久間 町の ころ、 あるとき 私 は、 露 伴 兄が 考へ ごと をして r& 眠 

りかけ てゐ たと きに きみ 姉が 兄の 顔へ い たづら に 墨 をぬ つたの を 見かけた ことがあ 

る。 仲が よかった 證據 であらう。 その後 も 夫婦の 爭ひ などた えて 耳に した ことが な 

かった。 それ はきみ 姉が、 ひじ やうに ひかへ 目な ひとだった ため も ある やうで、 す 

な はちき み 姉 は 親が なく 育って 苦勞, ビ 知って ゐ たからで あらう。 思 ふこと を 輕卒. に 
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ふ 前に まづ 用心す るた ちであった。 きみ 姉 は 兄嫁た ちのうち では 兩親 にも 私たちき 

やう だいに も 受け がよ かった はう で、 私たちが ある 夏 鎌 倉に 家 を かりたと きも 十 

日 ほど さ. そった ことがある。 もク ともこの とき は歸京 後、 鎌 倉の. 史 ii 見學を 怠った 

とい ふので きみ 姉 は 露 伴 兄から 叱られた さう である。 さう いへ ば 露 伴 兄 は ある 時 

きみ 姉 を 評して、 きみの 節約々々 はけつ かう だが、 ちょっと 變 へれば きれいに 快く 

なること を 知らない、 たと へば 古びた 夜具 を變 へない、 といった ことがあ るが、 し 

'..  しんでん 

か，^>さ.ぅぃふ節約ゃ內助の功がぁったればこそ、 のちに 露 伴 兄 は 向島 寺 島 新田に 家 

も 建てられ たの だと 思 ふ。 きみ 姉 は、 自分 は 粗食しても 露 俘 兄に はつねに 美食 させ 

る やうに 心がけ、 料理が とくいな ので、 たと へば 魚 を やいて TtT それに 胡桃 やしよ 

うが ゃ靑味 (菜) をく ばる といった やうな 心がけが あつ， た。 胡桃 は、 ％く まぷ した 

の を 五六 粒 ほど 魚の ま へ に 置く ので ある。 したが つ て 露 伴 兄 は 旅行 をしても 歸京後 

わが 家の 食膳に つくの をた のしみ にして ねた。 また 露 伴 兄 は 若い ころ は 冬で もしば 

しば 足袋 を はか や、 素足 を 着物の 裾につつ み、 そのため 裾が 脂つ ぼくな つ たり 切 
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ぃュ たりす るの を、 きみ 姉 は 女中の 手に まかせ やみ づ からまったり 縫ったり した。 

きみ 姉 は 愚痴 を こぼさ や默身 的な ところが あり、 露 伴 兄に とって はかけ がへ のな， - 

妻であった。 つ.. . ., 

向島 元 寺 d5 村の 幸 田家 はやが て對 岸の 淺草侧 の 橋 場へ 趟 したが、 それ はお そらく 

長兄が 橋 場の 製革 會 社に 關 係した ためで、 橋 場の 家も會 社々 長の 北 岡 文兵衞 所有の 

家屋の 一つで あつ. た。 一方、 私たちが ゐた元 寺 島 村の 家へ は 露 伴 一家が 越して きた 一 

ので ある。 南 佐久間 ■ 町から 直接でば なく 一時 ふた， たぴ祌 a 鍛冶 町に ゐて、 それから § 

元 寺 村べ 移って きたと 思 ふ. が、 のちに 私た. ちが 橋 場から 再び 暫時 元 寺 島 村へ 逆 も 一 

■  I  しんでん 

ど， 0 したので、 露 伴 兄 は 元 寺 島 村 か.. 5^ 島 新田に うつった。 しかも 新田で はの ちに 

一 軒 を 新築して そこへ 越した ので、 寺 島 新田の 露 伴 兄の 家 は 前後 二回あった わけで 

あり、 又 ひところ はこの 寺 島 新田の 幸 田家 (露 伴) の ほかに 元 寺 島 村の 幸 田家 (長 

兄) と 向島に 二 軒が 並存して ゐ たわけで、 そのため 長兄の 家の はう が、 「奥」 または 

「奥の 家」 とよ ぱれ、 露 伴 兄の 新田の 家と 區別 された。 ひじ やうに 煩 はしい 話で ある 


が、 要するに 露 伴 兄 は 舊市內 から 向島 元 寺 島 村へ と 明治 三十 年に 移って きて. のち 寺 

島 新田に 再度ち がった 建物に 居 を かま へて 大正 大震災にまで およんだ ので ある。 

きみ 姉 は、 いちど 人工 流產 のの ち 長女 歌 子が うまれた が、 この. ころ 私 は 文部せ の 

留學 命令です でに ドイツに 渡って ゐ たので、 露 俘 兄が いつ 新田 へこした か 又お なじ 

新田に いつ 新築した かその 邊の 記憶な どもうた しかで なく、 むしろ 「臭の 家」 —— 

借家ながら 敷地が 六 三 〇 坪 もあった 元 寺 島 村の 家の はう が、 兄の 新田の 家よりも 却 I 

つて 印象 ふかく 殘 つてなる くら ゐ である。 きみ 姉 はの ちに 不幸 三十 七歲の 若さで 亡 § 

くな つたが、 大正 大震災まで 露 伴 兄が 住んで ゐた 向島 寺 島 新 B の 家 は、 露 伴 兄の 努 一 

力 はもと よりして きみ 姉の 丹精に よる こと も 多 か つたの はたし かで あり、 まことに 

痛惜に た へない ひ 《*J であった。 

私 は 明治 三十 二 年 ドイツ へ 出帆、 足 かけ 四 年 目の 三十 六 年に 歸 朝して 小石 川の 姉 

延の 家で 旅装 をと いたが、 そのころ から 私も忙 がしくな り 向島から は 遠ざかつ たの 

で、 露 伴 兄に 接する 機會も 少なくな つたわけ である。  , 


さきごろ 露 伴が 逝いた とき 新聞 雜誌 にいく つかの 短文 を かいた ことが 動機と なつ 

て、 本書の 上梓 を您慂 される ことにな つた。 

「露 伴の 思 ひ 出」 は 「群像」 九月 號に、 「露 伴の 片鱗」 は 「光」 十月 號に 寄せた 

ものである。 露. 伴に ついては、 かって 露 伴が 文化 勳章 をう けた.. ときな どに も 小 文 を 

かいた ことがあ るが、 かう いふ！ S はぱ 慶弔の 機會 でな く、 ふつうの ときに 三 四た ぴ 


求められた 評論 乃至 評傳 は、 私 はつひに 一 つも 脫稿 しえなかった。 私 も 私な. 0 に、 

露 伴の 世界 像と もい ふべ きもの を いちど は 描いて みたい と 以前 も 今 も 思 つて 居る 

が、 しかし 私 はさし あたって はな ほ 勉强が 不十分で 殘 念ながら そこまでに 至ってな 

ない。 慶弔の機會^^小文を書くにっけても、 私 は S 分が たまたま 露 伴の 甥なる が ゆ 

ゑに 伯父に ついて 拙文 を 求められる こと を 思. はざる をえ や、 さう いふ 要求に あへ て 

添って きた こと や 又したがって 拙文が 祝儀 不祝儀 文 的な 要素 を.^ 味され た隨 筆に 止， 

ま つ てぬる こと を 誰よりも 私み づ から あきたり なく 思 ふ。. 本書に は それら 小 文のう 

ちしば らく、 「思 ひ 出」 と 「片鱗」 とを收 めた が、 故人への 追想 はもと より これら 

だけで 靈 きる もので はない。 なほ 右の 雨 文 は ほぼ 同じ ころ 同じ やうな 課題に 應 じて 

かいたため、 多少の 重複 は 免 かれえなかった が 今 は あへ て そのままに する ことにし 

た。 

■  r 露 伴の 俳 話」 は、 より 正しく は、 露 伴の 俳 話 及， ぴ雜談 とで も名づ くべき であら 

う。 く はしい こと は 本文に ゆづるが、 ピの徘 話 は 私の ノ， K トには 文語文お よび 文 SS. 
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をな さない メモ として 記錄 されて ねる の を、 今回す こしで も 露 伴の 直話の 調 子 を 再. 

現す る. やうに とい ふ 意圆の もとに かきあらためた ものである。 したがって 引^符， S 

の 露 伴の 言葉 は、 内容 はもと より 表現 も 文責 は 私に ある こと はいふまで もない。 二 

重の 文贲 はつらい が、 しかし 露 伴が 事赏 いは ゆる 講義 調で はけつ して 話さなかった 

こと を 思 ふとき、 かう いふ 口調 復原の 試み も あへ， て 許される ので はなから うかと お 

も ふ。 こ の 俳 話 は 部分的に はすで にいく つか 他の 文、 たと へば 「思 ひ 出」 や 「片鱗」 

などに も 入れた ので、 今回 は それらの 重複 はもち ろん 省いた が、 さらに 右の 兩 文中 

に發 表した もので も 本書で は 「俳 話」 の はう へ 再び 移した V の も少數 ある。.. 今回 ノ 

オト を 整理す ると 「露 伴の 俳 話」 は豫想 以上に 量が あり、 本書の 頁數の 半ば 以上 を 

占める にいた つたので、 私 はよ ほど 表題 もこれ にあら ためようかと 思った が、 諸種 

の 事情で や はう そのままに する こと はした。 「人間 露 伴」 とい ふ 表題 はもと 書肆の 

試案で 私 も 同意した ものであるが、 あとがき を かく 今と なって みると この 表題 は 本 

書に は-いささか 重す ぎる やうな 感じ もす る。 人間 露 伴に ついて 私が より 直接に 語る 


* こと はギ でもで きな く はない が、 素材の 如何 その他に よって は、 時機の 適否 やまた 

, 私自身の 見方の 補正の ために も、 なほし ばらく 歳月の 經過を 待つ はう がよ ささう で 

ある。 したがって 本書 は內容 からい へ ぱ 純然たる 著作よ. 5 もむ しろい は ゆる 編著の _ 

性質 をお ぴてゐ る" 

「露 伴 娘の 言葉から」 は、 つぎの 「露 伴 妹の 言葉から」 とともに 書肆の 希望に よ 

つて 書き そへ たもので ある。 露； & は 先妻 (幾 美) との 間に は 三！^ ^あつたが、 後妻 一 

(八 代) との 間 には子 供がなかった。 長女 歌、 次女 文、 長男 成豊の 順序であった § 

が、 長女 長男 は 不幸 父に さきだち、 現在 次女 文 (通稱 文 子) のみが その 娘 王 (露 待 一 

. 孫、 通稱 玉子) とともに 健在で ある。 私の 從 姉に あたる 文 子 は、 父 露 伴に ついて こ 

のた ぴ旣 にいく つかの 文章 を かき 今 もな ほかき つ つ あり、 それが 單行 本になる はや 

なので 本書に はなるべく それと 重複し ないやうな 素材 を 主として 綴った つもりで あ ， 

る。 やはり、 私に 文責が ある こと はいふまで もない とともに、 私事ながら 文 子の 著 

書に ついて みられん； J と をの どむ。  I  、 


「露 伴 妹の 言葉から」 は、 私の 母 安藤 幸が かって 兄 露 伴の 許に すごした 谷 中 時代 

および その 前後の 時代の 思 ひ 出 話 を まとめた ものである。 f& ちゃん 兄さん」 (當 

時の 露 伴) 「お 幾 美 姉さん」 (露 伴 妻) を 本書で は 「露 伴 兄」 「きみ 姉」 としたの 

を はじめ、 敬語 その他 も はぶいて 綴った。 記憶の 內容 がと かく 外面 的な ものである 

にせよ、 「五重塔」 の 谷 中 時代の 露 伴と 一 つ 屋根の 下に 起居した 現在 唯一の 生存者 

として、 その 話は與 味が なく はない と 思 ふ。 

本書の 刊行に ついては、 企畫 から 校正に いたる まで、 丹 頂 書房の 諸氏、 とくに 阿 

部 仁 三、 加 藤 正明兩 氏のお 世話に ぁづ かった とが ひじ やうに 多い。 末筆な がらつ 

つ しんで 感謝の 意 を 表する 次第で ある。  、 

昭和 二十 三年 三月 • 

.  高木  卓， 
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凡^る 藝術 はより 多數の 人々 に 依って 赏鑑 され、 以て 其の 存在意義と 價 値と を 高 

める ものである。  . 

知識の泉、 美の 殿堂 は 常に 國民 大衆の 前に 歡 喜と 希望に より 開かろ べき もので あ 

らう。 

文 藝圔書 の 刊行 を以 て廣く 江湖 に まみえん とす • る 我 社の 念願 も又實 に此處 にある-" 

若い 希望と 逞しい 情 熟 を 持ち、 あかるい 明日へ の 犬い. 1^ る 理想 を 具現せ しむる 大 

作品 を 有名 無名の 刖を問 はず、 廣く 天下に おめ、 いは ゆる 野に 遣 賢な からしめ、 

以て 人類に 貢献す る を 存立の 唯一の 目的と する。  -, 

作品の 種類 形式の 如何 を 問 はず 若い 國：^ 大衆の 明日へ の 理想 具現の のよ き 指針 

た る ベ き 作品 を 如何な る 犠牲 をも敢 て 忍び 欣然 刊行す る w 意 を 有す る もので あ る 。 

廣く 文學藝 術 家 諸賢の 赘 同と 聲援 並びに 御 寄稿 を 賜らん 事 を 切望す る 次第で ある。 
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藤澤 主計 
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